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　後のちの世まで語り継がれる『枕まくらの草そう子し』や『源げん氏じ物もの語がたり』が書かれる一いち条じよう天皇の御み代よより、遡さかのぼること二代。第六十四代円えん融ゆう天皇の御代のこと。




　いつとは定かではない、ある弥生やよいの末の深夜。

　天皇が住まう清せい涼りよう殿でん、夜よるの御おと殿どで年の頃は十代後半の青年が一人ひとり、浅い眠りに就いていた。体付きは細く、繊細で整った顔立ちには薄雲のような幼さが残っている。名前を守もり平ひらという。しかし、その名前を呼ぶ者はもうわずかしかいない。

　草木も寝支度をはじめる子ねの刻こく。妙みような気配を感じてその青年は目を開いた。闇やみがわだかまる天井の一角が輝いている。いや、違う。それは白い炎をまとった小さいが姿の美しい白しろ狐きつねだった。白狐はその銀色の大きな瞳ひとみを細め、責めるように、急せかすように、守平を見つめている。

　普通の者ならば、ここで悲鳴の一つでもあげたかも知れない。しかし、守平は普通ではなかった。横たわったまま「あぁ、そういえば今日きようは逢おう瀬せの日だったか」と呟つぶやき、艶あでやかな笑えみを浮かべながら起き上がる。

　あらかじめ人払いをしておいたので、辺りに人の気配はない。

　そのことに満足しながら、守平は南側以外の三方に屛びよう風ぶが立てられ、寝しん所じよとして設しつらえられた繧うん繝げん端べりの畳の上で少々寝乱れていた衣ころもを直し、かけられた鮮やかな衣の一枚を羽織ってから白狐を見上げた。

　視線が混じり合うと、白狐はゆったりと空を滑すべり、母も屋やに続く閉じられた妻つま戸どをすり抜けていった。

　守平が妻戸を開くと母屋は完全な闇に染まっていた。白狐は彼に構わず先に行ってしまったらしい。しかし、青年は躊ちゆう躇ちよなくその闇に足を踏ふみ入れた。御み帳ちよう台だいの陰から用意しておいた二枚の円座を引っ張り出し、東ひがし廂びさしに敷かれた畳の横を鼻歌交じりに通り抜けていく。その足取りに、危なげなところは微み塵じんもない。

　御み簾すの陰から孫まご廂びさしに出ると、暖かみを帯びてきた外気と甘やかだが少々肌にいたい風が青年を出迎えた。

　一度大きく深呼吸をしてから、白狐を探す。白狐は軒のき先さきにいた。ふよふよと浮き沈みを繰り返している。その様子が微ほほ笑えましく、守平は微笑を浮かべながら、一段低い簀すの子こに降りた。円座を並べて敷き、その片方に腰を下ろす。

　目前に広がる小さな庭にはいくつかの篝かがり火びが設置され、闇の中に鎮ちん座ざする仁じ寿じゆう殿でんの一部を仄ほのかに照らしていた。

　表面上は静かな夜だ。しかし、少し耳を澄ませれば、中ちゆう宮ぐうに仕える女によう房ぼう達と宿直をしている若い殿てん上じよう人びと達の雅みやびな会話や、御み簾すが揺ゆれる音、野や暮ぼな衣きぬ擦ずれなどが聞こえてくる。

　それらの音を聞くともなしに聞きながら、青年は夜空を仰あおいだ。

　色とりどりの星々が輝いている。雲がまばらに散らばっているが、それがまた趣おもむき深かった。ふと、仁じ寿じゆう殿でんの屋根の方に視線を向けると、下か弦げんの月の先が微かすかに見えた。強い輝きはないが、確かな存在感を放っている。

　思わず感嘆のため息がもれた直後、控えめな足音がした。

　振り返れば、簀すの子この先に淡い黄色の狩かり衣ぎぬをまとった翁おきながいた。

　守もり平ひらの顔に年相応の無む邪じや気きな笑えみが浮かぶ。

「久しいな、晴せい明めい。息災なようで何よりだ」

「守平殿もつつがないようで、嬉うれしく思います」

　軽く下げた頭を戻すと安あ倍べの晴明は白しろ狐きつねに向かって「ご苦労様でしたね、綿わた走ばしり」と言った。名前を呼ばれた白狐は空を蹴けり、差し出された翁の細い右手に嬉しそうにじゃれつき、頭や背中を撫なでられながら、右袖の中に吸い込まれるように消えていった。

　それを見届けてから、守平は「早くこちらに来い。いつまでも立っているのは老体にはつらいだろう？」と、空あいている円座を軽く叩たたいた。

　翁は音もなく簀子を進み、円座に座すと、少々意地の悪い笑みを浮かべる。

「今日きようは随分、しどけない姿なのですね」

「そうか？　いつもこんなものだろう？」

「口の端に涎よだれがついていますよ？」

　慌あわてて口の端を手で拭ぬぐうと、晴明が小さく吹き出した。

　守平の動きが止まる。頰ほほが微かに上気している。

「晴明、噓うそはよくないぞ」

「存じております。しかし、誘っておいて忘れることの方が、咎とがは大きいかと」

　微笑を返され、決まりが悪くなった守平は顔をそらした。

　その直後、強い風が吹き、守平は盛大にくしゃみをした。拍ひよう子しに少し衣ころもが乱れる。

「雨う暗あん」

　微苦笑を浮かべ、晴明が名を呼ぶと、背後の闇やみから黒い衣をまとった小こ舎人どねり童わらわが現れた。雨暗と呼ばれたその童わらべは「失礼します」と静かな表情で告げると、優雅に、しかし素早く青年の衣を直していった。最後に「夏が近いとはいえ、夜半はまだ冷えますので」と言って、闇の中から闇色の衣を一枚、取り出し、肩にかける。

　守平が礼を言うと、童は大人びた笑みを浮かべ、深々と頭を下げながら出てきた闇に溶けて消えた。

　青年は童が消えた闇をしげしげと見つめた。

「神出鬼没とはあやつのためにある言葉だな。普段はいったい何ど処こにいるのだ？」

「私の傍そばですよ。彼は私の世話役ですから」

　言葉こそ素っ気ないが、翁おきなの顔には甘やかな笑えみが浮かんでいる。

「つきあいは長いと聞いているが、一体どれほどなのだ？」

「私が産まれた時からです。なので、もう五十年以上になりますね」

　守もり平ひらは目を見開いた。二は十た歳ちにも満たない青年には未知の年月だ。思わず「飽きないか？」という無ぶ粋すいな問いかけが出てしまったのも、彼の内心の動どう揺ようを表していた。

　晴せい明めいは顔色一つ変えず、即座に、「いいえ」と応えた。

「彼はまだまだ分からないことだらけの、不思議な存在ですから」

「五十年以上も一いつ緒しよにいて、か？」

　呆あきれたような、羨うらやむような声こわ音ねに晴明は「はい」と応え、嬉うれしそうに笑った。

「後数十年、私の生が尽つきるまで一緒にいる予定ですが、それでも私は彼のことが分からないままだと思います。彼が私の全てを理解出来ないように。だから、少しでも分かるため、理解して貰もらうために、傍にいるのです」

　守平は「そうか」と呟つぶやき、うつむいた。

　何やら考え込んでいる横顔を一いち瞥べつしてから、晴明は篝かがり火びの一つに視線を向けた。数本の木材を交差させた台座の上。鉄の籠かごの中で炎は薪まきを喰くらいながら一刻一刻、姿を変えていた。晴明はその中に、いくつもの獣の姿を見た。

　救いを求める亡者の腕のように、炎が空に向かって伸びた瞬しゆん間かん。翁の耳じ朶だを何ど処こからか流れてきた若い男の声が震わせた。和歌を詠よんでいる。月、雲、といったいくつかの単語を聞き取ることが出来た。夜も更けなければ現れない下か弦げんの月をつれない想い人に喩たとえたのか、それともただ純粋に月の美しさをたたえたのか。そんなことを考えている内に、競うように別の声が別の和歌を詠みはじめた。

「晴明」

　断片的にだが三首の和歌を聞き終えたところで名を呼ばれ、晴明が守平を見ると、青年は真まっ直すぐ翁を見み据すえていた。

「最近、洛らく中ちゆうで起こっている〝姫殺し〟を知っているか？」

「はい」

「すでに四人もの姫君が犠牲になっている」

「痛ましいことです」

「盗賊の仕業らしい」

「被害者のまとっていた衣や装飾品が現場から消えていたので、そう判断されていますね」

「だから検け非び違い使しが動いている」

「それが妥だ当とうですので」

「相手が人間ならな」

　言いながら、守もり平ひらは口の端に皮肉のこもった笑えみを刻み、少しうつむいた。

「明あ日す、〝姫殺し〟は人心を惑わす怪異であり、その調査、解明、解決の責は、検け非び違い使しから陰おん陽みよう寮りように移行せよ、という勅ちよく命めいが下される」

　晴せい明めいは目を細めた。

「何か、ご覧になったのですね？」

　守平は一いつ瞬しゆん、悲しいような困ったような顔をした。しかし、次の瞬しゆん間かん、それらを鼻で笑い飛ばし、不ふ遜そんな笑みを晴明に向ける。

「商品がなければ、こんな夜中にお前を呼んだりはしない。お前だってそうだろう？」

「そうですね。確かに、私も夢をお売り頂く以外に、このような真夜中にあなた様に会おうなどとは思いません」

「何だ、つれないな。晴明。噓うそでも、私はただ、あなたにお会いしたかった、と言えば、情けをかけてやったのに」

　艶つやっぽい笑みを浮かべる青年に、翁おきなは苦笑をこぼした。

「はじめにつれないことを言ったのはあなた様でしょう？　それに、私のような老人に、そのような戯たわむれは毒です。慎つつしみ下さい」

　守平は真顔で「冗談に決まっているだろう」と言ってから、悪戯いたずらが成功した童わらべのように笑った。

「それで、今宵こよいはどういった夢をお売り頂けるのですか？」

　呆あきれたと言わんばかりのため息を吐き出してから晴明が水を向けると、守平は一度口を閉じた。その口もとには微笑が浮かんでいるが目は笑っていない。

「鏡だ」

「姿を映す鏡のことですか？」

「あぁ。如月きさらぎの半ば……そう、丁度満月の頃だ。青い蜘く蛛もが大きな鏡に乗って都に入ってきた。水の流れ……堀ほり川かわだったかな、まぁすぐに行ゆく方えは途絶えてしまったのだが、この蜘蛛と鏡が、ここ一ひと月つきほどの間、真昼に洛らく中ちゆうをうろつく夢を何度か視みたのだ。正確には、人よりも大きな青い蜘蛛が更に大きな青銅の鏡を背負って、牛ぎつ車しやで移動している様を視た。そして、この蜘蛛と鏡は、〝姫殺し〟が起こった日に限って、大量の血の臭においをまとっていたんだ」

「鏡に模様は？」

　開きかけた口を守平は閉じた。

　慌あわてているのか、不作法に思えるほどの足音を立てて、庭の闇やみの中から松たい明まつと共に人影が二つ、こちらに向かってくる。

　守平は小さくため息を吐き出しながら立ち上がり、晴明はそんな青年の後ろに身を寄せた。

　階の下に馳はせ参じたのは直なお衣しをきっちりと着込んだ初老の男と、松明を持った年若い従者だった。男の方は息が乱れているが、歪ゆがんでもなお、端正な顔立ちは守平に少し似ていた。

　藤ふじ原わらの兼かね通みち。守もり平ひらの伯お父じに当たる男であり、政権という庭の中で今が盛りと咲く藤ふじの北ほつ家けの一輪だ。しかも、咲き乱れる花々の中でも一番日の当たる場所に陣取り、一ひと際きわ大きく美しく、芳かぐわしい香りを辺りに漂わせている。

「先触れもなく参上し、申し訳ございません」

　恭うやうやしく頭こうべを垂れる兼通に、守平は型抜きで造ったような笑えみを浮かべ、「いいえ、構いません」と柔らかな声こわ音ねで言った。

「それにしても、どうして伯父上がこんな時刻に内だい裏りにいらっしゃるのですか？」

「自主的に、宿直をしておりました」

「太だ政じよう大だい臣じんである伯父上が宿直とは、随分豪勢な話ですね」

「主しゆ上じようが本日、人払いをして就寝されたと聞き、万が一があってはいけないと思ったのです。

　そういえば、誰かと話していたようですが……」

　言いながら、兼通は辺りを見回した。

　守平は伯父の真意を悟り、「やはり」と胸中で呟つぶやいた。

　大だい内だい裏りは眠らない。大内裏に勤める官かん吏りは交代で夜間、宮中や貴人の警備をしなければならない。しかし、大だい納な言ごん以上の官職に就いている者は、その例から外れる。兼通はそのまれな例外の一人ひとりだ。

　そんな兼通がわざわざ宿直をするなど、何かあるに違いないと思っていたが、何ということはない。人払いをした守平が中ちゆう宮ぐうである自分の娘以外の女と逢あっていないか、逢っているならば相手は誰か、探さぐろうとしていたのだ。

　勝手に気苦労を増やしている伯父に気づかれないように、甥おいは小さくため息を吐き出した。

　同じ頃。兼通はようやく、青年の背後に身を寄せている人影に気づいた。

　視線を向けると、うずくまっていた人影はゆっくりと立ち上がった。篝かがり火びが一斉に勢いを増し、闇やみに塗り潰つぶされていたその影を照らし出す。
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　兼通は息を吞のみ、一歩後ずさった。

　そこには女房装束に身を包んだ白銀の瞳ひとみを持つ妖あやしい美び姫きがいた。背を覆い、床にまで達している緩ゆるく波打つ髪も白銀。のぞく肌も白く、雪で創られた像のように見える。事実、兼通は季節外れの雪が絶世の美姫の姿に凝り固まり、自身の前に現れたと思った。しかし、処女雪の中に落ちた椿つばきのような唇くちびるの両端が、ゆっくりと持ち上げられる様を見て、男は自身の間違いに気づかされた。

　──この女は、生きている。

　途端、兼通の瞳は情欲に揺ゆらいだ。

　先ほどまで椿に見えていた唇の赤は、女の血潮の色にしか見えなくなった。

　──あれほど赤い血潮が流れている身体からだは、さぞかし温かいのだろう。

　不ふ埒らちな想像が男の脳内をおかす。

　いつの間にか口内には大量の唾つばがたまっていた。それを一気に嚥えん下げする。篝かがり火びが爆はぜる。その時、男は一度目を閉じた。ほんの少しの間だ。しかし、目を開くとそこに妖あやしい美び姫きの姿はなく、盆を持った一人ひとりの女によう房ぼうがうつむき加減に佇たたずんでいた。篝火の勢いが衰おとろえてしまったため顔はよく見えないが、緩ゆるく波打つ髪は黒く、少々艶つやを欠いている。

　口を半分開き、呆ほうける兼かね通みちの前で、守もり平ひらは女房が持つ盆の中心に置かれた碗を手に取った。

「彼女を責めないで下さい。少し喉のどが渇いてしまったので、水を持ってくるように頼んだのです。伯お父じ上が聞いたのはその時のやり取りでしょう」

「あっ……、あぁ、そう、ですか。いや、ならばいいのです。失礼しました。どうぞ、ごゆっくりお休み下さい」

「伯父上も無理は程々に。また体調を崩しますよ？」

「……ご心配、痛み入ります」

　口の端を引きつらせながら兼通は従者をせっつき、足早に去っていった。その姿が闇やみに消え、足音も聞こえなくなってから守平が振り返ると、黒髪の女房の姿はすでになく、代わりに、銀色の髪と瞳ひとみを持つ、狩かり衣ぎぬ姿の美姫が腕を交差させ、右の袖から烏え帽ぼ子しを、左の袖から翁おきなの面を取り出していた。

　烏帽子を頭に載せ、面を被ろうとした美姫の手首を守平は碗を持っていない方の手でやんわりと摑つかむ。

「お離し下さい」

　姿に違わぬ艶つややかな声に、青年はうっとりとしながら、「もう少し、いいではないか。晴せい明めい」と甘い声で女の名を呼んだ。

　霊れい狐こを母に持つ当代一の陰おん陽みよう師じ、安あ倍べの晴明は、眉まゆ根ねを寄せ、不快感をあらわにした。

「お戯たわむれはお止やめ下さいと、先ほど申しましたが？」

「戯れではない。お前の素顔など滅多に見られないからな、稀き少しようなものは少しでも長い間見つめていたいと思うのは人の性さがだ」

「性、ですか？」

「そうだ。そして、美しい女に触れたいと想うのも、男のどうしようもない性だ、な」

　言いながら、守もり平ひらは腕を引いた。美び姫きの華きや奢しやな身体からだがよろめく。しかし、その身が青年の腕の中に落ちてくることはなかった。闇の中から現れた漆しつ黒こくの狩かり衣ぎぬを着た男が美姫の腰に腕を回し、その身を背後からきつく抱きしめたのだ。晴明もされるがまま、男に身をゆだねている。ただ一カ所、右手のみ、守平に握られたままだった。

　男が青年を睨にらみ付ける。

　守平は苦笑しながら手を放した。

「残念」

　おどける守平を男は何か言いたげな瞳ひとみで見み据すえていたが、晴明に「雨う暗あん」と名を呼ばれ、無言のまま闇やみに溶けた。

　乱れた衣ころもを直してから、晴明は翁おきなの面を被った。面の縁ふちが顔の肉に食い込み、溶け込む。同時に、長い髪は意思を持ったかのように独りでに結われ、烏え帽ぼ子しの中に収まった。瞬まばたき二回のわずかな時の後、そこに佇たたずむのは、妖あやしい美姫ではなく、齢よわい五十を超える希き代だいの陰陽師だった。

「それで守平殿。鏡に模様はありましたか？」

　楽しそうに晴明を見つめていた守平は、声をかけられ、一度瞬きをした。再び開かれたその瞳は、商人である〝夢売りの守平〟のものだった。

「あった。全体的に黒くくすんでいるので分かりづらかったが、蛇へびの鱗うろこのような模様が施ほどこされていた」

「そうですか……」

「何か分かったようだな？」

「何を調べるべきか、分かっただけです」

「十分だ。これで明あ日す、迷いなく勅ちよく命めいを下すことが出来る」

　庭を背にする形で高こう欄らんに腰かけた青年は、晴れやかに笑えんだ。

「では、この夢、安倍晴明が買い取らせて頂きます。報酬はいつものように、後払いでよろしいですね？」

「お前の唇くちびるでもいいぞ？」

　膝ひざの上に肘ひじを置き頰ほお杖づえをつきながら、守もり平ひらは無む邪じや気き故ゆえに質たちの悪い笑えみを浮かべた。

　明らかにふざけている。

　しかし、晴せい明めいは真顔で「では、そうさせて頂きます」と言って滑すべるように簀すの子こを進み、守平の前に音もなくひざまずいた。

「はっ？」

「目は、閉じるものですよ」

　翁おきなの白く冷たい手が視界を覆い、ぬるい吐と息いきが青年の唇をくすぐる。次いで、冷たく乾いた感触が触れた。人の肌ではない。

　視界を遮さえぎっていた白い闇やみがゆっくりと遠ざかる。守平が目だけ動かして見ると、一通の文ふみが自身の唇に添えられていた。

　それは白と紅の薄うす様ようと呼ばれる薄い紙を重ねた結び文だった。添えられているのは、茎も六枚の花弁も白い薄様で作られた一輪の造花。

　晴明が翁の姿のまま、「冗談に決まっているでしょう？」と甘い女の声で囁ささやき、小さく笑いながら一歩引く。守平の膝の上に結び文が落ち、小さく音を立てた。

「結ゆい鹿か姫からです」

　翁の声で告げられ、守平は夢から覚めたような思いで自らの膝の上にある文を手に取った。

「今回は急だったので、少し見づらいかもしれません。とのことです」

「そうか」

　春も終わりの時期には不釣り合いな冬の色彩で統一されたその文は、無ぶ粋すいとしか言いようがない。しかし、それを見つめる青年の瞳ひとみには隠しきれない喜びと切なさが入り交じっていた。

　守平は文を両手でやんわりと包み込み、内にたまった何かを追い払うように、長く細く息を吐いた。

「そういえば、結鹿の一応兄に当たる坂さかの上うえ家けの末息子は陰おん陽みよう寮りように配属されたらしいな」

「はい」

「使えそうか？」

　晴明は緩ゆるく首を左右に振った。

「見込みがないのか？」

「いいえ、見込みはあります。しかし、あの子は思し慮りよに欠けると言いますか、実力はあるのですが危なっかしいところも多々ありまして……」

「そうか」

　守平はうつむいた。正確には、膝の上に置いた両手の中にある文に視線を落とした。

　笛の音ねを載せた風が吹く。高く澄んだその響きは竜りゆう笛てきのものだ。少し間を置いて、箏そうの音が笛の音に絡からまる。

　衣きぬ擦ずれの音に守もり平ひらが顔を上げると、翁おきなが恭うやうやしく頭こうべを下げていた。

「夜ももう遅うございますので、私は失礼させて頂きます。今宵こよいはありがとうございました。疾とく、お休み下さい」

「私の方こそ急に呼び出して悪かったな」

「いいえ。都の平安を守るためならば、この晴せい明めい、どのような苦労もいといません」

「お前は偉いな、晴明」

　自じ嘲ちようを多分に含んだ切ない声で、守平は呟つぶやいた。

　顔を上げた晴明の前で、青年は声の通りの表情をしていた。

「お前は知っていると思うが、私は、この都のためには動けない。まぁ元々自由に動き回れない身の上だが、もし動けたとしても、顔も知らない誰かのためにはきっと、動かない。

　今回、動いたのも私情だ。私は私が大切だと想う一人ひとりの娘のためだけに、彼女の名誉を守るためだけに、勅ちよく命めいを下す」

「それでいいと思います」

　守平は軽く目を見開いた。

　翁は柔らかく冷たい微笑を浮かべながら頷うなずき、再び、今度は女の声で告げた。

「それでいいのです」

「はっ……」

　重く鋭い吐と息いきが、守平の口からもれる。そして、彼は笑った。低く、何かを削けずるような痛々しい笑い声が笛と箏そうの間に無理矢理入り込む。

　翁は無表情に、青年を見つめていた。

　不意に笑しよう声せいが止やみ、守平の上半身から一気に力が抜けた。

「私なのかも知れない」

　独り言にして大きく、語りかけるには掠かすれた声で守平は言った。

「この都の王でありながら、この都を大切に想えない私の心が、この都に妖あやかしを招いているのかも知れないな」

　晴明は無言で、うなだれた守平の頭を優しく撫なでた。

　守平の口から苦笑がもれる。

「先ほど言い忘れたが、血まみれの日には鏡が増えている」

「鏡が、ですか？」

「あぁ。掌てのひらに載るほど小さいのを二枚、蜘く蛛もが器用に咥くわえている。血がたっぷりついているから、こちらの模様は分からないがな」

「いいえ、十分です。では、お休みなさい。〝夢売りの守平〟殿」

　離れていく手に導かれるように青年が顔を上げると、翁の姿はすでになかった。

　笛と箏の音もいつの間にか止み、守平は夜に包まれる。

　その手の中で文ふみが音を立てた。丁寧に造花を抜き取り、紐ひものように細く折り畳まれ、一つ結びにされた文をほどき、開く。

　香こうではない、何か花の香りが漂う。

　紙面の右端には柔らかな文字で『守もり平ひら様へ』と書かれていた。

　守平の顔が自然とゆるむ。

　天皇でも、〝夢売り〟でもない、ただの守平に戻るべく、青年は全ての意識を紙面に向けた。

　それは至福の一ひと時ときだった。
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　その日は朝から雪が降っていた。




　昼間だというのに白い闇やみに覆われた洛らく中ちゆうを一人ひとりの女めの童わらわが駆かけていく。

　足の感覚はだいぶ前からなくなっている。尼あまそぎの髪や肩には雪がまとわりつき、袴はかまの裾すそはぐずぐずに濡ぬれ、枷かせのように歩みを妨さまたげる。それでも、涙を袖で拭ぬぐいながら、何かを求めるように手を伸ばしながら、彼女は走り続けた。

　目的地などない。ただ、遠くに行きたかった。

　しかし、思いとは裏腹に身体からだはすでに限界だった。足がもつれ、「あっ」と儚はかない声を上げながら、幼い身体は雪の中に倒れ込んだ。

　小さな水音と共に、指先に痛みが走る。

　ふらつきながらも立ち上がると、目の前に池があった。大きな池だ。雪の壁かべ代しろの向こうにはぼんやりと、立派な建物や橋が見える。

　女童は知らなかったが、そこは神しん泉せん苑えんだった。

　女童は池の縁ふちにしゃがみ込んだ。積もった雪の中に足や尻しりが沈み込み、一いつ瞬しゆんだけ寒いと感じた。先ほどしたたかに打った膝ひざや胸も痛みを訴えだした。そのことが何な故ぜかとても寂さびしく、悲しく、空を仰あおいで泣いた。

　声は雪と共に地に落ち、涙は雪に交じり凍り付く。

　辺りには人影どころか、生き物の気配すらなかったので、女童は誰にも気づかれないと思っていた。

　耳もとで、女のように高いが、壮そう年ねんの男のように落ち着いた少年の声が優しく、「何故泣いている？」と囁ささやくまで。

　涙が引っ込んでしまうほど女童は驚いた。慌あわてて辺りを見回すと、同じ声が「おや、聞こえるのか？」と言った。こちらも驚いているらしく、声が少し震えている。「はい」と応えると、空が震えた。声の主が笑ったらしい。「こちらだ」という声は、先ほどとは違い、前方から聞こえてきた。

　目をこらすと池の上に淡く輝く一頭の蝶ちようがいた。

　揚あげ羽は蝶ちようのようだが一回り大きい。多彩で複雑な模様が施ほどこされた羽の中央には、生きた人間の目玉がそれぞれ一つずつ、はめ込まれていた。

　羽の目玉と目が合うと、異形の蝶は女童に近づき、その膝の上に降り立った。本来ならば頭がある位置に据すえられた黄おう玉ぎよくが震え、先ほどの少年の声が「冷えているな」と呟つぶやくと、蝶が触れている場所からじんわりと仄ほのかな熱が身体に染みていった。

　女めの童わらわは吐と息いきをもらし、「ありがとうございます」と蝶ちように頭を下げた。

「おかしな童わらべだ。悲鳴を上げないのか？」

　からかうような声こわ音ねに、女童は小首を傾かしげた。

「何な故ぜですか？　あなたは怖くありません。優しい人です」

「人、か？」

「人でしょう？　その姿は仮かり初そめですよね？　ご本人は眠っていらっしゃるのでしょう？」

　蝶が息を吞のんだ。女童は不思議そうな顔をした。

「いやいや。お前は何でもないことのように言ったが、なかなか凄すごいことだぞ？　誰にだって分かることじゃない。そもそも私の姿は、普通視みえないはずなのだがな」

「そうなのですか？　でも、私は一目で分かりましたし、蝶々さんの姿もはっきりと視えていますよ」

　蝶は羽の目玉でまじまじと女童の白い顔を見つめ、呟つぶやいた。

「まるで晴せい明めいのようだ」

　女童は目を丸くした。

「せいめい、とは安あ倍べの晴明様のことですか？　蝶々さんも、晴明様をご存じなのですか？」

「この都でその名前を知らない者はいないだろう。乳ち飲のみ子だって、口にしたことはないだろうが、耳にはしているはずだ」

　蝶の声に含まれたからかいの色に気づかず、女童は少し慌あわてた。

「いえ、そういうわけではなく、その、蝶々さんは晴明様のご友人なのですか？」

「友人というには少々語ご弊へいがある関係だが、まぁ旧知の仲だ。あと、蝶々さんはよせ。私は守もり平ひらだ」

「守平様？」

「そうだ。それで、お前は晴明とどういった関係なんだ？」

　女童は少し姿勢を正した。

「私は結ゆい鹿かと申します。私の伯お父じ様の……いえ、お父様のお屋敷が、晴明様のお屋敷のお隣で、遊んで貰もらったり……その、色々なことを教えて貰ったりしているのです」

「晴明の隣の屋敷というと……お前、もしや坂さかの上うえの望もち城きの姪めいか？　この間、養女になったという」

　はっきりとした声で「はい」と応えてから、坂さかの上うえ家けの幼い姫ひめ君ぎみは小首を傾げた。

「どうして知っているのか、と問いたいのだろう？」

　守平が小さく笑いながら問うと、結鹿は少し驚きながらも素直に頷うなずいた。

　黄おう玉ぎよくが頷くように前後に揺ゆれる。

「私は〝夢売り〟を営んでいるから、人一倍早耳なんだ」

「〝夢売り〟、ですか？」

「簡単に言えば、情報を売っている。その一番のお得意様が、晴明というわけだ」

「……守もり平ひら様はすごい方なのですね」

　数回目を瞬しばたかせてから、結ゆい鹿かは微かすかな笑えみを浮かべた。

　瞬しゆん間かん、守平の心の内に小さな灯あかりが灯ともった。それは温かいが少しこそばゆく、蝶ちようは身をよじりながら、「いや、それ程でもない」と言った。

「ところで結鹿姫。お前は何な故ぜ、こんな雪の中、外で泣いていた？」

　女めの童わらわの顔から表情が消え、瞬まばたき三回。大粒の涙がこぼれ落ちる。

　蝶は慌あわてて結鹿の膝ひざから離れ、なぐさめるようにその肩や頭に触れながら飛んだ。

「済まない。聞いてはいけないことだったか？」

　戸惑い揺ゆれる守平の声に、女童は首を左右に振った。

「私、してはいけないことをしてしまったんです」

「一体何をしたんだ？」

　右肩に留とまりながら問うと、結鹿は池を見つめながら、ぽつりぽつりと話し出した。

「今日、お屋敷に二番目の兄様のご友人とか、人がたくさんいらっしゃったのです。はじめはお話をしたり、お酒を飲んだりしていたのですが、その内、外に出られなくて退屈だろうと、剣術の稽けい古こをしてくれることになったのです。

　私も、兄様達に交じって、簡単な型を習いました。そうしたら、太た刀ち筋すじが良いと褒ほめられて、嬉うれしくて、でも何だか恥はずかしくて、つい木刀で、二番目の兄様を吹き飛ばしてしまったのです」

「兄が転んだのではなく？　お前が確かに吹き飛ばしたのか？」

　確認のために問うと、女童は弱々しく、しかししっかりと頷うなずき、「柱に背中をしたたかに打ち付けていました」と付け加えた。

「兄とはいくつ年が離れている？」

「確か、八つほどです」

　見たところ、結鹿は十歳前後。その八つ年上の兄では、もう体付きはほとんど大人と変わりないだろう。

　しかも、その年頃の坂さかの上うえの望もち城きの息子といえば、彼の次男、滋しげ範のりしかいない。彼はまだ年若いが、右う近この衛え府ふでも指折りの武官として宮中でも評判が高い。

　羽の目玉が結鹿の手を映し出す。裾すそからほんの少しのぞく手は、小さく華きや奢しやで、木刀を振り回すどころか、摑つかむだけで精一杯に見える。

　訝いぶかしげな視線に気づいた結鹿は、そっと笑みを浮かべた。

「私は鬼の血を継いでいるのです」

　守平は小さく息を吞のんだ。一対の目玉に、あどけない女童には不相応な自じ嘲ちようの笑みが映り込む。

　彼女が言っていることは真実だ。

　百数十年前。坂さかの上うえ家けには田た村むら麻ま呂ろという武官がいた。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんを務めたこともある真性の武人である。しかし、彼が生しよう涯がいその身と想いを捧げたのは、当時の帝みかどより「退治せよ」と命じられた、伊い勢せの鈴すず鹿か山やまに住まう鬼き女じよ、鈴すず鹿か御ご前ぜんだった。鈴鹿御前は田村麻呂と出会ったことにより改心したが、左さ京きよう北ほく辺へんにある坂上家は、未だに〝鬼おにの館やかた〟と呼ばれている。直系の子孫に鬼の力が顕あらわれたとしても、何の不思議もない。

　守もり平ひらは少し視線を落とし、もう一度、結ゆい鹿かの小さな手を見た。

「……逃げないのですか？」

　鬼の血を継ぐ姫ひめ君ぎみは儚はかなげに小首を傾かしげながら、急に口数の減ってしまった蝶ちようの目玉をのぞき込んだ。少しだけ羽を動かし、立ち位置を整えてから守平は問い返した。

「何な故ぜ？」

　姫君の目が揺ゆれる。

「お前は怖くない。ただ鬼の力を継いでいるだけの……そう、お前の言葉を借りれば、優しい人だ」

「いいえ。私は鬼です」

「ならば三日月のような角は何ど処こにある？　釘くぎのような牙きばは？　刃のような爪つめは？」

「きっと、全部その内生はえてきます。そして、私は本当の鬼になるのです」

「しかし、今はまだ角も、牙も、爪もないだろう？　人でいたいと思っているのだろう？　ならば、お前は大丈夫だ。優しい人だ」

　結鹿の大きな瞳ひとみがまた揺れる。星夜の一部分を切り取り、はめ込んだような瞳を守平は綺き麗れいだと思った。

　その綺麗な瞳をゆっくりと細め、女めの童わらわは柔らかな笑えみを浮かべた。それはとても美しく、蝶は思わず見み惚とれてしまった。

「ありがとうございます」

「いや、いや……」

　妙みように気き恥はずかしくなり、蝶は意味もなく羽を動かした。

　微かすかな風が起こり、結鹿の小さいが形の良い鼻をくすぐる。くしゃみが出た。拍ひよう子しに、守平が与えていた熱も霧む散さんした。微睡まどろみから目覚めるように、小さな身体からだを冷気が襲う。震え、歯が鳴り、元から薄かった血の気が、一気に引いていく。

　守平は再び熱を与えたが、冷えていく速度に追いつくことは出来なかった。

「おい！　大丈夫か？　しっかりしろ！」

　耳もとで叫さけぶと、結鹿は微かに唇くちびるを動かした。声は出なかったが、「大丈夫です」と言おうとしたのが守平には分かった。

「待っていろ、今、人を呼んでくる」

　言って、飛び立った蝶はすぐに空に留とどまった。その視線の先。降り続ける雪の向こうから、二は十た歳ち前後の狩かり衣ぎぬの上に何枚も衣ころもをまとった青年が現れた。

　美しい顔に焦しよう燥そうの色を浮かべた青年は「結ゆい！」と叫さけびながら、雪の中に膝ひざをつき、小さな身体からだを強く、優しく抱き寄せた。

「より、みつ、にぃ、さ、ま？」

「そうだよ。あぁ、こんなに冷えてしまって、可哀かわい想そうに」

　名を呼ばれた源みなもとの頼より光みつは羽織っていた衣で結ゆい鹿かを包み込み、袖から取り出した赤い布でその顔を丁寧に拭ぬぐった。拭う度に、雪や涙、鼻水、涎よだれが取れ、頰ほほや唇くちびるに赤みが戻ってくる。「ほぅ……」と花弁のような唇から柔らかな息がもれると、頼光は満面の笑えみを浮かべ、結鹿を改めて抱きしめた。

「帰ろう、結」

　途端、身をすくませる女めの童わらわの背中を軽く叩たたき、青年は笑った。

「大丈夫。滋しげはちっとも怒ってなんかいないよ。それどころか、率先して君を探している。無事な姿を見せてあげよう」

「でも、頼光兄様。私は、自分が許せないのです。滋しげ範のり兄様を傷つけてしまった自分自身が、どうしても許せないのです」

　とても広く見える眼前の胸に、結鹿は顔を埋うめた。震える声は、新たな涙に濡ぬれている。

　頼光は結鹿の肩に手を置き、やんわりとその身体を自身から離した。目も鼻も頰も、真っ赤に染まっている顔をのぞき込みながら、穏やかな笑みを浮かべ、涙を指で拭う。

「いいかい、結。君がどんなに厭いとっても、その力は結が結である限り、結のものなのだよ。そして、このままでは、その力はまた誰かを傷つけてしまう」

「嫌いやです！　そんなの嫌です！」

「そうだね。じゃぁまずは屋敷に帰ろう」

　言い終わると共に青年は立ち上がり、軽々と幼い姫ひめ君ぎみを抱き上げた。急に視界が変わった結鹿は驚きながらも、頼光の首にしがみつく。

「屋敷に帰ったら、身体を温めて、気分を落ち着けよう。気分が落ち着いたら、私や滋、それに綱つな達が、今度はちゃんと真剣に、一から稽けい古こをしてあげるよ」

「でも……」

　結鹿の沈んだ顔を見て、頼光は苦笑を浮かべた。

「大丈夫。滋は立派な武人だ。そう何度も妹姫に吹き飛ばされたりはしないよ。私だってそうさ。それでも恐ろしいというのであれば、それこそ稽古をして、きちんと力の使い方を学ばなければいけない」

「力の使い方、ですか？」

「そうだよ。力は使いようでどうとでもなるんだ。きちんと使い方さえ知っていれば、誰かを傷つける力も、誰かを守る力になるんだよ。受け売りだけどね」

「……守れますか？　私でも」

　心細げな女めの童わらわの額ひたいに、自身の額を合わせ、青年は綺き麗れいに笑えんだ。

「結ゆいはこんなにも優しいのだから、大丈夫だよ」

　結ゆい鹿かは目を瞬またたかせ、次いで吹き出した。無む邪じや気きな笑い声が辺りに響く。

「どうしたの？」

「先ほど、守もり平ひら様にも同じことを言われました」

「守平様？」

　頷うなずき、結鹿は「あちらに」と言って守平の方を見た。視線を辿たどった頼より光みつは池の上にいる蝶ちようを見て、一いつ瞬しゆん、目を見開いた。しかし、すぐに微笑を浮かべ、軽く頭を下げる。

「気づかずに失礼致しました。お久しぶりです」

「堅苦しい挨あい拶さつは無用だぞ。今はただの〝夢売り〟だからな」

「噓うそはいけません。『ただ』ではないでしょう？　晴せい明めい様が言っていましたよ」

「そうだったな」

　低い笑い声と共に、黄おう玉ぎよくが揺ゆれる。

「結のお相手をして下さったのですね」

「たまたまだ」

「それでも、ありがとうございます。助かりました」

　羽の目玉の片方が青年を、もう片方がその腕の中の女童を映す。

「よほど大切なようだな」

「はい。この子は私達の掌たなごころの玉です」

　腕に込められた力が、一瞬強くなる。結鹿が不思議そうな顔で蝶と青年を見比べていると、遠くから「結鹿ぁ」と叫さけぶ若い男の声が聞こえてきた。

「滋しげ範のり兄様」

　結鹿の顔がゆるむのを守平は見逃さなかった。

「もう大丈夫だな」

　ふわりと飛び上がり、守平は結鹿の鼻先に黄玉でそっと触れた。頼光が「あっ」と微び妙みような顔をしたが、無視して身をひるがえす。

「守平様、本当にありがとうございました。また、会いましょうね。必ず、会いましょうね」

　白い闇やみの向こうから聞こえてくる幼い声に、蝶は空に円を描いて応えた。




　それは今では昔。四年前の出来事。
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「そこまで！　休きゆう憩けい」

　凜りんとした頼より光みつの声が穏やかな午前の陽光が降り注ぐ南なん庭ていに響き渡る。それまで二重に鳴り響いていた打ち込みの音がほぼ同時に止やんだ。

　木刀を引いた結ゆい鹿かはそのまま姿勢を正し、打ち込みの相手をしてくれた保やす昌まさに向かって、「ありがとうございました」と言い切ってから礼をする。腰から上半身を倒した美しい礼に、青年は満足げに数回頷うなずいた。

　藤ふじ原わらの保昌は、左さ近この衛え府ふに所属する武官だ。頼より光みつの直属ではないが部下に当たり、幼い頃を共に過ごした、大切な弟分の一人ひとりでもある。年の頃は十代後半。目鼻立ちがくっきりとした美丈夫で、どことなく、異国の空気を漂わせていた。

　権力の象徴ともいえる藤原の姓を冠しているが、彼は南なん家け。今が盛りと咲き乱れるのは北ほつ家け。他に式しき家け、京きよう家けの二に家けを合わせた藤ふじ原わら四し家けは遡さかのぼれば同じ根に行き着く。しかし、その血の繫つながりはすでに他人と大差ない。つまり、天変地異が起こっても彼が権力争いに巻き込まれることはないということだ。

「しかし、結鹿姫は腕を上げましたね」

　男装の姫ひめ君ぎみは瞳ひとみを輝かせ、「本当ですか？」と言いながら、刃の幅が広い片刃、柳りゆう葉よう刀とうを鞘さやにしまい、汗を拭ぬぐう青年に詰め寄った。稽けい古この直後なので、その額ひたいには微かすかに汗が浮かび、呼吸は乱れ、頰ほほも赤い。

　保昌は思わず生なま唾つばを飲み込み、固まった。頰の赤みが知らず増す。

　雪の日の邂かい逅こうから四年。十代半ばになった結鹿は、昔の面影を残しつつ、美しい娘に成長した。しかし、まだまだ『女』というには体付きは未熟で、翡ひ翠すいの光こう沢たくを放つ豊かな黒髪を後頭部で一つに束ね、淡い紅色の狩かり衣ぎぬを着ただけで、性別を誤ご魔ま化かすことが出来た。

　それでも美しさは変わらない。むしろ、未成熟な美び姫きの男装は、本人の意思とは関係なく、妙みような色気を放っていた。

「保昌兄様？」

　結鹿が小首を傾かしげた直後。保昌の脳天に木刀が叩たたきつけられた。鈍にぶい音が響く。

　苦く悶もんの声を上げることも出来ず、保昌が頭を抱えながらしゃがみ込むと、その背後に佇たたずんでいた年若いようにも老いているようにも見える不思議な美丈夫の姿が、結鹿の瞳に飛び込んできた。

　源みなもとの頼より光みつ。この屋敷の主あるじであり、左近衛府でも一、二を争う武芸の達人は、木刀を構えたまま綺き麗れいに微ほほ笑えんだ。

「隙すきだらけだよ、昌まさ。目は覚めたかい？」

「はい。お陰様ですっきりしました」

　しゃがみ込んだまま弟分の保昌が呻うめくように応えると、兄貴分である頼光は一度頷うなずき、木刀を下げた。

　頭部を押さえ、少々ふらつきながら保やす昌まさが立ち上がる。「大丈夫ですか？」と言いながら手を貸そうとする結ゆい鹿かをやんわりと制し、微苦笑を浮かべながら、その頭を撫なでる。結鹿は不思議そうな顔をしていたが、すぐに笑え顔がおを浮かべた。

　その時。

「結鹿姫」

　背後から聞こえてきた聞き慣れた年若い男の声に、男装の姫ひめ君ぎみは肩をすくめた。見ると、頼より光みつは曖あい昧まいな笑えみを浮かべ、保昌は眉み間けんに皺しわを寄せている。幻聴や空耳ではなかったらしい。

　恐る恐る振り返ると、そこには思っていた通りの人物がいた。




　一ひと月つきの間に大体五日。頼光が出仕しない日、彼の屋敷の庭では朝から夕にかけて武芸の稽けい古こが行われる。参加者は皆、幼い頃から互いを知っている気が置けない者達ばかりなので、内容は厳しいが、漂う雰ふん囲い気きは明るい。

　この稽古の際、庭に面した寝しん殿でんの南みなみ簀すの子こには、人数分より少し多めの円座と、大きな水みず瓶がめが用意される。

　円座は使われないこともあるが、水瓶は違う。稽古をすれば汗を搔かく、汗を搔けば喉のどが渇く、喉が渇けば水が飲みたくなる。毎回毎回、朝、縁の近くで揺ゆれていた水面は、夕には必ず、瓶の内側に張り付く雫しずくに変わっている。

　その水瓶の傍そばに、一人ひとりの愛らしい女めの童わらわがいた。髪は尼あまそぎ。目め尻じりが少しつり上がった瞳ひとみには、知性の光が満ちていた。名前は凪なぎ子こ。とても賢い女童で、年はまだ十歳にも満たないが、『白はく氏し文もん集しゆう』や『万まん葉よう集しゆう』など、様々な書物を読破し、すでに独自の感性や美学を持っており、時々、周囲の大人が驚くほど穿うがったことを言ったりする。

　そんな自他共に認めるしっかり者の凪子が、その日は珍しい過ちを犯した。

　碗わんを用意し忘れたのだ。

　円座や水瓶は頼光や、その直属の部下達が稽古の前に手分けして用意するが、碗は違う。凪子が個人的感情から用意するようになったのだ。

　それというのも、碗がないと、稽古を終えた面々は用意された一つの水瓶の水を一つのひしゃくで飲む。風流を好む凪子としてはそれも許し難いが、中には獣のように首を突っ込むなど、想像するだけで身の毛がよだつようなことを平然とする輩やからがいる。それでも、男達だけならば、まだ鳥肌を押さえつつ目を背そむけることも出来たかも知れない。しかし、凪子の大切な友人である結鹿もその水瓶の水を飲むのだ。許せるわけがない。

　自身の失態に少々落ち込みながらも、幸い、過ちに気づいたのは稽古の最中だったので、凪子は急いで台だい盤ばん所どころに向かった。そして、人数分より少し多めの碗を盆に載せ、簀子に戻ってくると、高こう欄らんの上に、上半身をさらした貞さだ光みつがいた。愛用の長刀を肩にかけ、しゃがみ込み、盛大にうな垂だれている。

　円座が用意されているのに、何な故ぜ、毎度毎度、高こう欄らんの上に座るのか疑問に思いながら、凪なぎ子こは水みず瓶がめの近くにある、先ほどまで座っていた円座に落ち着いた。

　ゆっくりと貞さだ光みつが顔を上げ、身体からだをひねって凪子の方を見る。その表情は疲れ切っていた。

「凪なぎ坊ぼう、水くれ」

　碓うす井い貞さだ光みつは頼より光みつに直接雇われている部下の一人ひとりで、この屋敷で暮らしている。中肉中背。なかなか整った顔立ちをしているが、剛毛で癖くせの強い赤毛と、少々つり上がった目つきが彼を粗野に見せていた。言動も見た目通り、少々荒っぽいが、明るくさっぱりとした好人物だ。

　しかし、もし仮に彼が見た目通りの乱暴者でも、凪子は同じように目をつり上げ、同じことを言っただろう。

「私は正しよう真しん正しよう銘めいの女です！　坊などと言わないで下さい！」

「はいはい。知ってるよ。だから水くれ、水。早くしないと瓶に首を突っ込むぞ、凪坊」

「私は凪子です！　それから瓶に首を突っ込むのはお止やめ下さい！」

　言いながら、凪子は素早く水瓶の蓋ふたを開け、ひしゃくで水を掬すくい、碗わんに注ぎ、貞光に差し出した。上半身裸の男は童わらべのように無む邪じや気きな笑えみを浮かべながら碗を受け取り、凪子の尼あまそぎの髪を少し乱暴に撫なでてから「ありがとうな、凪坊」と言って中身を一気に呷あおった。

　凪子がぶつぶつ文句を言いながら髪を整えていると、庭の方から二人の青年が連れ立ってこちらに向かってきた。頼光と保やす昌まさだ。

　階を上ってきた二人に、凪子は「お疲れ様です」と水の入った碗を差し出した。

　二人はそれぞれ「ありがとう」と言いながら円座を引き寄せ、簀すの子こに座った。それを見届けてから、凪子は新たに水を満たした碗を手に、「あら」と声を出した。

「保昌様、結ゆい鹿かちゃんはどうしたのですか？」

「結ゆいならば中なか島じまにいるよ」

　応えたのは頼光だった。その隣で、保昌は何ともいえない顔で水を飲んでいる。

　凪子は中島を見た。

　頼光の屋敷は主人の官位にそぐわないほど立派な造りをしている。それは建物だけではなく、庭も同じだった。土は丁寧にならされ、所々に植えられた様々な木々や花々もしっかりと手入れがされている。

　しかし、何といっても目を引くのは庭の大半を締める、くびれが浅い不出来なひょうたんのような形をした池だろう。深さはあるが水が清いため、泳ぐ小さな魚や、底に敷かれた丸い石、その隙すき間まから生はえた水草などがはっきりと見える。

　そこに浮かぶ中島は、対たいの屋やが建てられるほどの広さがあり、地面は丈たけの短い草で覆われている。そして今、その中央には男装の姫ひめ君ぎみが佇たたずんでいた。結鹿だ。

　彼女は木刀を持った手を下げ、中島と庭を繫つなぐ欄らん干かんが朱しゆ色いろに塗られた反そり橋はしを見つめていた。そこには、彼女と同じ年頃の少年がいた。隙すきのない立ち姿で木刀を構えている。

　頼より光みつの弟、源みなもとの頼より親ちかだ。去年元げん服ぷくし、現在は兄と同じく左さ近この衛え府ふに所属している。

　顔立ちは頼光に似てとても美しい。髪に少々癖くせがあるが、それすら魅力に変えている。

　全てを理解した凪なぎ子こは友人のために用意した碗わんの水を一口飲み、ため息を吐き出した。

「また、ですか？」

「またなんだよ。俺は止めたんだぞ？」

　貞さだ光みつが空になった碗を凪子に差し出しながら、情けない声を出す。

　彼の疲労の原因を悟り、ちょっと同情しながら、凪子は碗に水を注いだ。

「頼光様、お止めにならないのですか？　すでに打ち止めのお声はかかっているのですよ、命令違反です。頼光様が強く言えば、頼親様も従わざるを得ないはずです」

「正論ですね」

　碗に唇くちびるを当てながら保やす昌まさが呟つぶやく。しかし、その声に力はない。

　頼光も「そうだね」と頷うなずいた。

「しかしね、凪なぎ。あの子ももう元服を済ませた大人だ。きっと考えあっての行動だと、私は思っている。だからしばらく、温かい目で見守って貰もらえないだろうか？」

　言っていることは殊しゆ勝しようだが、満面の笑え顔がおで言われたのでは説得力はほとんどない。

　面白がっているのだ。

　そもそも、頼親が結ゆい鹿かに決闘を申し込んだのは、今日きようがはじめてではない。四年ほど前から、稽けい古この度に行われている恒例行事なのだ。

　凪子は再びため息を吐き出し、しみじみと呟いた。

「どうして殿方とは、そろいもそろって愚おろかなのでしょう」

「愚かなのは男ではありませんよ」

　思わぬ返事に凪子が驚いていると、いつの間にか声と表情に活力を取り戻した保昌が彼女を見つめていた。

　その瞳ひとみには真しん摯しな光が宿っている。

「愚かなのは、誰かを想う心です」

　女めの童わらわの頰ほほが朱しゆに染まる。しかし、瞬まばたき二回。頼光、貞光、保昌が一斉に笑い出した。貞光など「それ、綱つな兄の真ま似ねだろう？　気き障ざぁ～」と言いながら、腹を抱え、水を盛大にこぼした。

　からかわれたことに気づいた凪子は、何か言おうと口を開いたが、感情が高ぶりすぎてしまったため、声が出ず、悔くやし紛まぎれに思いっきり床を叩たたいた。

　鈍にぶい音と共に、板が数枚割れる。

　その一いつ瞬しゆん後。涙を拭ぬぐいながら中なか島じまを見た貞光が「あっ飛ぶ」と、こともなげに言った。一同が視線を向けると同時に、銀色の雷を巻き付けた頼親の身体からだが高々と空に放り出され、半円を描きながら池に落ちた。

　水柱が上がる。響く水音が、結鹿の言葉にならない自責の叫さけびをかき消した。

　これもまた、形は多少違えど、四年ほど前から稽けい古この度に起こる現象と化している。

　凪なぎ子こは深いため息を吐き出した。階を飛び降り、今にも池に飛び込んでしまいそうな結ゆい鹿かに背後から抱きつく。

「凪子ちゃん」

「駄だ目めですよ、結鹿ちゃん。いくら暖かくなってきたからといって、水はまだまだ冷たいのですから、身体からだを冷やしてしまいます」

「でも、頼より親ちか兄様が……」

「自業自得だよ」

　言いながら、いつの間にか二人の傍かたわらに佇たたずんでいた頼より光みつが結鹿の頭を撫なでる。

「水辺にいるだけで十分冷えてしまう。早く簀すの子こに行きなさい」

「頼光兄様」

「ほら、凪なぎの身体も冷えてしまうよ？　いいのかい？」

　結鹿は唇くちびるを嚙かみしめ、首を左右に振った。




「どうして私はこうなのでしょう」

　簀子に用意された円座に腰を下ろしながら、結鹿は肩を落とした。その右隣には凪子、左隣には頼光が座り、貞さだ光みつと保やす昌まさは階の半ばに円座を敷き、三人を見上げている。

　落ち込む結鹿に、頼光が苦笑をこぼした。

「結ゆいは悪くないだろう。悪いのは決闘を申し込んできた親ちかの方だよ」

「そうそう。でも、一応俺は止めたからな。思いっきり何の意味もなさなかったけど」

　頼親の打ち込みの相手だった貞光が大げさに嘆なげいてみせる。結鹿はほんの少し表情をゆるめた。

「でも、また力の加減が出来ず、吹き飛ばしてしまいました。その、物音に、頼親兄様が気を取られてしまって、つい、その隙すきに、こう、踏ふみ込んでしまって、それから、その、胴体が空あいていたので、気がついたら思いっきり振り上げてしまって」

「それも頼親殿の誤りです」

　保昌が断言し、頼光も「その通り」と力強く頷うなずいた。

「親は結がまだ力の制御がうまく出来ないことを知っていて、決闘を申し込んだ。そして、隙を見せた。だから結は踏み込んだ。その後吹っ飛んだのも、親がしっかりと力を流せなかったからだ。ほら、何ど処こに結の非がある？」

「でも、それはつまり、私が力の制御さえ出来ていれば……」

「そこまでにして下さい」

　結鹿は一いつ瞬しゆん身体をすくませてから、声のした方を見た。

　池の畔ほとり。荒く絞しぼった衣ころもを肩にかけた水もしたたる美少年は、水気を含んでもなお癖くせが抜けない前髪をかき上げ、胸を張った。

「光みつ兄上達が仰おつしやる通り。全ては私の責任です。あなたが罪悪感を抱いだくことはありません。気にしないで下さい。私が惨みじめな気持ちになります」

「では、もう決闘を申し込まないと約束して下さい」

　頼より親ちかは顔をそらし、「それは嫌いやです」と言い切った。

「どうしてですか？　戦いたいのなら、私以外にも強い方はたくさんいらっしゃるのに」

「あなたは相も変わらず阿あ呆ほうですね」
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　冷たい口調で告げられた言葉に、結ゆい鹿かは唇くちびるを嚙かみしめた。頼より光みつはその肩を抱きしめながら、碗わんを投げつけようとしている凪なぎ子こを言葉で制し、保やす昌まさは鋭い視線を頼親に向けながら、「女に阿呆とか言うな、阿呆！」と叫わめく貞さだ光みつを全力で押さえ込んだ。

　一同が一ひと先まず落ち着いてから、頼光は「親ちか」と弟を呼んだ。その表情も口調も穏やかだが、だからこそ頼親には痛かった。それでも言わずにはいられなかった。

「私は謝りませんよ。私は何度も言いました。私はあなたに勝ちたいのです。他の人に勝っても、意味はないのです」

　水みず浸びたしの若すぎる武人は、吹き飛ばされても、池に落ちても手放さなかった木刀の切っ先と視線を男装の姫ひめ君ぎみに向けた。

　結鹿は開きかけていた口を閉じ、頼親を見つめ返した。視線が合う。途端、頼親の頰ほほが紅潮し、口もとがゆるんだ。慌あわてて首を左右に振り、多少息を荒げながらも何とか生じた邪じや念ねんを払いのけ、改めて結ゆい鹿かを見み据すえ、表情を引き締める。

「いいですか？　私は絶対に結鹿姫よりも強くなります。覚悟していて下さい」

　淡たん々たんと、しかし深い想いを込めて告げると、頼より親ちかは簀すの子こに背を向け、「着替えてきます」と言って東ひがしの対たいの方に駆かけていった。

　結鹿は凪なぎ子この方を見て、困った顔で小首を傾かしげた。

「どうして、私なのでしょう？」

　聡さとい女めの童わらわは心底呆あきれたと言わんばかりの表情で青すぎる武人の背を一いち瞥べつしてから、可愛かわいらしい笑え顔がおを浮かべ、「きっと深い意味なんてないんですよ」と応えた。

　頼より光みつと保やす昌まさは手で口もとを隠しながら、小さく笑い、貞光は「あいつは何がしたいんだ」と首をひねった。
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　太陽が西に傾かたむき、昼と黄昏たそがれ時がせめぎ合う頃。

　仕事を終えた坂さかの上うえの鈴すず城しろは大だい内だい裏りの北東にある上じよう東とう門もんに向かっていた。

　年の頃は十代半ば。今年のはじめに元げん服ぷくし、陰おん陽みよう寮りように配属された。文官だ。

　顔立ちは年相応の幼さを残しながら凜り々りしく整っている。しかし、満面で感情を表すため、その美び貌ぼうを拝む機会はとても少ない。現在も内心の喜びが相そう好ごうを盛大に崩していた。時折、手に持った文ふ箱ばこをうっとりと眺ながめる姿は、元がいいだけにとても残念だ。

　軽い足取りで鈴城は梨なし下もとの院いんの北側を通り過ぎる。上東門はもう目と鼻の先だ。思わず足に力を込めた直後、「鈴城」と背後から声をかけられた。

　嫌いやというほど聞き慣れた声だ。

　おずおずと振り返ると、道の向こうに声の主である滋しげ範のりがいた。

　右う近この衛え府ふに所属する坂上滋範は鈴城の異母兄だ。年は八つ離れている。鈴城によく似た顔立ちをしているが、そこに落ち着きと、爽さわやかな色気が足された美丈夫だ。

　更にその傍かたわらには、やはり嫌というほど見慣れた翁おきながいた。安あ倍べの晴せい明めいだ。

　二人が連れ立ってこちらに向かってきたので、鈴城はとっさに文箱を袖で覆い隠した。

「仕事は終わったのか？」

　兄の問いかけに、鈴城は小さく頷うなずく。滋範は目を細めた。

「自主的に切り上げたんじゃないだろうな？」

「ちっ違う！　いえ、違います、よ。ちゃんと言われたことは全て終えてきました！」

「本当か？」

「滋範殿」

　たしなめるように名を呼ばれ、滋しげ範のりは少し罰ばつの悪そうな顔で晴せい明めいを見た。

「鈴すず城しろ殿はしっかりとお勤めを果たしていますよ。先日も、頼んでおいた資料の整理をしっかりこなしてくれましたし、他の方々も、鈴城殿はすでに一通りの知識は得ているので、仕事が早く、とても助かると仰おつしやっていました」

「つまり、ちゃんと雑用をこなしている、ということですね」

「大切なことですよ。特に陰おん陽みよう寮りようは、占術にしろ、天文にしろ、暦こよみにしろ、常に資料との戦いですからね。出来る使し部ぶは重宝されるのです」

　穏やかに微ほほ笑えむ晴明に、滋範は頰ほほを指で搔かきながらため息を吐き出した。

「晴明様。あまり鈴城を褒ほめないで下さい。つけあがります」

「真実だから仕方ありません」

　滋範がこっそり横目で弟を見ると、案の定、陰陽寮の優秀な下っ端文官は頰を紅潮させ、瞳ひとみを陽光が当たった水面のように輝かせていた。

「ところで、鈴城殿」

「はい！」

「帰宅するのでしたら、一いつ緒しよに牛ぎつ車しやで帰りませんか？」

「牛車、ですか？」

　晴明の提案に、鈴城の瞳が一層輝きを増した。

　坂さかの上うえ家けにも牛車はあるが、ほとんど使われることはない。年に数回、長兄が北の方との遊ゆ山さんに使う程度だ。そのため、鈴城が物心ついてから牛車に乗った回数は、片手でも余ってしまうほどしかない。

　持ち前の旺おう盛せいな好奇心がうずき、鈴城はつい頷うなずこうとした。瞬しゆん間かん。文ふ箱ばこのことを思い出し、縦に振ろうとしていた首を無理矢理横に振った。少し首を痛めたが、背に腹はかえられない。

「済みません、とても嬉うれしいお誘いなのですが、今日きようは頼より光みつ兄上の屋敷に結ゆい鹿かを迎えにいかなければいけないので、また次の機会にでも……」

「それなら大丈夫ですよ。いつものように凪なぎ子こ姫も結鹿姫にくっついて、頼光殿のお屋敷にお邪じや魔ましていますから」

「凪子が？」

　鈴城は自身の頰が引きつるのを感じた。

「はい。だから私も今日は頼光殿の屋敷に寄っていく予定でしたので、遠えん慮りよなさらずに」

　鈴城は退路が断たれる音を聞いた。




　牛車には榻しじという踏ふみ台を使い、後方から乗車する。

　前方に、先に乗り込んだ晴明と滋範が向かい合って座り、最後に乗車した鈴城は兄の隣に落ち着いた。その際、鈴城は持っていた文箱をこっそりと背後に隠した。

　三人が座ったのを確認すると、全身を黒で統一した雨う暗あんは、牛うし飼かい童わらわの代わりに牛を導いた。牛ぎつ車しやはゆっくりと土つち御み門かど大おお路じを東に向かう。

「そういえば、晴せい明めい様。清せい涼りよう殿でんに呼び出されたそうですね」

　滋しげ範のりの言葉に、鈴すず城しろの肩がすくんだ。手が無意識の内に文ふ箱ばこの存在を確認する。

　翁おきなは少し目を細めた。

「はい。昼の少し前に」

「やっと〝姫殺し〟が怪異と認められたと聞きました」

「はい」

「これで少し、肩の荷が下りましたよ」

　晴明が眉まゆ根ねを寄せ、「どういう意味ですか？」と問いかけると、滋範は目を見開いた。

　弟も不可解だと言わんばかりの表情をしている。

「あれ？　ご存じありませんでしたか？」

「おそらく、私は知らないのだと思います。なので、教えて頂けますか？」

　滋範は頰を搔かき、ほんの少し顔を歪ゆがめた。

「いえ、それが身内の恥はじといいますか。実は〝姫殺し〟の二人目の被害者は、右う近この衛え府ふのお偉い様の娘さんだったのです」

「それはお気の毒でしたね」

　晴明は心の底からそう思った。しかし、滋範は渋じゆう面めんで首を左右に振った。

「彼は娘の死を確かに悲しんでもいましたが、それよりも恥はじていました。このことは、晴明様もご存じかと思いますが、〝姫殺し〟が怪異と言われるようになったのは、このお偉い様の娘さんの死が切っかけなのです」

　人々が〝姫殺し〟と呼ぶ事件はここ一ひと月つきの間で起こった。その名の通り、貴族の姫ひめ君ぎみばかりが四人、白昼惨ざん殺さつされたのだ。皆、発見された場所は違ったが、遺体の状況はほぼ同じだった。

　血溜まりの中に、目玉をなくした首と所々欠けた手足が転がっているのだ。

　非ひ道どい。しかし、姫君の衣ころもや持ち物が持ち去られ、遺体の切り口も全て鋭えい利りな刃物でつけられたものだったため、はじめは盗賊の仕業とされた。大方妖あやかしの仕業に見せかけようとしたのだろう。洛らく中ちゆうの治安維持を務める検け非び違い使しはそう判断し、昼の巡回を強化した。

　そして皮肉にもこの行動が、〝姫殺し〟が怪異であることを証明してしまった。

　二人目の被害者は、その日、牛車で何ど処こかに向かっていた。その途中、馬に乗って巡回していた検非違使とすれ違った。実はこの検非違使は姫君の幼なじみで、牛車が姫君のものとすぐに分かり、何気なく声をかけた。姫君も相手が幼なじみと知ると、快く牛車を止め、簾すだれ越しに二、三言葉を交わし、別れた。

　しかし、別れてから検非違使は不安になった。彼女は必要最低限の供しか連れていなかったからだ。もし、例の盗賊に襲われたら一ひと溜たまりもないだろう。しかも姫君には縁談が来ていることを検け非び違い使しは知っていた。用心するに越したことはない。

　検非違使は近くにいた数人の仲間と合流し、わけを話して姫ひめ君ぎみの牛ぎつ車しやを追った。

　牛車はすぐに見つかった。先ほど別れた場所から真まっ直すぐ二町ほど進んだ先の道ばたに止まっていたのだ。

　近づいてみると、そこは廃屋だった。垣根は壊れ、荒れ果てた庭がのぞいている。

　検非違使は牛車の傍かたわらにいた牛うし飼かい童わらわに問いかけた。牛飼い童は少しためらってから、実は姫君はここに逢あい引びきに来たこと、ついさっき一人ひとりで廃屋に入っていったことを告げた。

　検非違使は安あん堵どするやら呆あきれるやら。

　その時。悲鳴が聞こえてきた。女の声だ。

　検非違使達は馬に乗ったまま、壊れた垣根を踏ふみ越え、庭に侵入した。

　雑草が伸びに伸び、馬の足もとが見えない。中には馬上の検非違使達の顔近くまで伸びている草もある。検非違使達は障害物に気をつけながら、慎重に進んでいった。

　敷地の中央。寝しん殿でんと呼ばれる主殿の、庭に面した南みなみ簀すの子こに人影を見つけ、彼らは一斉に止まった。

　若い男だ。検非違使達がいる庭の方を向いている。しかし、面相は分からない。その顔からつま先まで、血が粘ねばり着いていたからだ。更に男の手には、血濡ぬれた刀が握られていた。

　検非違使達の緊張が高まる。ある者は太た刀ちに、ある者は弓矢に手を伸ばす。

　男はゆったりと検非違使達を見回した。表情は分からないが、焦あせっている雰ふん囲い気きではない。

　緊張の糸が最大限まで張り詰めた瞬しゆん間かん。男の血に染まった顔に、黒い三日月が現れた。男が笑ったのだ。しかも、三日月の先が伸びるように、口はどんどん裂けていった。耳まで辿たどり着いたところで、男は見せつけるように口を開いた。

　赤々とした口内には細かな牙きばが至る所に生はえ、その中心に、人間の目玉が二つ、宝ほう玉ぎよくのように鎮ちん座ざしていた。

　瞬まばたき二回。「化け物！」という検非違使の声が合図となり、矢が放たれた。

　しかしそこに、男の姿はすでになかった。

　検非違使達は慌あわてて辺りを探したが、男は何ど処こにもおらず、朽くち果てた寝しん殿でんの中で、姫君は変わり果てていた。

「実は、この姫君の父親であるお偉い様は、検け非び違い使しの佐すけと懇こん意いの仲で、佐すけは娘さんの身に起こった出来事の全てをいち早くお偉い様に知らせたのです。しかし、このお偉い様は妖あやかしとかそういうことが大嫌いで、自分の娘の死が、怪異などと言われるのは薄ら寒いと言って、検非違使達に箝かん口こう令れいを敷き、佐にもきつく言い渡したそうです。〝姫殺し〟はあくまでも盗賊の仕業であり、検非違使が解決すべき事案である、とね」

「しかし、話は広まっていますよ？」

　滋しげ範のりは右手の人差し指を立てた。

「姫ひめ君ぎみについていった下男の一人ひとりが見ていたのです。好奇心に駆かられて、こっそりと、一部始終を。彼は恐ろしくなって、すぐに別の屋敷に移りました。しかし、恐怖故ゆえに、自分の胸の内に留とどめておくことが出来なかったのでしょう。自分が見たことを人に告げてしまい、それが瞬またたく間に広がった、というわけです」

「そうだったのですか」

「だから、検け非び違い使しを余り責めないで下さいね。彼らも板いた挟ばさみで、苦しかったと思います」

　晴せい明めいは柔らかな笑えみを浮かべた。

「勿もち論ろんです。ところで鈴すず城しろ殿」

「はい！」

　急に名前を呼ばれ、大人しく話しに耳を傾かたむけていた鈴城は思わず背筋を伸ばした。

　翁おきなは小さく笑い、少年を見た。

「今日きようは随分と静かですね？　何かありましたか？」

「おれはいつもこんな感じですよ？」

「そうでしたか？」

「はい」

「てっきり、この文ふ箱ばこが原因かと思っていたのですが、当てが外れたようですね」

　言いながら、晴明はどこからともなく文箱を取り出し、膝ひざの上に置いた。間違いない。鈴城が持っていた文箱だ。

　困惑する鈴城の前で、晴明は文箱を開けた。

「紙？」

　のぞき込んだ滋しげ範のりの呟つぶやきの通り、文箱の中には大量の紙が入っていた。滋範は一番上に置かれた紙を摑つかみ、中身に目を通した。

　それは〝姫殺し〟に関する資料だった。

「返せ！」
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　伸ばされた弟の手を躱かわし、なおかつ、空あいている手でその額ひたいを押さえ込みながら、兄は紙を文箱に戻した。素早く翁が蓋ふたを閉める。

　鈴城はしばらく二人を恨うらめしそうに見つめていたが、効果がないと悟ると、滋範の手を乱暴に払い、座り直した。

「鈴城殿、これは検非違使から届けられた〝姫殺し〟に関する資料の写しですね？」

　晴明の問いに、鈴城は「はい。全く持ってその通りです」と素っ気なく応えた。

　滋範は肘ひじで弟の側頭部を小突く。

「盗みは罪だぞ」

「違う！　借りただけだ。〝姫殺し〟は怪異と認められ、陰おん陽みよう寮りようの管かん轄かつになったんだから、陰陽寮のおれが資料を借りたって、別にいいだろう。好奇心だよ好奇心。別にどうこうしようとか思っていたわけじゃない」

「鈴すず城しろ殿」

　優しい声に振り返ると、晴せい明めいは悲しそうな瞳ひとみをしていた。

「確かに、あなたは陰おん陽みよう寮りようの者。しかも、私が手ずから陰陽の理や、天地の仕組み、因果、更には妖あやかしを滅する方法や札の作り方まで教え込んだ弟で子しでもあります。役職は使し部ぶと低くとも、陰おん陽みよう師じとしての知識も腕も、すでに相当なものです。しかし、あなたには足りないものがあります」

　鈴城は一度視線を下に向け、唇くちびるを嚙かみしめた。

「経験、ですか？」

「その通りです。あなたは力が使えても、それをどのような場面で、どのように使うべきかは分からないでしょう。それはとても危険なことなのです」

　膝ひざの上に置かれた鈴城の拳こぶしが震える。

「しかも、今回の怪異ではすでに四人もの人が亡くなっています。興味半分で手を出せば、あなたの命だけでは償つぐなえない事態を招くこともあるのです。いいですか？　決して、自分の手で怪異を解決しようなどと、考えてはいけませんよ？」

　鈴城は小さく頷うなずき、「済みませんでした」と呟つぶやいた。

　晴明は安あん堵どの笑えみを浮かべ、「分かってくれればいいのです」と言って少年の頭を撫なでた。
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　寝しん殿でんや対たいの屋やは大体三重構造になっている。外側から通路として使われる簀すの子こ、几き帳ちようなどで仕切り、小さな室しつとする廂ひさし、そして一番内側に、主に主人が生活の場として使う広々とした母も屋やがある。

　稽けい古こを終えた一同は、早々に自室である東ひがしの対たいに下がってしまった頼より親ちか以外、寝殿の母屋に集まっていた。

　日はまだ落ちきっていないが、壁かべ代しろが下ろされているので、室内は薄暗く、所々に炎を灯ともした灯台が置かれている。

　その灯台の下もと、結ゆい鹿かは凪なぎ子こと共に頼より光みつが貸してくれた巻かん子す本ぼんの『伊い勢せ物もの語がたり』を畳の上で読みふけっていた。

　一つ一つの話は短いが、そこに添えられた和歌の美しさに、先ほどから結鹿と凪子は悩ましげなため息を何度もついている。

「面白いか？」

「きゃぁっ」

　凪子は悲鳴を上げたが、気配に気づいていた結鹿は微笑を浮かべ、「はい」と応えた。

　結鹿と凪子の間から顔を出した貞さだ光みつは、「そうか」と満面の笑えみで頷うなずき、紙面に視線を落とした。眉まゆがしかめられる。

「文字ばっかりだな」

「物語なのだから当たり前でしょう」

　凪子は広げた扇おうぎで口もとを隠し、ため息を吐き出してから、少し離れた場所で円座を敷き、向かい合っている頼光と保やす昌まさを見た。何やら真剣な表情で話し合っている二人の傍かたわらには、使われていない円座が一枚、寂さびしそうにしている。

「いいのですか？　向こうで何やら話し合いをしているようですが？」

「いいの、いいの。俺には関係のない左さ近この衛え府ふの話だから。それより、これ、何ていうんだ？」

　視線で巻子本を指し示しながら、あぐらを搔かいた貞光は結鹿と凪子の肩を抱いた。あまりにも自然な動作だったので、凪子は文句を言う機会を逃し、扇の下で唇くちびるを嚙かみしめた。

「『伊勢物語』ですよ」

　肩から伝わる他人の体温に、仄ほのかに頰ほほを染めた結鹿が応えると、紙面を彷徨さまよっていた貞光の視線が、男装の姫ひめ君ぎみに向けられる。

「いせものがたり？」

「在あり原わらの業なり平ひら公こうが書いたとされる和歌を盛り込んだ物語ですよ。知らないのですか？」

　今度は呆あきれたと言わんばかりの凪子に視線を向け、貞光は小首を傾かしげた。

「それって……『在ざい五ご中ちゆう将じようの日につ記き』じゃないのか？」

「ざいご中将、ですか？」

「どなたですか？」

　目を瞬またたかせる結ゆい鹿かと凪なぎ子こに、貞さだ光みつは「あれ？」と首をひねった。

「在五とは在あり原わら家けの五男という意味で中将は役職。つまり、在原業なり平ひら公こうのことだ」

　応えは三人の背後からもたらされた。

　振り返ると、そこには先ほどの声の主である滋しげ範のりと、翁おきなの晴せい明めい、貞光を睨にらみ付ける鈴すず城しろがいた。

　貞光は引きつった笑えみを浮かべながら、そっと、二人の少女の肩から手を下ろした。




「お帰りなさい、滋範兄様」

　結鹿は立ち上がり、八つ年上の兄に駆け寄った。その後にしずしずと凪子が続く。

「ただ今、結鹿。いい子にしていたか？」

「はい」

「そうか、ならばよかった」

　柔らかな笑みを浮かべ、滋範は妹の頭を優しく撫なでた。結鹿の顔に、明るい笑みが広がる。

「晴明様も、鈴城兄様もお帰りなさい」

「ただ今帰りました」

「ただ今。何だか妙みような組み合わせだな」

　室内を軽く見回し、鈴城は呟つぶやいた。晴明に頭を撫でられていた結鹿が「綱つな兄様と季すえ武たけ兄様は朝からお仕事でいらっしゃらないんです」と言った。

「仕事？」

「私が調べ物を頼んだのですよ」

　老人の声で応えてから、晴明は面を取り、袿うちきをまとった女の姿になった。

　瞳ひとみを輝かせ、「調べ物、ですか？」と身を乗り出した鈴城の襟えり首くびを滋範が摑つかむ。鈴城は唇くちびるをとがらせ兄を睨んだが、勿もち論ろん、何の効果も現さなかった。

「滋範様」

　鈴城を開放した滋範の袖を凪子が引く。

「どうした、凪子」

「先ほど、在五中将とは在原業平公のことだと仰おつしやいましたよね？」

「あぁ、言ったぞ」

「では、『在五中将の日記』とは……」

「『伊い勢せ物もの語がたり』の別名だ。昔は在原業平公が書いたと言われていたからな、そちらの題名の方が広まっていたのだろう」

　凪なぎ子こは目を瞬しばたかせた。近くで話を聞いていた結ゆい鹿かも、目を見開く。

「業なり平ひら公こうが書いたのではないのですか？」

「和歌は彼のものだが、他の部分は彼の息子が書いたとも、伊い勢せという女によう房ぼうや紀きの貫つら之ゆき公こうが書き足したとも言われている。だからなのか、今は『伊い勢せ物もの語がたり』という題名の方が主流だな」

「確か、右う近この衛え府ふには、在あり原わらの業平公の子孫がいるよね？」

　少し離れた場所に座したまま、頼より光みつが声を上げる。

　顎あごに手を添え、滋しげ範のりは「そういえば、いたな」と呟つぶやいた。凪子の瞳ひとみが輝く。

「本当ですか？」

「私にしろ、頼光にしろ、噓うそなんかついてどうする」

「それもそうですね。それで、その方のお住まいはどちらですか？」

「確か、四し条じようの三さん坊ぼうで、西にしの洞とう院いん大おお路じと三さん条じよう大おお路じが交わる辻つじのところ、だったかな？　何だ、見学にでも行くつもりなのか？」

　滋範は怪け訝げんそうな顔をした。

　凪子は頰ほほに手を添え、熱をはらみ、潤うるんだ瞳ひとみで空を見つめた。

「だって、業平公ですよ？　やんごとなき血を引きながら、出世よりも想いに生きた情熱のお方……さぞかし、麗うるわしいお姿をしていたのでしょうね」

「あぁ……そっちか。相変わらず、美形が好きだな」

　あぐらを搔かいたまま、貞さだ光みつが疲れた声と共に肩を落とす。

「べっ別に御ご尊そん顔がんを拝見したいわけではなく、その暮らしぶりといいますか、趣おもむきのある雰ふん囲い気きを感じたいと思っただけで……」

　顔を朱しゆに染め、必死に言いつのる女めの童わらわの姿に晴せい明めいは微苦笑をこぼし、「では、明あ日すにでも、牛ぎつ車しやを貸しましょうか？」と言った。

「いいのですか？」

　勢いよく振り向いた凪子に、美び姫きは頷うなずいて見せた。

　滋範が眉まゆをひそめる。

「しかし、晴明様。今は……」

「大丈夫ですよ」

　艶あでやかに微ほほ笑えみ、晴明は自身を見上げる凪子の前に、人差し指を立てた。

「その代わり、条件があります」

「はい！」

　年相応の元気な返事をする凪子に、笑みを深めながら晴明は続ける。

「一つ。雨う暗あんを供につけること。そして、雨暗の言うことには必ず従うこと」

「はい」

「一つ。雨暗が上げない限り、御み簾すを上げないこと」

「はい」

「一つ。もしも誰かに話しかけられても、決して自分の名前は告げないこと」

「はい」

「守れますか？」

「はい！　あっ、結ゆい鹿かちゃんが一いつ緒しよでもいいですか？」

　美び姫きは男装の姫ひめ君ぎみと彼女の八つ年上の兄を見た。名を挙げられた本人は、少し戸惑っているが、嬉うれしそうな顔をしている。兄は難しい表情をしていたが、妹の様子に気づくと、小さくため息を吐き出し、軽く頷うなずいた。

「いいでしょう」

　晴せい明めいの返答に、女めの童わらわは歓声を上げ、男装の姫君に駆かけ寄った。そのまま勢いを殺さず抱きつく。結鹿はしっかりと友人を受け止めた。

「ただし、結鹿姫にも先ほどの条件は守って頂きますよ。それから……これを」

　結鹿の前に、上部、真ん中に小さな穴が空けられ、糸で括くくられた三枚綴つづりの紙が差し出される。晴明が懐ふところから取り出したそれは、大きさや形は札のようだが、何も書かれてはいなかった。

「晴明様、これは一体なんですか？」

「これは札です。一度口付け、願いを唱えれば、一枚につき一つ、願いを叶かなえてくれます。しかし、効果は一いつ刻こくと保もたないので、使う時はそのことを考えて使って下さいね」

「分かりました」

　結鹿は札を受け取り、袖にしまいながら傍かたわらの凪なぎ子こと微ほほ笑えみ合った。

　それを見届けた滋しげ範のりが、弟の頭を軽く叩たたく。

「さて、鈴すず城しろ。話はまとまったようだから、暗くなる前に、お前は結鹿と一緒に帰れ」

「滋範兄上は？」

「俺は少し、頼より光みつ達と話すことがあるんだよ」

　その瞳ひとみに宿った鋭い光を鈴城は見逃さなかった。

「怪異の話か？」

「お前には関係のない話だ。心配するな、ちゃんと夜には帰るから、添い寝はしてやれる」

「気持ちの悪いことを言うな」

「昔はよく添い寝してやっただろう？」

　意地の悪い笑えみを浮かべる兄を振り払い、鈴城は「帰るぞ」と言って妹の手を取り、さっさと歩き出した。結鹿は半ば引っ張られながらも一同に向かって丁寧に頭を下げ、「失礼致しました」と言った。その去り行く背中に向かって、凪子が「結鹿ちゃん、また明日あしたね」と声をかける。首だけ振り返った結鹿は、笑え顔がおで頷き、壁かべ代しろの向こうに消えた。




　朱しゆに染まる土つち御み門かど大おお路じに出ると、鈴城は手を放し、先に行ってしまった。結鹿は慌あわてて兄の後を追う。二人は同じ年だが、鈴すず城しろは春生まれ、結ゆい鹿かは冬生まれなので、鈴城の方がほんの少し年上なのだ。

　鈴城に追いつくと、結鹿は身振り手振りを交えて稽けい古この様子を話した。

　鈴城は無表情だったが、頼より親ちかを吹き飛ばしてしまった下りで、「お前も頼親も懲こりないな」といつものように笑った。

　結鹿は小さく安あん堵どの息をついてから、「その、つい……」と頰ほほを羞しゆう恥ちの赤に染めた。

「でも、一番はじめに吹き飛ばされたのは滋しげ範のり兄上だったな。覚えてるか？　四年前、お前が父上の養女になって、おれ達の妹になってから数ヶ月経った頃……」

「忘れたくても忘れられません」

　言いながら、結鹿の頰は赤みを増した。

「本当に、滋範兄様には失礼なことをしてしまいました」

「頼親と一緒だよ。油断した滋範兄上が悪いんだから、結鹿が気にすることはないだろう。あれ以来、兄上は吹き飛ばされていないみたいだし」

「鈴城兄様。そのこと、あまり滋範兄様の前では言わないで下さいね。その後、私が飛び出してしまったから、未だ気になさっているようで……」

　少し顔をうつむける男装した妹の背を軽く叩たたき、鈴城は「分かってるよ」と言って、破顔一笑した。つられて、結鹿も笑えむ。

「しかし、結鹿は本当に強いよな。もしかしたら頼より光みつ兄上よりも強いんじゃないか？」

　結鹿は力強く首を左右に振った。

「いいえ。頼光兄様には全戦全敗です。いつも、簡単にいなされてしまいます」

「そうなのか？」

　鈴城は目を見開いた。

「はい。その、私はまだ、力をうまく使えていないので」

「力、か」

　拗すねているような声に、結鹿は少しためらってから「何かあったのですか？」と問いかけた。

　妹の心配そうな顔と声に、鈴城はばつの悪そうな顔で頰を搔かき、牛ぎつ車しやの中での出来事をかいつまんで話した。しかし、話し終えても結鹿からは何の反応も返っては来なかった。不審に思い横を見ると、彼女はあきらかに怒っていた。

「結鹿？」

「晴せい明めい様の言う通りです！　鈴城兄様、危険なことはお止やめ下さい！」

　あまりの剣幕に鈴城は一いつ瞬しゆん押された。しかし、同じ年とはいえ鈴城は兄である。妹にたじろいだとあっては、兄の名折れ。すぐに気持ちと声を奮い立たせた。

「阿あ呆ほう！　本当におれは純粋な好奇心で、資料を拝借しただけだ。まぁ、その結果、元凶を見つけ出して、あわよくば退治できれば御おんの字かなぁ、とは、多少思っていたけど」

「そのお考えが危険なのです！　妖あやかしを甘く見てはいけません！」

「うるさい！　結ゆい鹿かは心配しすぎだ」

　結鹿の足が止まった。三歩進んでから意を決して振り返った鈴すず城しろは、息を吞のんだ。

　ほろほろと、男装の姫ひめ君ぎみは泣いていた。夕日を浴びた涙が、磨き抜かれた南天のように輝く。

　それはとても美しい光景だったが、鈴城には地獄の景色だった。針の山に刺されたように胸が痛み、煮立った釜かまで茹ゆでられたように体中が熱くなる。

　そして思い出した。

　四年前の秋。結鹿は実の父母と、生まれ育った村を妖に奪われたのだ。

　己の過失に気づいても、後悔は先に立たず、相手の耳に届いてしまった言葉を無にすることは出来ない。鈴城は羞しゆう恥ちと怒いかりで、頭の中が真っ白になった。

　そこに、結鹿の声が響く。

「私は、私が、鈴城兄様の心配をしては、いけませんか？」

　しゃくり上げ、頰ほほや鼻を赤く染めながら、結鹿は問い続ける。

「私が、鈴城兄様や、皆を守りたいと思うことは、いけないことですか？」

「いいや」
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　ようやく、鈴城の頭に色が戻ってきた。小さく首を左右に振ってから、懐ふところから懐かい紙しを取り出し、差し出す。結鹿は少し迷ってからそれを受け取り、涙を拭ぬぐい、鼻をかんだ。鼻がますます赤くなる。

「その、済まない。うん。非ひ道どいことを言った」

「鈴すず城しろ兄様」

　結ゆい鹿かの顔に笑え顔がおが戻る。鈴城は安あん堵どの息を吐いてから、表情を引き締めた。

「でも、一つだけ訂正しろ」

「訂正、ですか？」

「そうだ。お前がおれ達を守るんじゃない。おれ達がお前を守るんだ」

　言いながら、鈴城は結鹿の手を取り駆かけ出した。

　結鹿はその背を見つめながら、心が温まるのを感じた。

「ありがとうございます。でも私はやっぱり、皆を守りたいです」

　呟つぶやきは風に流され、鈴城の耳に届くことはなかった。
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　丑うしの刻こくも過ぎた深夜。都の西南。人家のない原を流れる川の真ん中が盛り上がり、青い女によう房ぼう装しよう束ぞくをまとった女が、淡い光を放ちながら現れた。

　膝ひざから下を水に浸ひたしたまま、顔を上げる。夜の中に漆しつ黒こくの絹糸のような髪が舞う。ついさっきまで水中にいたにも関わらず、衣ころもや肌はおろか、髪の毛一本濡ぬれてはいない。

　薄い墨すみで描かれた絵のように儚はかなげだが、美しい女だ。

　背筋を伸ばした女は、閉じたまま、微動だにしない右の瞼まぶたを細長すぎる真っ白な指で軽く押さえながら、白目のない、漆黒の左目を動かした。

　闇やみの中で眠る都を視界に捕らえるまで、さほど時はかからなかった。

　左目から涙がこぼれる。

「あぁ……そこに、いるのですね」

　泣き疲れ、枯れ果てた細い声が睦むつ言ごとの甘やかさを持って言葉を紡つむぐ。空あいている方の手は視線と同じ方向に伸ばされた。

　袖からのぞいた白い腕には、うっすらと鱗うろこのような模様が浮かび上がっている。

「可愛かわいい人……我を置いていってしまうなんて……非ひ道どい人……我はここにいるのに……」

　唇くちびるを嚙かみしめる。肌よりもなお白く、鋭い牙きばが唇の両端に突き刺さり、二筋の血が顎あごで一つに交わった。

「あぁ……大切な人……早く、早くお逢あいして、この身で抱きしめて差し上げましょう……きつく、きつく、二度と我から離れないように……離れられないように……」

　紫色の薄い唇に妖よう艶えんな笑えみが浮かぶ。その下で一ひと際きわ大きな血の雫しずくが清流に落ち、一いつ瞬しゆん赤く染まった水の中で、青い鱗に覆われた大だい蛇じやの胴体が男を誘う女の腕のように揺ゆらめいた。
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　平へい安あん京きようは正面入り口である羅ら城じよう門もんから、大だい内だい裏りの南部中央にある朱す雀ざく門もんを繫つなぐ朱す雀ざく大おお路じによって、大きく二つに分けられる。

　東側は左さ京きよう、西側は右う京きようと呼ばれ、更に、東西に延びる大路によって九つの条じようと北ほく辺へんに、南北に延びる大路によって左京右京それぞれ四つの坊ぼうに分けられている。

　条は北から北辺、一いち条じよう、二条と呼ばれ、坊は朱雀大路に近い方から、一いち坊ぼう、二坊と呼ばれる。
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　太陽が中天を通り過ぎる頃。袿うちきをまとい、きちんと姫ひめ君ぎみの格好をした結ゆい鹿かは、凪なぎ子こと共に西にしの洞とう院いん大おお路じを南下する牛ぎつ車しやの中にいた。供は一人ひとり。牛うし飼かい童わらわの真ま似ね事をしている雨う暗あんだけだ。珍しいことに彼は青年の姿をしていた。

　凪子が聞いたところによると、晴せい明めいの指示だという。

「そろそろ、三さん条じよう大おお路じです」

　雨暗が小さな声で車中の二人に告げた。思わず見合わせた顔は、どちらも頰ほほが仄ほのかかに色づき、強こわ張ばっていた。

「何だか、緊張しますね。凪なぎ子こちゃん」

「本当に……」

　普通、貴族の姫君は外出をしたりはしない。たまに祭や遊ゆ山さんに出かけるくらいだ。

　結鹿と凪子は姫君にしては活動的だが、それでも範囲は限られている。土つち御み門かど大おお路じより南へ行くことは滅多になく、一本、路地を越える度に、鼓動は速さを増していった。

　とりとめもなく話している間に、ゆっくりと牛車が止まった。外から物もの見み窓が叩たたかれる。雨暗からの合図だ。

　小さな凪子の手が物見窓にかかる。陽光が差し込み、結鹿は一いつ瞬しゆん目がくらんだが、すぐに慣れた。頭をぶつけないように気をつけながら、「せーのっ」と二人同時にのぞき込む。忙せわしなく行き交かう人々の向こうに、それほど立派ではないが、丁寧に手入れされた門が見えた。

　物見窓の傍かたわらに控えた雨暗が、その門を手で指し示す。

「あちらが、業なり平ひら公こうの直系の子孫、在あり原わらの露つゆ春はる殿のお屋敷です」

「あれが……」

　吐と息いきのような声で凪子が呟つぶやく。

　結鹿も小さく歓声を上げた。

　それからしばらく、二人は興味深げに門や築つい地じを見ていた。

　築地は所々表面が剝はがれ、ひびが入っているが、大きく崩れている箇所はなく、それを確認した凪子は、広げた扇おうぎの裏で小さくため息を吐き出した。

「ほんの少し壁が壊れて、ちょっと中がのぞければ、もっとよかったのですが……」

　拗すねたような声に、結鹿は微苦笑を返した。

　その直後、門が開かれ、一人の若い男が出てきた。格好からして下男のようだ。下男は真まっ直すぐ、結鹿と凪子が乗った牛車に近づいてきた。

　牛車に寄りかかっていた雨暗が姿勢を正す。下男はその少し手前で足を止め、軽く会え釈しやくをした。黒ずくめの青年も丁寧に頭を下げる。

「私は、あちらのお屋敷に仕えている者です。実は、主人がこの牛車に乗っている方にお会いしたいと申しておりまして……」

「こちらがどなたの牛車か知った上での申し出でしょうか？」

　鋭い視線で射い貫ぬかれ、下男は瞬しゆん間かん、たじろぎそうになった。しかし、額ひたいに脂汗を搔かきながらもその場に踏ふん張り、強こわ張ばった表情で頷うなずく。

「はい。安あ倍べの晴せい明めい様のお車、……と、お見受けしましたが、見当違いでしょうか？」

　牛ぎつ車しやと青年の顔を交互に見ながら、最初は力強く言い切り、最後は弱々しく問いかける。

　雨う暗あんは下男が見ていた辺りを一いち瞥べつした。そこには小さいながら、五ご芒ぼう星せいが描かれていた。陰いん陽よう五ご行ぎようの関係性を表す魔ま除よけの印を名前代わりにしているのは、洛らく中ちゆうで安倍晴明くらいだ。

「確かに、この牛車は安倍晴明様のものです。しかし、残念ながら、ただ今乗っているのは、主人ではなく、知り合いの幼い姫ひめ君ぎみが二人だけです」

「それでも、晴明様のお知り合い、なのですよね？」

　いきなり眼前まで迫ってきた下男を冷静に見下ろし、雨暗は頷うなずいた。ほぼ同時に、男の手が青年の胸もとを握りしめる。

「ならば構いません。どうか、どうか主人の話を聞いて頂きたいのです」

　今にも泣き出しそうな声で、下男は言った。通りを行く人々の視線が集まる。

　雨暗は深々とため息を吐き出した。




　三人が通されたのは、寝しん殿でんの南みなみ廂びさしだった。用意された円座の真ん中に結ゆい鹿かが座り、その左側に凪なぎ子こが、最後の一枚を右斜め後ろに下げ、雨暗が落ち着く。

　母も屋やとの間には御み簾すが下ろされていたが、人が一人ひとり、座しているのは分かった。

「急に済みません。驚かせてしまいましたね。私がこの屋敷の主あるじ、在あり原わらの露つゆ春はるです」

　流れてきたのは年若い男の声だった。張りがある美声だが、どことなく影がある。

「我が屋敷をご覧になっていた、と伺うかがいましたが……」

　雨暗が「はい」と応える。

　結鹿と凪子は広げた扇おうぎで顔を隠し、青年二人の話に耳を傾けていた。

「理由を問うてもよろしいですか？」

「実は姫君達は先日、『伊い勢せ物もの語がたり』を拝読したのです」

「あぁ……」

　露春が何か思い当たった様な声を出した。

「その際、在原業なり平ひら公こうのご子孫がご存命と聞き、ぜひ、そのお屋敷だけでも拝見したいというので、晴明様が牛車を貸し出したのです」

「そうでしたか。みすぼらしい屋敷でさぞや落胆なさっておられるでしょう。もう少し早い時期なら、桜が咲いていたので、もう少し見応えがあったのですが……」

「桜……」

　思わず凪子が漏もらした声を露春は聞き逃さなかった。

「桜はお好きですか？」

　凪なぎ子こは慌あわてて扇おうぎを持ち直しながら、横目で雨う暗あんを見た。雨暗は仕方がないと言わんばかりの笑えみを浮かべながら頷うなずいた。

　頰ほほを赤く染めながら恐る恐る、女めの童わらわは口を開いた。

「はい。桜は好きです。細い枝の先に、花弁の大きな花と、色の濃い葉が咲いているのはとても素晴らしいと思います。それから、これからの時期咲く、藤ふじも好きです。あの花は房になっているでしょう？　あれが長く、色が濃いのが好ましいです」

「私も同意見です。少し気は早いですが、朝顔などもいいですね」

「朝顔、夕顔は名前だけでも素敵ですね。しかし、あの夕顔の実だけは、残念な気がしてしまいます」

「そうですか？」

「せめて、鬼灯ほおずきくらい小さければいいですが、あの大きさは残念です」

「手厳しいですね」

　御み簾すの向こうで空が震える。笑っているようだ。凪子も小さく笑う。話している間に、すっかり緊張はとけていた。

「そうだ。折角なので、御簾を上げましょうか？」

「えっ……？」

　驚きの声を上げたのは凪子だった。すぐに口を押さえるが、声が戻ってくるはずもない。御簾の向こうで再び空が震えた。

「勿もち論ろん、姫ひめ君ぎみ達がお嫌いやならば止やめますが……屋敷だけではつまらないでしょう？　記念に、子孫の顔を拝んでいきませんか？」

　軽い口調だが、その根底には他人を大切に想う、相手の人柄が見えた。結ゆい鹿かと凪子は扇の影で顔を見合わせ、次いで、そろって雨暗を見た。青年は微苦笑を浮かべ、小さく頷いた。二人の口に笑えみが浮かぶ。

「姫君達は、ぜひ、ご尊そん顔がんを拝見したいそうです」

　雨暗の応えに、露つゆ春はるは「そんな大層なものではないですが……」と言ってから、人を呼んだ。すぐに中年の女によう房ぼうがやってきて、御簾を上げる。

　母も屋やに敷かれ畳の上には、声の通り、年若い男がいた。

　年の頃は二十代半ば。〝兄様達〟には負けるが、端整な顔立ちをしている。しっかりと伸ばされた背筋や、垣かい間ま見えた掌てのひらの無骨さから武芸をたしなんでいると知れた。右う近この衛え府ふ所属の肩書きは、飾りではないらしい。しかし、まとう空気の中にも、声と同様、影が感じられる。

　男は人なつっこい笑みを浮かべた。

「改めまして、私が在あり原わらの業なり平ひらの子孫、在原露春です。落胆されましたか？」

「いいえ。春日かすが野のの若紫を見つけたような心ここ地ちです」

　扇を少し下げ、瞳ひとみを細めながら凪子が詠うたうように告げると、露春は少し目を見開いてから、笑えみを深め、「それはむしろ、私の方です」と、息を吸い込んだ。




　──　春日かすが野のの若紫のすり衣ごろもしのぶのみだれ誰かぎり知られず　──




　それは、『伊い勢せ物もの語がたり』のはじめに記された物語の中で詠よまれた和歌だった。

　奈良の春日野の辺りに住む美しい姉妹に出会った『男』は、丁度まとっていたしのぶ摺ずりの狩かり衣ぎぬを破ると、そこに、姉妹の美しさ故ゆえ、自身の心はしのぶ摺の模様のように乱れてしまった、という意味の和歌を一首、さらさらと詠んでみせたのだ。

　和歌の余韻が消え去ってから、露つゆ春はるは軽く頭を下げた。

「残念ながら、今着ているものはしのぶ摺ではないので、口頭で失礼致します」

　顔を扇で隠したまま結ゆい鹿かは小さく首を左右に振り、「十分に素敵でした」と言った。同じように顔を隠した凪なぎ子こも頷うなずく。

　露春の頰ほほが朱しゆに染まる。

　その様子を微ほほ笑えましく思いながら、結鹿はふと、口を開いた。

「あの、一つ、問うてもよろしいですか？」

「はい。何でしょう？」
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「先ほど、相談事があるようなことを使用人の方が言っていましたが、何かあったのですか？」

　申し訳なさそうな顔で、露つゆ春はるは頰ほほを指で搔かいた。

「いえ、大したことではありません。ただ、最近少し夢見が悪く、よく眠れていないだけですよ。それも、体調を崩すほどではありません。しかし使用人達は……ほら、悪夢は人に話せば正夢にならないというでしょう？　なのに、私が夢の内容すら話さないから、もしや、何か悪いものに憑つかれているのではないかと思い込んでいるようで……。

　先ほども、そろって『いい機会ですので、お話だけでも聞いて頂いたらいかがか』としつこく言うものですから、彼らを落ち着けるために、ご足労願ったのです。済みません」

「それは構いませんが。……その、本当に大丈夫ですか？」

　心配そうな結ゆい鹿かの声に、露春はほんのりと頰ほほを赤らめてから、少し困った様に笑った。

「心配して下さってありがとうございます。しかし、私は本当に大丈夫ですよ。夢の内容を誰にも話さないのも、今、実際に伏せっている義理の弟に不幸が訪れるという内容だからです」

　そこで露春は一度言葉を切り、身を乗り出し、声を落として「もしもですよ」と言った。

「もしも、自分が病で伏せっている時に、知り合いから『君に不幸が訪れる夢を見たよ』などと言われたら嫌いやでしょう？　治るものも治りません。だから、口にしないようにしているのです。嫌な噂うわさや不ふ穏おんな噂は、すぐに広まりますからね」

「そうでしたか。知らないこととはいえ、不ぶ躾しつけな質問をしてしまい、失礼致しました」

　身を引き、座り直しながら、露春は晴れやかな笑えみを浮かべた。

「いいのですよ。ただ、そういうわけですので、このことは皆様、ご内密に」

　二人の少女はそれぞれしっかりと頷うなずき、「はい」と応えた。お付きの青年も深々と頭こうべを垂れる。

　屋敷の主あるじが満足そうに笑みを深めると、先ほどの女によう房ぼうが戻ってきた。

「ご歓談中に失礼致します。露春様、白しら露つゆ様がいらっしゃいました」

「白露が？」

　露春は眉まゆをひそめた。それから笑え顔がおを取り繕い、三人の客人に「嫁いだ妹です」と簡単に説明する。直後、柔らかな衣きぬ擦ずれの音と共に、簀すの子こに一人ひとりの姫ひめ君ぎみが現れた。香こうの匂においが漂う。良い香りだが、いささか癖くせが強い。

　年は結鹿よりも二つ三つ上。美しいというよりも可愛かわいらしい顔立ちは露春とあまり似ていない。言われなければ、兄、妹とは気づかないだろう。

「あら、お客様ですか？」

　口もとを袖で隠し、目を丸くしながら姫は無む邪じや気きに言った。兄の顔が歪ゆがむ。

「安あ倍べの晴せい明めい様、縁ゆかりの姫君達だ。きちんと挨あい拶さつをしなさい」

「まぁ、晴明様の。失礼致しました。私、白露と申します。それよりも、兄様……」

「白露！」

　室しつに流れる微び妙みような空気に慌あわてたのは、結鹿だった。

「あの、では私達はこれで……」

　扇おうぎで顔を隠すことも忘れて、立ち上がる。あらわになった結ゆい鹿かの美び貌ぼうに、兄妹は思わず息を吞のんだ。しかし、すぐに気を取り直した露つゆ春はるは「もしよろしかったら、庭を見ていって下さい。案内させます」と言って、女によう房ぼうに目配せをした。

　中年の女房は恭うやうやしく頭を下げた。
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　二人きりになった途端、白しら露つゆは兄に駆かけ寄り、背後から抱きついた。

「……ごめんなさい、兄様。謝るから、私のことを疎うとまないで」

　吐と息いきが耳に当たる。露春は妹の腕に触れながら、微苦笑をこぼした。

「疎んでいないよ」

「噓うそ。さっき、とても怖い顔をしていました」

「それは、お前がお客人に対して無礼な振る舞いをしたからだろう？」

「ごめんなさい。兄様が女の子と話しているのが、凄すごく嫌いやだったの。知り合い？」

「いいや。今日きようはじめてお会いしたんだ。……そういえば、名前も聞いていないな」

「兄様の口が紡つむぐ女の名前は、私の名前だけで十分よ」

「それじゃぁ私は、白露という名前の女性しか、妻に出来ないな」

　肩に乗った妹の頭を撫なでると、白露は微睡まどろむ猫ねこのようにとろけた。

「義よし信のぶ殿の調子はどうだい？」

「相変わらずよ。そうだ、今日はお礼を言いに来たの。この間、兄様、珍しい薬を下さったでしょう？」

「効かなかったのだろう？　なら、礼はいいよ。また今度、別の薬を用意しよう」

「兄様……」

　白露は少し腕をゆるめ、横から兄の顔をのぞき込んだ。

　兄は穏やかな顔で、妹を見つめ返した。

「どうした？　白露」

「何でもないの。ただ少し、兄様のことが心配になっただけ。薬、高かったでしょう？」

　ゆるく首を左右に振り、白露は兄の肩に顔を埋うめた。

「お前が気にすることはないよ」

「でも……そもそも、兄様がこんな生活をしていること自体がおかしいのよ。兄様ほど、武芸の腕があって、頭が良ければ、もっと高い身分に据すえられるべきだわ。血筋だって、悪くないのに……」

「仕方がないよ。我が家は代々、権力とは相性が悪いようだ。それに私は今の地位に満足している」

「兄様は本当に無欲ね」

　呟つぶやき、白しら露つゆは腕に力を込めた。痛みを感じたが、露つゆ春はるは何も言わなかった。
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　案内された庭は、お世辞にも手が行き届いているとは言えない状況だった。

　あちらこちらに雑草が生え、池の水も濁にごっている。岸に置かれた船は、成人男性が三人も乗れば崩れるだろう。しかし、それらを見て回る凪なぎ子この表情は、とても明るかった。曰いわく、「出世を棒に振った男の庭に相応ふさわしい」そうだ。

　結ゆい鹿かは、凪子ほど感じ入ることが出来ず、池の畔ほとりにあった大きな岩に腰を下ろし、ぼんやりと辺りを見回していた。雨う暗あんは凪子を目で追いながら、結鹿のすぐ傍そばに佇たたずんでいる。

　鳥が鳴いた。

　ふと、気がつくと、庭から凪子の姿が消えていた。不安に思い雨暗を見上げると、青年は微笑を浮かべながら、東側の中ちゆう門もんを視線で示した。

「……出ていってしまったのですか？」

「いいえ。東ひがしの対たいの庭をご覧になっているようです」

　結鹿が改めて視線を向けると、中門が少し開き、隙すき間まから女めの童わらわが現れた。凪子だ。うつむいているため表情は分からないが、微かすかに身体からだが震えている。

　結鹿は立ち上がり、裾すそをうまくさばきながら、凪子に駆かけ寄った。足音か気配に気づき、凪子が緩かん慢まんに顔を上げる。顔色が悪い。

「凪子ちゃん、大丈夫ですか？」

　二の腕の辺りをやんわりと摑つかみながら問いかけると、凪子は何も言わず、結鹿に抱きついた。嗚お咽えつが聞こえてくる。

「帰りましょう」

　雨暗の提案に、結鹿は頷うなずきながら、凪子の頭を撫なでた。背に回された小さな手が、結鹿の衣ころもを強く、強く握りしめた。

　帰路についた牛ぎつ車しやの中で、結鹿は凪子に「何があったのですか？」と何度か問いかけた。しかし、凪子は結鹿にすがりついたまま、首を左右に振り続けた。
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　翌日の午前中。太陽が中天にかかる少し前。坂さかの上うえ家けの西にしの対たいで、結鹿は凪子と共に、簀すの子こに敷かれた畳の上でのんびりと日向ひなたぼっこをしていた。

　傍かたわらには凪なぎ子こが持ってきた文ふ箱ばこと、結ゆい鹿かが愛用している琵び琶わが置かれている。

　箏そうも好きだが、ふと思い立った時すぐに弾ける琵琶を結鹿は好んだ。腕前もなかなかのもので、今年のはじめ、鈴すず城しろの元げん服ぷくに際し行われた宴うたげでも、長兄に頼まれ披ひ露ろうした。

　鈴城に合わせ、裳も着ぎを済ませた結鹿のお披ひ露ろ目めも兼ねていたのだが、客人達の反応は、兄達の予想を大きく上回った。ほぼ全員が、結鹿に惚ほれ込んでしまったのだ。しかも、噂うわさが噂を呼び、文ふみと夜よ這ばいの嵐がまだ幼さを残す姫君の身に降りかかった。

　大切な妹を守るため、兄達はしばらくの間、自宅でも宿直にはげむこととなった。

　この話を聞いた晴せい明めいや頼より光みつ達は言い方こそ違ったが、「だから止やめろと言ったのに」と呆あきれつつ、色々と手回しをしてくれた。おかげで半月ほどで嵐は去り、坂さかの上うえ家けに平穏が戻ってきた。

　以来長兄は、よほど気心知れた者にしか結鹿の琵琶を聞かせないと自身に誓いを立て、しっかりとそれを守り続けている。

「もうすぐ夏ですね。そういえば、凪子ちゃんはどの季節が好きですか？」

「特にこれ、という季節はありませんね。春は曙あけぼの、夏は夜、秋は夕暮れ、冬は早朝といった具合に、どの季節にも、あぁ風情があるなぁ、と思える瞬しゆん間かんがありますから」

「凪子ちゃんは風流ですね」

「そうですか？　では、結鹿ちゃんの好きな季節は何い時つですか？」

「今ですね」

「今、ですか？」

「はい。今、この身体からだで感じることが出来る季節が、今は一番好きです」

「……結ゆい鹿かちゃんの方こそ、深すぎます」

「そうですか？」

「そうですよ」

　ふと会話が途切れた。穏やかな静せい寂じやくが二人を包む。

　結鹿は琵琶に手を這はわせながら、そっと凪子の様子をうかがった。女めの童わらわはぼんやりと庭を眺ながめていた。いつも通りの理知的な横顔に、結鹿は安あん堵どした。

　今日きよう、遊びに来て早々、凪子は昨日きのうのことを謝った。しかし、泣き出した理由に関しては、はぐらかされてしまった。何があったのか、気にならないと言ったら噓うそになるが、友人がいつも通り、笑っていてくれることの方が結鹿には重要だったので、言及はしなかった。

　凪子に倣ならい、庭を見る。

　手ずから植えた薬草や野の花が所狭しと陣取り合戦に精を出している庭は、生命に満ち溢あふれ、常であることはない。今日咲かなかった花が明日あした咲き、朝、青々としていた草が、夕方には萎なえている。

　めまぐるしく、それでいて緩ゆるやかな時が流れる庭に、微かすかな風が吹いた。

　結鹿の小さいが形の良い鼻に、花の香りが届く。うっとりとしていると、袖を引かれた。

　見ると凪なぎ子こが瞳ひとみを輝かせ、「是ぜ非ひ、一曲お願いします」と言った。

　結ゆい鹿かは少し意地の悪い笑えみを浮かべ、「管弦を奏かなでるのは、夜に限るのではなかったのですか？」と問いかけると、凪子は頰ほほを赤く染めながら、「例外はあります」と小さな声で応え、「結鹿ちゃん、意地悪です」と言って、頰を膨ふくらませた。

「ごめんなさい。では、お詫わびに、一曲聴いて下さいますか？」

「お詫びならば、仕方ありませんね」

　二人は見つめ合い、笑った。

　結鹿は琵琶を抱え、深く息を吸い込む。凪子は静かにその様子を見守っていた。

　唇くちびるが閉じられ、息が途切れた次の瞬しゆん間かん。

　撥ばちと指が動き出す。

　今まで何もなかった空に音が生まれ、その音が溶ける前に次の音が生じ、曲が形作られていく。その様を存分に堪能してから、結鹿は目を閉じた。今度は瞼まぶたの裏の闇やみに、音の光が弾はじける。

　瞼の開閉を繰り返しながら、結鹿は一曲弾ききった。

　結鹿は琵琶から伝わる余韻に酔い、凪子は空に残る響きを手た繰ぐった。

　庭から二つの拍手が聞こえてきた。

　結鹿が音のする方を見ると、養父が夜よ這ばい防止として築つい地じ沿いに造ってくれた桜林の中でも一ひと際きわ太い枝の上に、束そく帯たい姿の鈴すず城しろと狩かり衣ぎぬ姿の頼より親ちかがいた。

「まぁ、まるで猿さるのようですね」

　袖で口もとを隠しながら、凪なぎ子こが冷ややかな声で呟つぶやく。

「誰が猿ですか」

　言いながら、屋根と同じくらいの高さから頼親は飛び降りた。鈴城も続く。

　二人は危なげなく着地すると、小さな花に気をつけながら、階の下まで駆かけてきた。

「ただ今、結鹿」

「お帰りなさい、鈴城兄様。でも、あそこは門ではありませんよ？」

「それがな、正面から帰ることが出来ないんだ」

「何かあったのですか？」

「いや、別に門の前で何かあったとか、門が壊れたとか、そういう物騒なことは起こっていないから安心しろ」

　結鹿は胸をなで下ろした。しかし、疑問が残る。

「では、どうして門からお帰りにならないのですか？」

　凪子も「そうですよ」と結鹿に加勢する。

　すると、鈴城は苦笑いを浮かべ、頭の後ろを搔かいた。

「いや、実はおれ、晴せい明めい様とか兄上達には内ない緒しよで自主的に仕事を終わらせてきたんだ。でも、弁解させて貰もらうと、頼まれた仕事は全部済ませてきたし、直属の上司にはちゃんと断ってきたぞ。晴せい明めい様には言わないで下さいって念を押してきたけど」

　妹は目を瞬しばたかせ、女めの童わらわはため息を吐き出した。

「つまり、職務怠たい慢まんということでしょう。きまりが悪いからといって、結ゆい鹿かちゃんを巻き込まないで下さい！」

　言いながら凪なぎ子こは結鹿に抱きつき、鈴すず城しろを睨にらみ付けた。その目には、明らかな侮ぶ蔑べつの色が宿っている。

　更に凪子は、その視線を頼より親ちかにも向けた。

「それで、どうして頼親様はお着替えをしているのですか？　今日きようは参さん内だいしたのでしょう？」

「分かっていて聞くとは、意地が悪いですよ」

　そこで凪子は、頼親の腰に差さっているものが、いつもの木刀ではなく刀であることに気づいた。結鹿を抱きしめる腕に、力がこもる。

　頼親も凪子の視線に気づき、何気ない風を装って立ち位置を少し変えた。それでも、漆しつ黒こくの光こう沢たくを放つ鞘さやの先が凪子の視界をちらついた。

「一体、何をするおつもりですか？」

「結鹿を巻き込むつもりはない。少し、協力して欲しいだけだ」

　鈴城が一歩前に出る。

　凪子は探さぐるような視線を鈴城に向けたが、結鹿に「凪子ちゃん、ちょっといいですか？」と言われ、渋々離れる。

「それで鈴城兄様、頼親兄様。一体何をなさるおつもりなのですか？」

「それは言えない」

　結鹿は予想していたらしく、特に動どう揺ようせず、小さく頷うなずいた。

「では、私はどのような協力をすればいいのですか？」

「それは簡単だ」

　鈴城は満面の笑えみを浮かべた。

「狩かり衣ぎぬと上等な袿うちきを数枚、あとあったら市いち女め笠がさも貸してくれ」

　結鹿は小首を傾かしげながら思わず、「は？」と素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。袿は女性が着るものであり、市女笠も基本的には女性が外出する時などに使用するものだ。

　何とか首の位置を戻し、兄に再度、問いかける。

「鈴城兄様、その、狩衣はともかくとして、袿と市女笠を何にお使いになるのですか？」

「決まっている。袿は着るため、市女笠は被るためだ」

「鈴城兄様が？」

「いや、頼親が」

「どうして私が！」

　腕を組み、傍観を決め込んでいた頼親は、いきなり名指しされ怒鳴った。

　鈴すず城しろが不思議そうな顔をする。

「どう考えても頼より親ちかだろう？　おれが女装などしたら、気味が悪いぞ」

「いいえ。静かにしていれば鈴すずの方が似合います。安心して下さい。私が保証します」

「謙けん遜そんするな。自信を持て。お前はおば様に似て美しい」

「おそらく褒ほめているつもりでしょうが、全然嬉うれしくありません」

　状況についていけない結ゆい鹿かは、呆ほうけた顔で二人の会話を聞いていた。

　しかし慎重に話を聞いていた凪なぎ子こは違った。傍かたわらに置いておいた文ふ箱ばこを手に立ち上がり、結鹿の前に移動すると、理知的な光を宿した瞳ひとみを細め、口を開く。




「〝姫殺し〟」




　それは小さな呟つぶやきだった。凪子が意図的にそうしたのだ。

　しかし、効果は絶大だった。

　背後で結鹿は鋭するどく息を吞のみ、頼親と鈴城は言い合いを止やめ、女めの童わらわを見た。凪子は笑えみを浮かべた口もとに袖を添え、わざとらしく「あら」と小首を傾かしげた。

「違いましたか？」

　沈ちん黙もくと鋭い二対の視線が何よりの肯こう定ていだった。凪子はため息を吐き出す。

「大方、どちらかが囮おとりになって、適当に洛らく中ちゆうをうろつき、寄ってきた元凶を捕まえるつもりだったのでしょうけれど、計画がお粗末にもほどがあります」

「何だと！」

　怒鳴り、頼親の制止も間に合わぬほど素早く階を駆かけ上ってきた鈴城の前に、凪子は文箱を差し出した。

　鈴城の動きが止まる。凪子は文箱を拘束していた紐ひもを解き、蓋ふたを開けた。

　そこには大量の紙が入っていた。鈴城の目の色が変わる。

「これは……」

「はい。〝姫殺し〟の詳細が記された資料です。晴せい明めい様の書斎にあったものを写してきたので、まず間違いはないでしょう」

「どうしてそんなことをしたんだ？」

　訝いぶかしむというよりも、責めるような口調で鈴城は問いかける。

　凪子は鈴城と頼親の顔を見比べてから、視線を後ろに流し、少し声を落として「聞いてしまったのです」と呟つぶやいた。

　文箱を持つ手が震える。

「右う近この衛え府ふで流れている風の文ふみを」

「それは……」

「おそらく、あなた方が知ってしまったものと同じです。そして、気がついたら身体からだが動いていました。資料を持ってきていたのは偶然ですけど」

　鈴すず城しろは数回瞬まばたきをしてから、「そうか」と返した。その顔は凪なぎ子こと同じ暗い陰に覆われていた。
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　暗たんとした結ゆい鹿かの心持ちとは裏腹に、開けられた唐から櫃びつの中は藤ふじ、山吹、紅梅等、春の柔らかな色彩で溢あふれていた。

　国こく司しとして遠い石いわ見みの国くにに赴おもむいている養父の望もち城きや、留守を任されている長兄が、結鹿のためにそろえてくれた衣ころもだ。いつもはこれらを見ているだけで、結鹿の心はとても温かくなる。しかし今は、手に取ってみても、気持ちは冷えていくばかりだった。

　鈴城と凪子が何やら話し合った後、全ては頼より親ちかと鈴城が望むまま、とんとん拍びよう子しに進んでいった。結鹿は一生懸けん命めいいさめようとしたが、三対一ではどう考えても分ぶが悪い。しかも、三人の内一人ひとりは、一騎当千の凪子だ。勝てるわけがない。

　最終的に、「もしも、もしもですよ？　二人が元凶を見つけてしまっても、すぐに晴せい明めい様に連絡すれば何も問題はないでしょう？　見回りをしている検け非び違い使しもいますし、呼べばきっと来てくれます。ねっ？　大丈夫ですよ」という凪子の言葉に頷うなずいてしまい、衣ころも一式を貸すことになってしまったのだ。

　簀すの子こでは三人が資料を広げ、何やら話し込んでいる。

　静かな母も屋やに、ため息がこぼれた。




「どうして……」




　──頼親兄様と鈴城兄様は、〝姫殺し〟に関わろうとするの？

　──凪子ちゃんは〝姫殺し〟の資料を写したの？

　──凪子ちゃんは二人に協力的なの？

　──何より……──




「私には、何も教えてくれないのですか？」




　きっと話せないわけがあるのだろう。しかし、一人取り残されたような寂さびしさが、結ゆい鹿かの胸を締め付ける。

　視界がにじむ。鼻が痛い。頰ほほが熱い。

　袖を顔に押しつけ、結ゆい鹿かは涙を無理矢理押し戻した。泣いてもどうにもならない。

　一番の心配事は、本当に元凶と遭そう遇ぐうしてしまった場合だ。

　理由は分からないが、頼より親ちかと鈴すず城しろは静かにとても怒っている。凪なぎ子この「晴せい明めいに連絡を入れる」「検け非び違い使しを呼ぶ」という提案に頷うなずいていたが、実行する気はないだろう。おそらく、凪子もそのことに気がついている。それでも何も言わないのは、二人の力量を知っているからだ。

　事実、頼親と鈴城は妖あやかし退治ということに重きを置けば、そこらの陰おん陽みよう師じよりも優秀だ。二年ほど前には、人を襲うようになってしまった木こ霊だまを二人で鎮しずめたこともある。

　しかし、何が起こるのか分からないのが妖退治だ。

　結鹿は室しつの隅に置かれた小こ太だ刀ちと文ふ箱ばこに視線を向け、両手を握りしめた。

「皆がその気なら、私にも、考えがあります。でもその前に……」

　唐から櫃びつに手を突っ込み、衣ころもを丁寧に出しながら姫ひめ君ぎみは小首を傾かしげた。

「兄様には、何色が似合うかしら？」
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　夕暮れにはまだ遠いが、太陽が中天よりも西に位置する頃。

　最後まで引き留めようとしていた結鹿と、背を押す凪子に見送られた頼親と鈴城は、左さ京きよう三さん条じよう二に坊ぼう、三さん条じよう大おお路じと交わる小路こうじの片隅にいた。

「妙みような気配は、しないですね」

「女おんな車ぐるまも見あたらないな」

「女車って……怪異の前後に目撃されている、牛うし飼かい童わらわや従者の様子がおかしい女車のことですか？」

「どう考えても、怪しいだろう？」

「確かに怪しいですが。今、一番怪しいのは私だと思います」

　狩かり衣ぎぬ姿の鈴城は、肩を落とす幼なじみの姿をまじまじと見てから、「いや、別に怪しくはないぞ。っというか、綺き麗れいだ」と本音を言った。その返事として、頼親は扇おうぎを全力で投げつけた。

　空を鋭く裂きながら顔面に向かってくる扇を鈴城は片手で受け止めた。乾いた音が響く。投げられた扇は、男が使う蝙かわ蝠ほり扇おうぎではなく、女が使う檜ひ扇おうぎだった。結鹿から借りた物だ。扇を広げながら、鈴城は幼なじみを睨にらみ付けた。

「おい。結鹿の物を雑に扱うな。壊れたらどうする」

「大丈夫です。あなたが受け止めることまで予測して投げつけましたから」

　睨み返しながら、頼親は口もとに物騒な笑えみを刻んだ。

「それよりも！　先ほど凪子姫の資料を見て、姫君達は事前に文ふみで呼び出されていることが分かったから、囮おとり作戦はなしにする方向で話は決まったはずではなかったのですか？　どうして、私がこのような格好を……」

　左さ近この衛え府ふに所属する武官である頼より親ちかは現在、紅色の袿うちきを着込んだ上に、黄色の袿を頭から被り、喉のどの辺りに巡らせた懸かけ帯おびでそれがずれてこないように固定し、手には市いち女め笠がさを持っている。姫君が外出する時にまとう、壺つぼ装しよう束ぞくに相違ない。ご丁寧に、顔にはうっすら白粉おしろいが、唇くちびるには紅が塗られている。

　険しい表情で身を震わせる頼親の姿をもう一度、頭のてっぺんからつま先まで視界に収めてから、鈴すず城しろは揺ゆるぎのない声で淡たん々たんと応えた。

「安心しろ。似合っている。綺き麗れいだ」

[image: ]

　それは事実だったが、今度は市女笠が飛んできた。難なく受け止める。

「綺麗だと言えば許されると思っていませんか？　この場合、怒りを増幅させるだけですよ」

「結ゆい鹿かに言われた時は少し嬉うれしそうだったくせに」

　頼親は素早く懸帯を解き、黄色の袿を幼なじみに投げつけた。鈴城がそれを空で受け止め、器用に畳んでいる間に、赤い袿も脱ぎ、下に着込んでいた狩かり衣ぎぬ姿になる。赤い袿も投げつけてから、懐ふところにしまっておいた懐かい紙しで化粧を落とし、紐ひもで髪を括くくる。

　本来の性別に戻った幼なじみに、鈴城は袿を裏に括り付けた市女笠を放った。頼親はそれを渋じゆう面めんで受け取り、盛大なため息を吐き出しながら、しゃがみ込む。

「どうした？」

「いいえ。ただ、情報が少ないな、と。思ってしまっただけです」

　鈴すず城しろは苦虫を一匹、嚙かみ潰つぶした。

「言うな」

「地道にもほどがあるというか」

「い、う、な」

「晴せい明めい様や、兄上ならば……」

　鈍にぶい音が響く。

　見ると、鈴城の拳こぶしが築つい地じに叩たたきつけられていた。鋭い視線が頼より親ちかを射い貫ぬく。

「それより先を言うつもりなら、お前は帰れ。おれは一人ひとりでも続ける」

　頼親は無表情に幼なじみを見つめてから、細く長い息を吐き、立ち上がった。

「今回、あなたを巻き込んだのは私ですよ。先に帰れるわけがないでしょう。第一、さっきのは冗談です」

「噓うそつけ」

　吐き捨てるように言われ、頼親の眉み間けんに皺しわが寄る。

「噓ではありません」

「いいや、噓だね。おれもお前と同じことを思っているから分かるんだ」

　頼親は息を吞のんだ。

　手や袖についた埃ほこりを払いながら、鈴城は年上の幼なじみを一いち瞥べつする。

「確かにおれは……おれ達は未熟だ。晴明様達の足もと……くらいには及んでいるかも知れないが、半人前であることに変わりはない。でも、〝姫殺し〟だけは、これだけは自分の手で解決したいという思いも、同じだろう？」

　最後に挑発的な笑えみを浮かべる鈴城に、頼親も笑顔で頷うなずいた。

「だったら、もう弱音は吐くなよ。事実を言われるのが、一番堪こたえるんだからな」

「そうですね」

　気を取り直すために、頼親は台だい盤ばん所どころからくすねてきた唐とう菓が子しを取り出した。兄が友人から譲ゆずって貰もらったという、蜂はち蜜みつ入りの貴重な品だ。数は二枚。大きさは掌てのひらほど。薄い円形の表面には食欲をそそる焦こげ目がついている。

　頼親が何か言う前に、横から鈴城の手が伸び、一枚持っていった。小さくため息を吐いてから、頼親も残った一枚を手に取る。かじると軽い音がした。咀そ嚼しやくする内に柔らかくなり、蜂蜜の甘みが口内に広がる。

　一枚、食べ終えてから、頼親は竹筒に入れてきた水を呷あおった。ついでに、空を仰あおぐ。

「そろそろ、申さるの刻こくですね」

　鈴城は「そうだな」と返し、唐菓子の最後の欠片かけらを口に放り込んだ。

　遺体は全て、まだ微かすかに温かい状態で、巳みの刻こくから未ひつじの刻こくの間に発見されたと資料には書かれていた。つまり、元凶がうろついているとすれば、その間の時刻ということになる。

「周期から考えると、今日きよう動いてもおかしくないんだがな」

　取り出した資料を睨にらみ付けながら、鈴すず城しろは髪を搔かきむしった。その頭を頼より親ちかが軽く叩たたく。

「被害者が出ないのならば、それに越したことはありませんよ。焦あせっても仕方ありません」

「正論だが、さっきまで散々愚ぐ痴ちっていたお前がそれを言うか」

「弱音を吐くことを禁じられたら、前向きなことを言うしかないでしょう？」

　肩をすくめる幼なじみに、鈴城の口から笑いがこぼれる。

「それもそうだな。それじゃぁ今日は、四し坊ぼうの方を地理の確認がてら見回って帰るか」

　頼親が頷うなずいた直後、強い風が吹いた。土煙が舞い上がり、二人はとっさに腕を顔の前に出し、顔を後ろに背そむけた。

「きゃぁっ！」

　小さな悲鳴は、丁度二人が顔を向けた先から聞こえてきた。聞き覚えのある声に、うっすらと目を開けてみると、小路こうじと小路がぶつかる辻つじの端に、壺つぼ装しよう束ぞくの女がいた。淡い紅色の袿うちきを頭から被り、手に持った市いち女め笠がさで顔を覆っている。その市女笠が突風で飛ばされた瞬しゆん間かん、頼親と鈴城は「あっ」と声を上げた。

　風が止やむ。

　女はとても気まずそうに袖で顔を覆ったが、すでに遅かった。

　二対の視線を感じ、女は顔を上げると、引きつった笑みを浮かべた。

「えっと……こんにちは？　兄様」

　女は結ゆい鹿かだった。




「それで、どうしてお前がここにいるんだ？」

　誰の屋敷かは分からないが、立派な築つい地じに右手をつき、鈴城は普段よりも低い声で問いかけた。鈴城の向かいでは、頼親が左手を築地につき、間にいる結鹿の退路を断っている。

　結鹿は見つかってしまい、覚悟が決まったのか、自や棄けなのか、胸を張って応えた。

「後をつけてきたのです」

「いつから？」

「お二人がお屋敷を出てすぐです」

　頼親は自身の市女笠で口もとを覆った。全然気づかなかった自身を恥はじているのだ。

　しかし、それは鈴城も同じだった。盛大に肩を落としている。

　先に、少し立ち直った頼親が問う。

「凪なぎ子こ姫に止められませんでしたか？」

「止められると思ったので、何も言わずに出てきました」

「よく、ばれなかったな」

「晴せい明めい様から頂いたお札を使わせて頂きました」

　鈴すず城しろの眉み間けんに皺しわが寄る。

「札？」

「この間、頼より光みつ兄様のお屋敷で稽けい古この後に頂いた、願い事を叶かなえてくれる三枚のお札です」

　少し考え込んでから、鈴城は「あぁ、あれか」と思い至り、その場にいなかったため、首をひねる頼より親ちかにかいつまんで札の効力を教えた。

　結ゆい鹿かは、まず気分が優れないと言って、母も屋やに下がり、御み簾すを下ろしてから、円座に自身の声で返事をするように願った一枚目の札を置いた。その上に、自身の姿を真ま似ねるように願った二枚目の札を座らせ、最後の仕上げに、残った札を琵び琶わに貼り付け、楽を奏かなでるように願い、二枚目の札に持たせたという。

　確かにそうすれば、結鹿が物もの憂うげに琵琶を弾いているように見え、凪なぎ子こもうかつに声をかけることは出来なくなる。

「しかし、もう効力は切れているはずなので、凪子ちゃんも私がいないことに気づいているはずです」

「だろうな。きっと心配しているぞ。まったく、無茶をして」

　兄のため息混じりの言葉に、結鹿は自身の頭に血が駆かけ上がってくるのを感じた。

　確かに、自分がしたことは褒ほめられたことではないが、兄達に言われたくはない。

　拳こぶしを握りしめ、怒りでにじむ涙を拭ぬぐいもせず、鋭い瞳ひとみで鈴城を射い貫ぬく。溢あふれ出る怒気と涙に、射貫かれた本人は勿もち論ろん、隣の頼親まで思わずたじろいだ。

「それはこちらの台詞せりふです！　私がどれだけ心配したか、分かっているのですか？　晴明様が、兄様達に協力を仰あおぐほどの怪異をお二人だけで解決しようなど、無む謀ぼうとしか言いようがありません！」

「別に解決出来るとは思っていない。少しでも役に立てればと思っていただけで……」

「噓うそです！　もし仮に怪異に遭遇したら、絶対そのまま挑いどんでいたでしょう？」

　それは問いかけではなく確認だった。鈴城は口を噤つぐみ、頼親も顔をそらす。

「だから、ついてきたのです。私にだって、助けを呼ぶくらいは出来ます」

　少しうつむきながら、結鹿は袖を握りしめた。

「だから、のけ者にしないで下さい」

　兄達の目が見開かれる。妹の表情をうかがうことは出来ないが、その細い肩は微かすかに震えていた。

「済まない。……って、何だかおれ、この間からお前に謝ってばっかりだな」

「この間も何かしたのですか？」

　頼親に睨にらまれた鈴城は「お前には関係ないだろう」と言って、結鹿の頭を撫なでた。

「でもな結鹿。おれ達は別にお前をのけ者にしたわけじゃないんだ。その……今回の怪異には、あまり、関わって貰もらいたくなくて……それだけは分かってくれ」

「……はい」

「よし。じゃぁ今日きようはもう帰ろう」

　結ゆい鹿かは上目遣いに、物言いたげな視線を兄に送った。鈴すず城しろの口から苦笑がこぼれる。

「別に、お前がいるから帰るんじゃない。もう時間なんだ」

「時間、ですか？」

「今回の怪異は、大体起こる時間帯が決まっているんだ。で、もうその時間帯が終わるから、見回りも終わり、ほら、帰るぞ」

「その前に、約束して下さい」

　歩き出そうとしていた頼より親ちかと鈴城の袖を握りしめながら、結鹿は言った。

「約束？」

「何ですか？」

「もし、また見回りをするのならば、今度は置いていかないで下さい」

　二人は目を見開き、次いで笑った。

「また、抜け出されたら困るからな」

「仕方ありませんね」

　言いながら、二人は結鹿の頭を撫なでてから、彼女を真ん中にして、今度こそ歩き出した。

「頼親兄様、次はどのような色にしましょうか？」

　満面の笑え顔がおで見上げてくる結鹿に、頼親は小首を傾かしげた。

「色、ですか？」

「はい。袿うちきの色です」

　頼親の動きが止まる。腹を抱えて笑い出した鈴城と顔を真っ赤にした頼親が取っ組み合いの喧けん嘩かをはじめたのは、必然だった。

　二人の喧嘩は日常だ。放っておいてもすぐに止やむ。しかし、ここは小路こうじとはいえ往来なので、止めるべきか否か結鹿は少し悩んでしまった。その視界に、ふと、何も持っていない自身の手が映る。

　小さく「あっ……」と声を上げ、結鹿は辺りを見回した。少し離れた道の端に、先ほど風に飛ばされた市いち女め笠がさが寂さびしそうに転がっていた。慌あわてて駆かけ寄り、拾い上げ埃ほこりを払っていると、少々癖くせの強い、しかし、いい香りが漂ってきた。花の香りではなく、香こうの香りだ。

　誘われるように顔を上げると、目の前の小路を西から東に、一台の牛ぎつ車しやが横切っていくところだった。

　簾すだれの下を見ると、衣ころもの裾すそがこぼれ出ている。女おんな車ぐるまだ。

　供は牛うし飼かい童わらわと下男が一人ひとりずつ。その顔を見て、結鹿は驚いた。

　二十代と思おぼしき牛飼い童は、顔面蒼そう白はくで涙を流し、三み十そ路じ前後の体格のいい下男は、血走った目で前方を睨にらみ付けながら、全身を震わせている。

　ただ事ではない。

　結ゆい鹿かは市いち女め笠がさを被り、踵きびすを返した。

　二人の少年はすっかり喧けん嘩かを止やめ、三さん条じよう大おお路じと交わる辻つじの手前で結鹿のことを待っていた。少しくたびれて見えるのは、気のせいではないだろう。

　頼より親ちかは駆かけてきた結鹿を見て、眉まゆを寄せ、「何かあったのですか？」と言いながら市女笠の縁ふちを軽く叩たたいた。埃ほこりが舞う。落とし切れていなかったのだ。

　胸もとを押さえながら結鹿は頷うなずいた。

「実は、さっきそこで……」

　話の途中。鈴すず城しろは片手で妹の口を押さえた。

　結鹿は驚いたが、兄が目を閉じているのを見て大人しく口を噤つぐんだ。見ると、頼親も目を閉じている。二人は耳がいい。結鹿は、二人が目を開けるのを静かに待った。

　瞬まばたき三回。同時に目を開いた二人は、軽く目配せをした。そして、頼親は申し訳なさそうに結鹿を一いち瞥べつし、鈴城は「済まない」と呟つぶやきながら市女笠の縁を摑つかみ、引き下ろした。結鹿の視界から、二人の姿が消える。慌あわてて市女笠を上げたが、すでに、二人の姿はなかった。

　置いていかれたのだ。

　その事実に、結鹿は一いつ瞬しゆん泣きたくなったが、すぐに表情を引き締めた。袖から一枚の札を取り出し、抜いた自身の髪と共に丸め、「左さ京きよう三条大路沿い」と言いながら上空に投げる。瞬き一回。札は黒い烏からすに姿を変え、空を駆かけていった。

　それを見届けてから、結鹿は袿うちきを留めている懸かけ帯おびを素早く外し、袿と市女笠を同時に脱いだ。壺つぼ装しよう束ぞくの下には袿などを重ね着しているのが普通だが、結鹿は稽けい古こ用の狩かり衣ぎぬを着込んでいた。ひねった懸帯で髪を束ね、市女笠の裏に括くくり付けておいた小こ太だ刀ちを腰に差し、代わりに脱いだ袿を丸めて括り付ける。

　二人の姿は見えない。しかし、結鹿の瞳ひとみには空に残る二人の微かすかな妖よう気きの欠片かけらがはっきりと視みえていた。

　地を蹴ける。その姿はすぐに風と同化し、三条大路を東に駆け抜けていった。
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　左さ京きよう四し条じよう四し坊ぼう。ある小路こうじ沿いに、主あるじを失い、静かに朽くちていく屋敷がある。

　築つい地じには大きなひび割れが至るところにあるが、崩れてはいない。

　その屋敷の門を一台の真新しい牛ぎつ車しやがくぐり抜けていったのは、空の半ばに落ち着いた太陽が、世を明るく照らす、未ひつじの刻こくの終わり近くのこと。

　牛車は雑草が生い茂る庭の片隅で止まった。

　中から出てきたのは十代後半と思おぼしき姫ひめ君ぎみだった。姫君は壮そう年ねんの牛うし飼かい童わらわと二人の下男に、「ここで待ちなさい」と言って、一人ひとり、屋敷に向かった。

　姫ひめ君ぎみの姿が屋敷の中に消えたのを見届けてから下男二人も屋敷に入った。

　開け放たれたままの妻つま戸どを通り抜け、蔀しとみが下ろされた廂ひさしを進む。足を止めたのは、今にも崩れ落ちてきそうな御み簾すの前。隙すき間まだらけの御簾の向こう。昼だというのに薄暗い母も屋やの中心に、姫君はいた。こちらに背を向け、縹はなだ色いろの袍ほうをまとった若い男の腕に抱かれている。どちらの顔も見えない。しかし、姫君が身体からだの力を抜き、全てを男に任せていることは分かった。

「まったく、困った姫君だ。親の決めた相手が嫌いやだからといって、男あさりをはじめるなんて、お陰でこっちの仕事が増えてしまった」

　瘦やせた下男のぼやきに苦笑で応えたもう一人の下男は、ふと、おかしなことに気づいた。

　相方の脇わき腹ばらを肘ひじで小突く。

「何だ？」

　押し殺した声で瘦せた下男が問いかける。

「いや、その、これは逢おう瀬せだよな？」

　言いづらそうに、体格の良い下男が問い返す。

　瘦せた下男は眉まゆをひそめ、「当たり前だろう」と少し強い口調で応えた。

「頃合いを見計らって、姫君を連れ出し、男を取り押さえ、今後一切姫君とは会わないと約束させる。ご主人からの命令だ、まさか、今更怖おじ気づいたのか？」

「いや、そうじゃない。そうではなくて、ならば何な故ぜ、ないのだろうと思って」

「ない？　何がないのだ？」

　体格の良い下男は「その、あれだ、寝しん所じよ」とほとんど呟つぶやくような声で言った。

　頰ほほが赤い。気味が悪い。と瘦せた下男は思ったが、「そういえば」とも思い、母も屋やを見る。

　風雨にさらされ、すっかり機能しなくなった調度品がいくつか転がっているが、それ以外は抱き合う男女しかいない。まさか朽くちかけの板敷きの上で事に及ぶはずもない。

　瘦せた男は内心で首を傾かしげた。

　再び、脇腹を小突かれる。「何だ？」というために開かれた口は、そのまま固まった。

　姫君を抱きしめる男の脇腹から、新たに三対の腕が生はえていた。しかも、それは人のものではなかった。太さも長さも倍近くあり、地肌は黒く、そこに細かな毛が生えている。

　蜘く蛛もの足だ。

　体格の良い下男が喉のどの奥で短い悲鳴を上げると、姫君の肩に埋められていた男の顔がゆっくりと持ち上がった。

　八つの真っ赤な目玉が、二人の下男を捕らえる。

「きぃやあぁぁぁぁぁぁっっっっっ！！！！！」

　瘦せた下男は叫さけび、気を失った。その上に、御簾が崩れ落ちる。

　陶とう然ぜんとしていた姫君は顔をしかめながら、首だけ振り返った。その視界に、黒い棒が映り込む。姫ひめ君ぎみは呆ぼう然ぜんとその棒を辿たどり、それが今、自分を抱きしめている男の脇わき腹ばらから出ていることを知ってしまった。

　冷たいものが姫君の身体からだを走り抜ける。

　男と触れあっている箇所だけが妙みように温かく、それが余計に恐ろしかった。

　姫君の足から力が抜ける。しかし、力強い腕がその身体を支えた。

　そして、姫君は見てしまった。

　自分を抱きしめる男の姿を。その開かれた口に生えた、無数の鋭い牙きばを。八つの目玉に映る自身の姿を。

「いやあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっっ！！！！！」

　あまりの声量に、男の腕が少しゆるむ。姫君の身体が床に投げ出された。瞬しゆん間かん、体格の良い下男は近くにあった欠けた角つの盥だらいを男の顔目がけて投げつけた。男は身をひるがえし、姫君との間に距離が生まれる。

「うわあぁぁぁぁぁぁっっっ！！！」

　自身を奮い立たせるため、下男は声を上げながら姫君に駆かけ寄り、その身体を抱き上げた。

　蜘く蛛もの足が下男を狙ねらう。下男は傷つきながらも、姫君を離さず、妻つま戸どを目指した。

　その右太ももに、蜘蛛の足が刺さる。苦く悶もんの声と共に、下男は姫君を抱き込み倒れ込んだ。

　男が迫る。下男は姫君を自身の背後に押しやり、「お逃げ下さい」と繰り返した。しかし、姫君は震えながら、「無理よ、無理だわ」と呟つぶやき、首を左右に振り続けた。

　蜘蛛の足が、下男の左腕を刺す。

　男女の絶ぜつ叫きようが響く中、男は余計な六つの目を引っ込め、美しい人の顔で傷だらけの下男と、姫君を見下ろし、笑えんだ。

「うるさく騒ぎ立てて人の食事を邪じや魔ましたのですから、死んで詫わびて下さい。蛙かえるが」

「代わりにお応え致しましょう。手前てめえに言われたくねぇよ、下げ種すな蜘蛛野郎が、死ね」

　男の腹から、刀が生はえた。

　男が振り向くと、そこには刀の柄えをしっかりと握りしめた頼より親ちかがいた。男の顔に笑みが広がる。

「おや。蛙が増えた」

「軽口はそこまでです」

　刃が走り、男の胴が半分切り裂かれた。

　左脇腹から現れた銀色の刃に続き、赤黒い液体が辺りに飛び散る。男は身体を揺ゆらしながら、自身の体液で出来た水たまりに倒れ、そのまま動かなくなった。

「おい。飛んだぞ」

　下男と姫君を妻つま戸どの外に避難させた鈴すず城しろが、頰ほほに当たった赤黒い液体を手の甲こうで拭ぬぐう。その手もとで揺れる、模様にも、文字にも、絵にも見える何かが記された札の束を見て、頼親は鞘さやに収めようとしていた刀を構え直した。

「まだですか？」

　鈴すず城しろは頷うなずき、札の半分を無造作に放り投げた。ばらけた札は空を舞い、蔀しとみや柱、天井に貼はり付き、淡く輝く。

「何をしたのですか？」

「出入りをしにくくするついでに、外から中が見えづらくした。だから、結構凄すごいことしても大丈夫だ。存分に暴れろ」

「すごいですね。流石さすがは陰おん陽みよう師じ」

「いや。これはおれの血を利用して簡素化した結界だから、普通の陰陽師は使えないぞ。似たようなことは出来るかもしれないがな。

　大体、勘違いしている輩やからが多すぎる。陰陽師は皆こういうことが出来るとか、陰陽師の仕事はこんなことばかりだとか勝手に思い込みやがって。この世にある様々なモノやコトを陰いん陽よう五ご行ぎように当てはめ、関係性を論理的に紐ひも解とき、それらを踏ふまえた上で星を観、暦こよみを作り、良き方角や悪あしき方角を探さぐり、人々を災さい厄やくから遠ざけるのが本来の職務だというのに」

「はいはい。妖あやかし退治は副産物、ですよね？」

「実は、それも少し違う。試験ならば、まぁまぁ出来ました、くらいだから、札一枚だな」

「あなたの血が混ぜられた墨すみ付きの紙なんて、こっちから願い下げです」

　軽口を叩たたきながら、二人は男から目を離さなかった。

　そして、二人の目の前で男は笑い出した。切り口から赤黒い液体が噴き出す。赤黒い液体にまみれた顔が、二人を見上げた。

「面白い。面白い蛙かえるですね。あぁ残念です。女だったら喰くらってやったのに」

「……お前が、四人の姫君達を殺したのか？」

　瞳ひとみに鋭するどい光を宿し、鈴城は男を見た。男が楽しくて仕方がないというように身をよじる。

「だったら？」

「おれがお前を滅ぼす」

　言葉と同時に、一枚の札が男に向かって放たれた。しかし、札が男に届く前に、男の姿は崩れ、赤黒い液体と同化した。札はそのまま水たまりの上を通り過ぎ、柱に貼り付く。

　母も屋やの半分を占める赤黒い水たまりの表面が笑うように震え、盛り上がった。

　瞬まばたき三回。

　水たまりは消え、代わりに闇やみを溶かした青い腹を持つ、一匹の巨大な蜘く蛛もがいた。顔だけで、二人の身長を超えている。

「それがお前の真の姿、ってところかな？」

　札をかざし、鈴城は不敵に笑えんだ。

　頼より親ちかも改めて刀を構える。

　蜘く蛛もが耳みみ障ざわりな声で笑い、尻しりから糸の束を吐き出した。糸の束は蛇へびのようにうねり、絡からまり、柱と同じくらいの太さになった。先端は鋭く、腹を刺されれば、良くて即死、最悪の場合、真っ二つに裂けた骸むくろをさらすことになるだろう。

　先ほど、腹を割かれた意趣返しのつもりなのかも知れない。

　しかし、大人しく報むくいを受ける気はない。

　頼より親ちかは駆かけ、蜘蛛の横手から背後に回り込んだ。足と糸の束が襲いかかるが、何とか刀で軌き道どうを反らす。

　正面で八つの瞳ひとみと睨にらみ合う鈴城も、振り下ろされる足を身軽に避けながら、蜘蛛の動きを封じるため、札に力を込める。

「ひあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっっ！！！！！」

　絶ぜつ叫きようが轟とどろいたのは、札を放つ直前。

　廂ひさしに塵ちりまみれの瘦やせた男がいた。気を失っていた下男だ。腰が抜けているらしく、手足をばたつかせているが、埃ほこりを飛ばすことしか出来ていない。

　無表情にしか見えない蜘蛛の顔が確かに笑えむのを鈴すず城しろは見た。

　蜘蛛の足が下男に向けられる。

　頼親と鈴城は何も考えることが出来なかった。
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　門から一台の牛ぎつ車しやが出ていった。牛うし飼かい童わらわは必死の形相で牛を急せかし、いつもの倍近い速さで進んでいく。

　その横を一陣の向かい風が通り過ぎていった。

　甘い香りが漂う。若い娘の身体からだから自然と発せられる何ともいえない香りが、その風からは漂っていたのだ。

　牛飼い童は思わず振り返ったが、勿もち論ろんそこには誰もいなかった。




　風の速さで門をくぐり、庭を抜けた結ゆい鹿かは、血の跡が真新しい簀すの子この上で立ち止まった。隅の方に、頼親に貸した市いち女め笠がさも転がっていたので、間違いない。

　立ちこめる血の臭においに顔をしかめながら、一番近くにあった妻つま戸どに手をかける。押しても引いても動かない上、音も聞こえてこない。

「鈴城兄様の術ですね」

　嫌いやな予感が結鹿の胸の中で音を立てた。

　市女笠を簀子の隅に置き、鞘さやから抜いた小こ太だ刀ちを正せい眼がんに構え、目を閉じる。深く息を吸い、吐く。刀身に銀色の雷が生じ、髪や衣ころもが風もないのにはためいた。瞬しゆん間かん。結鹿は目を開け、腕を引き、妻つま戸どの中心を刺し貫く。

　刃とふれ合った箇所から鈍にぶく甲かん高だかい音が周囲に広がり、その音が止やみ終わらない内に、今度は室内から何十という鈴の音ねと、何十という紙が一斉に破れる音がした。

「……妻戸の周辺だけのつもりだったのですが……」

　小こ太だ刀ちを抜き、鞘さやに戻しながら、結ゆい鹿かは情けない顔と声で呟つぶやいた。

「やはり、私はまだまだですね」

　妻戸がゆっくりと自然に開かれる。立て付けが壊れていたのだ。結鹿は表情と気を引き締め、足を踏ふみ入れた。




　敷居を越えた瞬間、白い何かが結鹿に襲いかかった。

　反射的に横に飛ぶと、一いつ瞬しゆん遅れて鈍い音が響き、埃ほこりと共に千ち々ぢに破れた紙片が舞い上がる。先ほどまで結鹿がいた場所には、太い丸太のような真っ白いものが突き刺さっていた。

　結鹿がそれを小太刀で薙なぐと、床に刺さった部分は硬度を失い、床の上にだらりと垂れ落ちた。断面がほぐれている。

「糸？」

　呟きと共に、先端をなくした糸の束が、今度は何十本という白い紐ひもに姿を変え男装の姫ひめ君ぎみに向かってきた。小太刀を操あやつり、その全てを切り落とすと、糸の束は逡しゆん巡じゆんするように揺ゆらめいてから、一斉に引いていった。

　油断なく糸の行方ゆくえを追うと、闇やみの中に、巨大な蜘く蛛もがいた。

　赤い八つの瞳ひとみが結鹿を映す。

「いい腕ですね」

　少々しゃがれているが、喜色を含んだ若い男の声が蜘蛛の口からこぼれ出る。

　結鹿は小太刀の切っ先を蜘蛛の顔に向けながら、鈴すず城しろと頼より親ちかの気配を探さぐった。

　蜘蛛の口が歪ゆがむ。笑ったのだ。

「もしや、こいつらを探しているのですか？」

　言いながら、蜘蛛は一番頭に近い二本の足を持ち上げた。

　結鹿は動どう揺ようを無理矢理内に押さえ込んだ。

　蜘蛛の足の先に、鈴城と頼親はいた。鈴城の狩かり衣ぎぬが派手に破れているが、怪け我がをしている様子はない。気を失っているようだ。

　蜘蛛は鈴城をぶら下げた足を少し揺ゆすった。足や腕が力なく揺れる。

「こいつは、今もそこら辺で転がっている男をかばったのです。男と私の足の間に滑すべり込んできました。足は直撃しなかったのですが、掠かすりましてね、見事こいつは吹き飛んで、床に叩たたきつけられて気を失いました」

　今度は頼親をぶら下げた足を少し揺する。足や腕と共に腰の鞘が揺れたが、刀は見あたらない。

「足が当たらなかったのは、こいつが刀を投げてきたせいでしてね。だから少し足をずらしたのです。その後、こいつは後ろ足で蹴けり飛ばしてやりました。蔀しとみに当たって、やはり気を失いました。ちなみに、刀はその辺に折れ曲がって転がっています。

　さて、では何な故ぜ、私はこいつらを生かしているのでしょーか？」

「…………」

「応えは最初から期待していないので、勝手に言わせて頂きます。

　餌えさを盗られた腹いせに、起きている時に、とっても痛い方法で殺そうと思っています」

　おどけた声に嫌けん悪お感を抱いだきながら、結ゆい鹿かは口を開いた。刀身に銀色の雷が巻き付く。

「滅びる覚悟はありますか？」

　蜘く蛛もは笑った。笑ってから、先ほどとは打って変わった真しん摯しな声で応えた。

「残念ながら、私が滅びるのはお前の腕の中じゃありません」

　糸の束が何百という紐ひもと化し、結鹿を包み込む。

　刃を水平に構え、結鹿は一回転した。紐が全て斬きれた一いつ瞬しゆんの内に後方に飛び、着地した瞬しゆん間かん、足裏に力を込め、跳ちよう躍やくし、蜘蛛の背中に乗り移る。

　厚手の布を空に張り、その上を歩いているような心こころ許もとない感触に違和感を覚えながら、片かた膝ひざをつき、銀色の雷をまとわせた小こ太だ刀ちを両手で握りしめ、振り上げた次の瞬間。心許ない感触が水音と共に消えた。身体からだが真まっ直すぐ下に落ちていく。落下はすぐに止やんだが、胸もとから下が水に浸ひたっているように冷たく、衣ころもが重い。

　視線を落とすと、結鹿の身体は胸もとまで蜘蛛の身体に沈み込んでいた。身じろぐと、蜘蛛の身体から赤黒い雫しずくが飛び散り、結鹿の頰ほほや袖にへばりつく。

「そこまでです」

　視界に影が差し、声は上から聞こえてきた。

　仰あおぐと、青い衣をまとった若い男が結鹿の顔を背後からのぞき込むように見下ろしていた。

「あなたは……」

「残念でしたね。筋はとてもよかったですよ？　でも、君は詰めが甘かった。私が何であるか、知らなかった」

　言葉と共に、男の姿は赤黒い液体の塊かたまりに変わった。

　結鹿の目が見開かれる。

「……水、蜘蛛？」

「そう。私は水に守られているのです。まぁ元はただの蜘蛛ですが、ね」

　液体は再び男の姿に変わり、笑えんだ。

　結鹿は唇くちびるを嚙かみしめながら、振り上げたままの小太刀を握りしめた。その瞳ひとみに、赤い煌きらめきが宿る。男はそれは見て嬉うれしそうに笑みを深めた。

「君は不思議な力をお持ちのようだ。いや、私と同族なのかな？　しかし、その力を私の体内で使えば、私に囚とらわれているあいつらも影響を受けますよ？」

　水で形作られた男は蜘く蛛もの足に囚われたままの少年達を見た。足が動き、二人の身体からだが揺ゆれる。

「あっ……」

「それでもいいなら、どうぞ」

　結ゆい鹿かの顔から血の気が引き、瞳ひとみは漆しつ黒こくに戻る。

　男は嘲ちよう笑しようをこぼしながら、結鹿の頰ほほに手を伸ばした。場違いな香こうの香りが男の袖から漂ってくる。良い香りだが癖くせが強い。顔をしかめ身じろぐと、男は容よう赦しやなく空あいている方の手で結鹿の首を摑つかんだ。息が詰まる。苦く悶もんの表情を浮かべる結鹿の顔を嬉しそうにじっくりと眺ながめながら、男は爪つめで柔らかな頰に一筋の傷をつけた。
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　血がにじむ。それを舐なめ、男は「おっ」と言った。再び舐める。

「何ということだ！　何だ、君は。一体何者なのですか？　こんなに美お味いしい血ははじめてです。ただ者ではないと思っていましたが、この美味しさは尋常じゃない！　いやぁ～今日きようは餌えさを取り逃がしてついてないなぁと思っていたのですが、逆ですね。こんな大物がかかるなんて……」

　ふと、男は言葉を切り、慌あわてて顔を上げた。

　その額ひたいに、一枚の札が貼はり付く。

「尋常じゃないのはお前の方だ！」

　男の身体からだが弾はじけた。赤黒い液体が飛び散り、札と共に結ゆい鹿かの顔に落ちる。

「鈴すず城しろ兄様！　頼より親ちか兄様！」

　札をばらまきながら鈴城は笑えみを浮かべ、頼親は「落ち着きなさい」と言いながら、結鹿の背後に回り込み、両りよう脇わきに腕を通すと、「よっ」という間に身体を引きずり上げた。そのまま膝ひざを掬すくい上げ、横抱きの格好で床に飛び降りる。

「だっ、大丈夫ですか？　その、お身体は……」

「別に怪け我がはしていませんよ。意識も少し前から戻っていました。抜け出す機会をうかがっていたところに、あなたが来たのです。お陰で、こうして相手の隙すきを突くことが出来ました。ありがとうございます」

　綺き麗れいな微笑を浮かべる頼親に、結鹿は頰ほほを朱しゆに染めながら「いえ、その、どう致しまして」と笑え顔がおを返した。その頰に、肩に回されていた頼親の手が触れる。そこには、先ほど蜘く蛛もにつけられた傷があった。

　頼親の顔が悔くやしそうに歪ゆがむ。しかし、男装の姫ひめ君ぎめはその理由が分からず、不思議そうに小首を傾かしげた。

「おい！　一ひと先まず、蜘蛛の動きは封じたから、おっさん助けて外に出るぞ！」

　横に降り立った鈴城が、指示を飛ばす。しかし、足を踏ふみ出そうとした瞬しゆん間かん、蜘蛛の背中から紙片の雪が降り注ぎ、三人の周囲を糸の壁が囲んだ。壁は頭上で一つにまとまっているため、人が出入りできるような隙すき間まはない。床の板敷きはだいぶ痛んでいるが、出入り口を造るだけの時間をくれるほど、蜘蛛はのんびり屋ではないだろう。

　嫌いやな汗を搔かきながら、鈴城が指で頰を搔いた。

「おかしいな。ありったけを使ったから、だいぶ時間を稼げると思ったんだが」

「思うだけなら自由ですよ。私も今だけは、これを刀と思います」

　結鹿を下ろし、頼親は近くに落ちていた灯台のなれの果てを摑つかみ、構えた。

　二人の背中に守られながら、結鹿も小こ太だ刀ちを構えようとしたが、腕に力が入らない。

　くぐもってもなお耳みみ障ざわりな笑い声が響き、糸の間から蜘蛛が顔を出す。

「君達。そんなもので私に立ち向かうつもりですか？」

「案外凄すごい威力があるかも知れませんよ？」

「おれの札が見えないのか？　お前、さては阿あ呆ほうだろう。知っているか？　阿呆は一度あの世に逝いかなければ治らないらしい」

「本当に、お前達は蛙かえるのようによく鳴きますね」

　冷たい声と共に、壁から生はえた無数の紐ひもが鈴城と頼親に襲いかかった。退けることが出来たのは数本だけで、二人は瞬まばたき五回の間に、白い蓑みの虫むしに姿を変えた。顔は出ているが、よほど鳴き声が気にくわなかったらしく、口には糸が巻き付いていた。鼻は出ているので、呼吸は出来る。

　二人は力の限り身をよじったが、糸はゆるまなかった。

「兄様！」

　悲痛な声を上げる結ゆい鹿かの目の前に、一本の紐ひもが伸びてきた。先端が尖とがっている。

「お前達は、この子を喰くってから、とても痛い方法で殺してあげましょう」

「それは勘弁して貰もらえないかな？　多分そこにいるの、俺の可愛かわいい弟分だから」

　声は壁の外から聞こえてきた。

　何かが裂ける音が響き、糸の束から硬度が失われる。慌あわてて顔を出したので、蜘く蛛もの顔は糸の崩壊に巻き込まれずに済んだ。量の割には軽い音を立てて、糸が床に落ちる。

「顔を隠して、尻しり隠さず……滑こつ稽けいだな」

　嘲ちよう笑しようを含んだ先ほどの声は、尻の方から聞こえてきた。しかし、気配は感じられない。矛盾が不安と恐怖を伴ともなって蜘蛛の中でけたたましい警けい鐘しようを鳴らす。

　慎重に振り返ると、尻から出ている糸が全て、根本から断ち切られていた。その傍かたわらに、褐かち衣えをまとった青年が二人、佇たたずんでいる。

　一人ひとりは長刀を構えた癖くせの強い赤い髪の美丈夫。先ほどの声の主でもある、碓うす井い貞さだ光みつ。

　もう一人は、美丈夫よりも少し年下の、柳りゆう葉よう刀とうを振り下ろした美青年。糸を切断した、藤ふじ原わらの保やす昌まさ。

　蜘蛛は八本の足を器用に動かし、身体からだを半回転させた。糸に埋うもれている三人のことは、思考から意図的に排除する。今、何よりも注意しなければならないのは、二人の青年だと、本能が告げていた。

　物騒な光りを宿した八つの赤い目玉に、青年二人の姿が映る。しかし、柳葉刀についた糸を振り払い、その切っ先を蜘蛛に向けた保昌の瞳ひとみには、それを上回る殺気が輝いていた。

「待て、保昌。俺がやるから、お前は悪わる餓が鬼き共を頼む」

「しかし……」

「頭を冷やせ。屋敷ごと壊すつもりか？」

　保昌は不ふ承しよう不ぶ承しよう、刀を下ろした。

　先の尖った無数の糸の束が、二人に向けられる。

　その全てを一歩前に出た貞光が一振りで切り落とした。勢いを殺さず、柄えを両手で握りしめ、返す刃で空を横一文字に薙なぎ払う。

　刃は届かなかったが、生じた風に巻き込まれ、蜘蛛の巨体は柱に叩たたきつけられた。赤黒い液体が派手に飛び散った。




　切られた蜘蛛の糸が舞う中、保昌は糸の小山に駆かけ寄った。

「結ゆい鹿か姫！　頼より親ちか殿、鈴すず城しろ殿！」

　名前を呼ぶと、一番盛り上がっている中心辺りがうごめいた。近づき、糸をはぎ取ると、すぐに頼親と鈴城が顔を出した。二人の間から、結鹿も発掘された。

「大丈夫ですか？」

　三人は顔についた糸を取りながら頷うなずいた。

「昌まさ兄上は、どうして、ここにいるのですか？」

　頼親の問いに、保やす昌まさは微かすかに笑えみを浮かべた。

「私達は、数日前から晴せい明めい様の依頼で巡回をしていたのです」

「そうそう。そうしたら、空を伝令用の式しき神がみ烏がらすが大だい内だい裏りの方に飛んでいくから、こりゃぁ何かあったな、と思って烏が飛んできた方に行ってみれば、血の臭においをばらまきながら疾しつ走そうしている牛ぎつ車しやがいて、捕まえて問いただしたら、二人の少年と下男が化け物と一いつ緒しよにいるから助けてくれって言われてさ。情けは人のためならず、だな。後でちゃんと礼を言いにいけよ。あいつらがいなかったら、お前達、死んでたぞ」

　保昌の肩に肘ひじを置き、長刀を背中に戻した貞さだ光みつが意地の悪い笑みを浮かべる。その瞳ひとみの光に、頼親と鈴城は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの心ここ地ちを知った。

　保昌は訝いぶかしげに、貞光の顔を見上げた。

「貞光殿、蜘く蛛もはどうしました？」

「逃げられた」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で告げ、貞光は親指で背後を差しながら保昌から離れた。

　見ると、蔀しとみの一部に拳こぶし大の穴が空いていた。少量の赤黒い液体が破損部分から垂れ落ちている。

「捕まえようと近づいたら、あそこからするするっと出ていったよ。気配を探さぐったが、すぐに消えた。あいつが〝姫殺し〟の元凶か？」

　最後の方は、保昌にだけ聞こえるように声を落とした。保昌は三人の方を一いち瞥べつし、小さな声で応える。

「そうですね。〝夢売り〟の話とも一致していますし」

「でも、あれ蜘蛛でいいのか？　なんか、こう赤黒い水のようにも見えたけど」

「水の加護を受けているのでしょう。晴せい明めい様も、蜘蛛は水すい神じんの眷けん属ぞくである可能性が高いと仰おつしやっていたではないですか」

「そうだっけ？」

「そうですよ。それに、血の中に蜘蛛の臭いもしたので、あれはやはり蜘蛛です」

「じゃぁ間違いないな。っていうか、やっぱりあれは血だったのか、気持ち悪」

「正確には、血が大量に混じった水ですね」

　貞光は「そうか、そうか」と言って保昌の頭を撫なでた。保昌は微び妙みような顔をしていたが、振り払ったりはしなかった。

「さて。ところでそこなる悪童さん」

　保やす昌まさの頭から手を放し、貞さだ光みつは所在なげに佇たたずむ糸まみれの三人を見た。怒気を宿したその視線に、三人の身体からだが震える。

「さっき、俺達にどうしてここにいるのか聞いたが、それは丸々こっちの台詞せりふだ。どうして、出仕しているはずの、怪異に関してはまだまだ未熟者で、関わることを許可されていないはずの頼より親ちかと鈴すず城しろが、結ゆい鹿か姫まで引き連れて、こんな場所にいるんだ？」

「それは……」

「言い訳は止やめろよ。お前達は死ぬところだったんだ」

　はっきりと言われ、頼親は中途半端に開いていた口を閉じた。握りしめた拳こぶしが震える。それは鈴城も同じだった。敗北の証あかしのように、身体にへばりついた糸が情けなさを助長する。

　不意に、保昌が目を見開いた。

「まさか、あの噂うわさを耳にしたのですか？」

「噂？」

　貞光は訝いぶかしげな声を出したが、すぐにそれが何か思い当たり、改めて三人を見回した。そして、結鹿の異変に気づいた。

　足もとがおぼつかず、肌は上気し、呼吸も荒い。

　かたくなに口を閉ざす二人を押しのけ、貞光は結鹿に詰め寄った。「姫、失礼するよ」と断ってから、その額ひたいに触れる。

「熱！」

　その声に押されたように、結鹿の身体からだが大きく揺ゆれ、崩れるように後ろに向かって倒れていった。貞光が素早く抱きとめ、横抱きに抱え上げる。

「何だこれ。全身熱い」

「結鹿？」

「結鹿姫！」

　頼親と鈴城が顔をのぞき込むが、半分開かれた瞳ひとみは焦しよう点てんを結んではいなかった。意識が朦もう朧ろうとしているのだ。

　それでも離れがたく二人が結鹿の顔を見つめていると肩を叩たたかれた。保昌だ。

「済みません。退いて下さい」

　何か言い返そうとしたが、保昌に視線で「あなた達に何が出来ますか？」と問いかけられ、頼親は拳を握りながら、鈴城は唇くちびるを嚙かみしめながら結鹿から離れた。

　入れ替わり近づいた保昌は、その頰ほほに触れ眉まゆをひそめた。

「貞光殿。一ひと先まず結鹿姫を晴せい明めい様のお屋敷に運んで下さい。晴明様への連絡は私がします」

「分かった」

　貞さだ光みつは妻つま戸どから簀すの子こに出た。腐りかけた高こう欄らんに飛び乗り、空を仰あおぐ。日が延びてきたので、空はまだまだ青いが、だいぶ雲が浮かんでいた。

「よしっ」

　頷うなずくその背に光が灯ともる。高こう欄らんを蹴けり、空に身を投げ出すと、光は弾はじけ、光の粒は漆しつ黒こくの羽に変わり、大きな翼つばさを形成した。同時に、風に煽あおられた髪が根本から毛先にかけて波紋が広がるように深しん紅くに染まる。

　つま先が大地に触れると、そこから風が生まれ、螺ら旋せんを描きながら天を目指す。貞光は柔らかく膝ひざを曲げ、跳ちよう躍やくした。布をすり抜け、その背から生えた漆黒の翼が、流れるように数度うねり、風に乗る。

　天てん狗ぐと男装の姫ひめ君ぎみの姿は、すぐに空に浮かぶ雲に紛まぎれ、見えなくなった。
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　崩れた屋根の一部や、壊れた道具の下で、瘦やせた下男は意識を取り戻した。

　身体からだの至る所が痛いが、我が慢まん出来ないほどではない。

　うつぶせに倒れたまま、怖おず怖ずと首を起こし、辺りをうかがう。少し離れた場所に人影が三つ見えたが、化け物の姿は見あたらない。安あん堵どの息が自然とこぼれた。

　身体から力が抜ける。塵ちりまみれな自身の右手を見て、年とし甲が斐いもなく泣きたくなった。しかし、人がいるので、唇くちびるを嚙かみしめ、何とか堪こらえた。

「あぁ……どうして私がこんな目に……」

　ぼやきに応えるように、鈴すずの音ねによく似ているが、全く違う澄んだ音が聞こえてきた。音のした方に振り返ると、白く丸い物が塵の上を転がっていた。手を伸ばして届く距離だ。下男は誘われるように、その白く丸い物を手に取った。

　うずらの卵より一回りほど大きい。表面はなめらかで、傷一つない。一見すると白いが、見る角度によって、青や緑にも見えた。しかも、微かすかに温かい。

「これは、真珠か？　いや、しかし、こんなに大きいものなのか？」

　首をひねりながらも、その心はすっかり、真珠と思おぼしき玉に魅せられていた。

　愛いとおしげに表面を撫なでる。

「きっと、大変な思いをした私に、神仏が下さったのだろう」

　自身に言い聞かせるように呟つぶやくと、三つの足音と話し声が近づいてきた。下男は慌あわてて玉を懐ふところにしまい、気を失っているふりをした。
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　夕刻。晴せい明めいの屋敷。西日が差し込む寝しん殿でんの母も屋やで、頼より親ちかと鈴すず城しろはそれぞれの兄と向かい合っていた。兄達の後ろには、貞さだ光みつと保やす昌まさも控えている。

　皆、無言のまま、どれほどの時が経ったのか。簀すの子この方から足音が二つ。近づいてきた。

　一同の視線は、南みなみ廂びさしに現れた美び姫きの姿をした晴明と、凪なぎ子こに注がれた。

「晴明様。結ゆい鹿かの様子はどうですか？」

　滋しげ範のりの問いに、晴明は表情をほんの少し和やわらげた。

「大丈夫です。三日も経てば熱も引きますよ」

　室内に安あん堵ど感が広がる。しかしそれは、晴明の小さな咳せき払ばらいによって、一いつ瞬しゆんで張り詰めたものに変わった。

　晴明は頼より光みつと滋範の間に腰を下ろし、凪子は鈴城の横に移動したが、用意されていた円座には座らず、立ったまま衣ころもを握りしめ、うつむいた。震えているが泣いてはいない。

「凪子姫、座りなさい」

　優しくも、有無を言わさぬ晴明の声で、やっと凪子は円座に座った。

「事の子細は聞きました」

　全ての感情をそぎ落とした声で晴明は告げる。

「鈴城殿」

　名指しされ、鈴城は膝ひざの上の手に力を込めながら「はい」と返事をした。

　様々な感情が押し込まれ、無にも見える瞳ひとみが、鈴城を捕らえる。背筋に嫌いやなものを感じながら、年若い文官はその瞳ひとみを真っ正面から受け止めた。

「分かってくれていたのではないのですか？」

「…………」

「どうして、怪異に手を出したのですか？」

「…………」

　晴明は一度目を閉じ、頼親を呼んだ。

「はい」

「今日きよう、右う近この衛え府ふに行ったそうですね」

「……はい」

「何か、聞きましたか？」

　鈴城が息を吞のむ。頼親は目を見開き、次いで唇くちびるを嚙かみしめ、うつむいた。

　晴明は一度目を閉じ、凪子を呼んだ。

「はい」

「昨日きのう、在あり原わらの露つゆ春はる殿のお屋敷で何があったのですか？」

　凪子の身体からだが大きく震えた。

「泣きながら、結鹿姫に抱きついたと聞きましたが……」

　美び姫きの背後に、青年の姿をした雨う暗あんが現れる。その静かな視線を受け、凪なぎ子こは少しためらってから小さく頷うなずいた。

「話して、くれますね？」

「……一人ひとりで、東ひがしの対たいの庭を見にいったのです。そうしたら、簀すの子こに、数人の女によう房ぼうが現れて……」

　思わず、凪子は近くの木の陰に隠れてしまった。別に後ろめたいことなど何もないのだが、今更出ていくのも、何だか間が抜けている。仕方なく、そのまま女房達が去るのを待つことにした。

　幸い、彼女達は、何やら楽しそうに話しながら、どんどん簀子を進んでいく。

　もう少しで角という所で、一人が声を潜ひそめながら、『とっておきの噂うわさ話ばなし』を披ひ露ろうした。

「どのような、噂話だったのですか？」

　優しく促うながされ、口を数回開閉させてから、凪子は今にも泣き出しそうな震える声で告げた。

「〝姫殺し〟の元凶は、坂さかの上うえ家けの結ゆい鹿か姫だ、と」

　ふっくらとした頰ほほに、涙がこぼれる。それでも、凪子はそれが義務だというように続けた。

「伊い勢せの鈴すず鹿か山やまの山中で育った鬼姫が、人の血肉の味を覚えたのだ、と、右う近この衛え府ふで、まことしやかに囁ささやかれている、と……確かな、話だと……笑いながら、得意そうに、言って、いました……ゆる、許せなかった……だから、だから、〝姫殺し〟の資料を……気がついたら、写して……」

　袖に顔を埋うめ、凪子は泣き崩れた。

　見るに堪たえないというように、貞さだ光みつは顔を手で覆い、保やす昌まさは顔をそらした。

「……やはり、そうでしたか」

　晴せい明めいの口からため息がこぼれる。雨暗の姿は消えていた。

「阿あ呆ほう」

　深い怒気をはらんだ声は、滋しげ範のりの口から室内に広がった。激しい怒りの炎を宿した双そう眸ぼうは、不気味に輝いている。

　その声に、目に、鈴すず城しろはどうしようもない苛いら立だちを覚えた。自分の中にある何かが弾はじける音を聞きながら立ち上がり、吼ほえる。

「じゃぁどうすればよかったんだよ！　妹が、結鹿が怪異の元凶だなんて噂を聞き流せって言うのか？　それが利口ってことか？　なら、おれは阿呆で十分だ！」

「格好つけるな！　向こう見ずに飛び出した結果をしっかり見ろ！　お前達は守ろうとした相手に守られたあげく、傷つけたんだぞ！」

「うるさい！　何もしなかったくせに！　兄上は結鹿のことが大切じゃないんだ！　まだ、吹き飛ばされたことを根に持っているんだ！　結鹿のことを鬼だと思っているんだ！」

　鈴城の身体からだが真横に飛び、床に叩たたきつけられる。屋敷が小さく揺ゆれた。

「鈴すず！」

　頼より親ちかが慌あわてて鈴すず城しろに駆かけ寄ろうとしたが、それよりも早く、一いつ瞬しゆんで立ち上がり、距離を詰め、弟の頰ほほに平手を叩たたきつけた滋しげ範のりが弟の胸ぐらを摑つかみ上げた。よく似た顔が、至近距離で向かい合う。片方は凍えるような怒気を、少し幼いもう片方は泣きたくなるような悔くやしさをにじませていた。

「……お前の目に、私がどんな風に映っているのかなんて、別にどうでもいい。でもな、自分だけが……自分達だけが、結ゆい鹿かを心配していると思うな！」

　唇くちびるの間から絞しぼり出された滋範の声は、表情に反し、とても悲しい色をまとっていた。

　沸騰していた鈴城の頭が一瞬で冷える。兄の目には涙がにじんでいた。

「滋しげ」

　感情を殺した低い声で、頼より光みつは幼なじみの名を呼んだ。滋範は鈴城の胸ぐらから手を放し、晴せい明めいを一いち瞥べつしてから、「風に当たってきます」と言って母も屋やを出ていった。

　冷たい静せい寂じやくに包まれた室内で、鈴城は上半身を起こし、その場にあぐらを搔かいた。頼親とやっと涙が引いてきた凪なぎ子こが心配そうな顔していたので、微笑を浮かべてみせると、赤く腫はれた頰ほほが痛んだ。

「それくらいで済んで、よかったですね」

　柔らかな声に顔を向けると、美び姫きは微笑を浮かべていた。

　真意が摑めず鈴城が困惑していると、晴明は笑えみを深めた。

「もしも、結鹿姫が後をつけていなければ、連絡用の式しき神がみを放っていなかったら、貞さだ光みつ殿と保やす昌まさ殿の到着が遅れていたら、あなた達は今頃、痛みを感じることも出来なくなっていた、ということです」

「そんなの……」

「分かります。あなた達が対たい峙じした蜘く蛛もは水すい神じんの眷けん属ぞくで、しかも、水神の力を持っていたのですから」

　鈴城は目を見開き、固まった。頼親と凪なぎ子こも、息を吞のむ。

　晴明は微苦笑をこぼしてから、表情を改め、続けた。

「〝姫殺し〟には水神が関わっているのですよ」
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「滋」

　池の縁ふちに佇たたずんでいた滋範が肩越しに振り返ると、頼光が軽く片手を挙げながら駆かけてきた。その後ろには、貞光と保昌もいる。

　日は沈み、辺りは薄い闇やみに包まれていたが、夜目が利く一同には何の障害にもならなかった。

　成人男性四人が、池の縁に集合する。

　しばらく皆、無言だった。貞さだ光みつが石を拾い、池に投げる。石は水面を四回跳はね、沈んでいった。保やす昌まさがそれを真ま似ねる。五回跳ねた。貞光に頭を叩たたかれた。

　滋しげ範のりの口もとが、微かすかにゆるむ。それを見て、頼より光みつが口を開いた。

「晴せい明めい様が〝姫殺し〟について分かっていることを悪童達に教えるからと、追い出されてしまったんだ」

「そうか」

　応えながら石を拾い、空に投げては受け止める。

「鈴すずのこと、許してあげなよ」

「叩いてすっきりした」

「難しい年頃なんだよ」

「すっきりしたって、言ってるだろう」

　水面に向かって石を投げる。七回跳ねた。貞光と保昌から拍手が送られた。

「でも、気持ちは分かるよ。あの真まっ直すぐさは、今の私達には少し眩まぶしいね。それに、少し羨うらやましかった。あんなに真っ直ぐ自分の想いを言える鈴が」

　自じ虐ぎやく的な笑えみを浮かべ、頼光も石を拾う。具合を確かめるように十本の指で表面を撫なでる。保昌はその手つきが卑ひ猥わいに見えたが、何も言わなかった。貞光は馬ば鹿か正直に「頼光兄、なんかその手つき、いやらしいぞ」と言ってしまったため、胸に肘ひじを喰くらい、地面に沈んだ。

　石を投げる。九回跳ねた。滋範と保昌から拍手が送られた。

　頼光が腕を下ろすと、拍手を続けながら、滋範が言った。意地の悪い笑みが浮かんでいる。

「伝えるべき相手に言えなければ、どんな言葉も意味はないだろう？」

「あぁ……それも、そうだね」

　頼光も、よく似た笑みを浮かべた。
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　守もり平ひらから買った、鏡を背負った青い蜘く蛛もが洛らく中ちゆうをうろついている、という〝夢〟の中で、晴明が一番気になったのは『鏡』だった。

　守平が視みる〝夢〟は現実に起こった出来事だが、〝夢〟で〝視た〟妖あやかしなどの力が強いと、守平が蝶ちように意識を移している場合を除き、その姿をそのまま〝視る〟ことが出来ず、象徴的な姿に勝手に変わって〝視えて〟しまう。そして、今回の〝夢〟に出てきた『鏡』も、その類たぐいだと、晴明は読んだ。

　青銅は青と解釈できる。青は五ご行ぎようで〝木もく気き〟を表す色だ。

　更に、『鏡』には蛇へびの鱗うろこのような模様が施ほどこされていたという。蛇、あるいは竜りゆうもまた、〝木気〟に属する。

　この『鏡』が蛇へびや竜りゆうに関係しているのは間違いなかった。

　では、この『鏡』とは一体何なのか。

　先の二つを踏ふまえ、晴せい明めいの脳のう裏りに真っ先に浮かんだのは、〝蛇の目玉〟だった。『鏡』はその丸い形状や、輝き続ける姿が、蛇の目に酷こく似じしている。古く、蛇はカカ、カガ、とも称された。カガミとは『蛇の目』が鈍なまった言葉という説もある。

　しかし、『鏡』が〝蛇の目玉〟だと確信を持ったのは、〝姫殺し〟があった日は、『鏡』の数は増えている、という守もり平ひらの言葉だった。

「資料を頂いた時、真っ先に調べたところ、予想通りでした」

「何がですか？」

　元の円座に座り直した鈴すず城しろが、神しん妙みような顔で問う。

　母も屋やはすっかり闇やみに包まれ、それぞれの傍かたわらに置かれた灯台が、その輪郭と色を何とか繫つなぎ止めていた。

「被害に遭った姫ひめ君ぎみ達の干え支とです」

「干支、ですか？」

　頼より親ちかは訝いぶかしげな顔をしたが、鈴城と凪なぎ子こは何かに気づいた。年若い文官が口を開く。

「もしや、皆……」

「はい。辰たつ年か、巳み年生まれでした。そして、皆、婚儀を間近に控えていました」

　痛ましげな声が沈ちん黙もくを呼んだ。

　晴明の手の中で、紙が乾いた音を鳴らす。そこには、〝姫殺し〟に関する様々なことが書かれていた。思いつくまま書き付けたので、書いた本人にしか解読できない。美び姫きはその紙面に視線を落とし、自らが呼んだ沈黙を追い返すため、息を吸った。

「蛇や竜の目には、強い力が宿っています。水すい神じんとも成れば、それらを自由に取り外すことが出来、幼い我が子や成り立ての眷けん属ぞくに与えることもあります。守平殿の〝夢〟でそのままの姿を視みることが出来ないほどの、力を秘めた〝蛇の目玉〟を背負い、川を使って上じよう洛らくした青い……つまり、木もく気きを帯びた蜘く蛛も。水神の〝目玉〟を持った、その眷属と考えるのが妥だ当とうでしょう」

　山に、川に、木に。この島国には八や百お万ろずの神々が自然に溶け込み、存在している。

　書物にその名を記す神もいれば、人々の口伝でのみ語られる神もいる。その容姿も力も千差万別だが、ただ一つ、確かなことがある。

　神を侮あなどってはいけない。

　今更ながら、頼親と鈴城の身体からだが震えだした。凪子の顔色も白い。

「しかし、その〝目玉〟が託されたものなのか、それとも奪われたものなのかまでは分かりませんでした」

「何が、違うのですか？」

　歯を鳴らさないように気をつけながら、頼親が問いかける。返答は、横からもたらされた。

「託されたのならば、〝姫殺し〟の主犯は水すい神じん、という可能性も出てくる。しかし、奪われたのならば、眷けん属ぞくの暴走か、あるいは、反乱ということになる」

「その通りです。だから私は、季すえ武たけ殿に眷属に蜘く蛛もがいる、あるいはいた、〝目玉〟の片方ない水神を探すように依頼しました」

「確かに、武たけ兄上が最適ですね」

　頼より親ちかは呟つぶやき、北の方角を見た。

　頼より光みつに直接雇われている武人の一人ひとり、卜うら部べ季武は、都の北にある貴き船ふね神社に奉まつられた神が力を分け与えた白はく蛇じやの息子だ。彼自身、〝目玉〟の力が強いため、常に右目に眼帯をつけ、力を抑えている。

「綱つな殿には、もしもの時のために、季武殿に同行して頂きました。そして、貞さだ光みつ殿には巡回を、頼光殿、滋しげ範のり殿、保やす昌まさ殿の出仕組には、出仕しない日の巡回と共に、大だい内だい裏り内での情報収集をお願いしました」

「情報はもう、集まっているのではないのですか？」

　凪なぎ子この疑問に、晴せい明めいは少し表情を曇くもらせた。

「〝夢〟の中で、都に入ってすぐ、蜘蛛の行ゆく方えが途絶えてしまった、と守もり平ひら殿は言いました。所在地も分かっていません。何な故ぜだか分かりますか？」

　女めの童わらわの小さな頭が左右に振られる。

「守平殿の〝夢〟は、個人の空間にまで入り込むことは出来ません。つまり、蜘蛛は都に住む誰かの空間に入り込んでいるのです」

「協力者がいる、ということですか？」

「その通りです」

　確認のために凪子が投げかけた問いかけが最後の問いとなった。

「頼親殿、鈴城殿、凪子姫」

　うつむき加減の三人に、静かな声がかかる。後悔や羞しゆう恥ち、他にも様々な感情が、それぞれの配合で入り交じった三つの顔を美び姫きは痛々しいほど真しん摯しな瞳ひとみで見み据すえた。

「あなた達の心情は分かっているつもりです。しかし、だからといって、あなた達の行いを肯こう定ていすることが出来ない私達の気持ちも、分かって下さい。どれだけ心配したか、考えて下さい」

　責める色はない。だからこそ、三人には痛かった。

「師し匠しようとして、親として、それぞれの屋敷にて、七日間の謹慎を命じます」

　三人は小さく「はい」と応えた。そうすることしか、出来なかった。
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　気がつくと、幼い結ゆい鹿かは真っ赤な山の中にいた。粗末ではないが煌きらびやかともいえない衣ころもをまとい、誰かと手を繫つないでいる。見上げると、父がいた。優しい顔をしている。結ゆい鹿かは嬉うれしくて笑え顔がおになった。

　父は茸きのこや木の実がたくさん入った籠かごを抱えていた。小さな結鹿では両腕を使わなければ持てない籠を父は片腕で抱えている。結鹿は父をすごいと思った。だから「父様はすごいですね」と言った。すると父が「結鹿もすごいよ」と言ってくれた。

「こんなにたくさん茸を集めるなんて、なかなか出来ることじゃない」

「じゃぁ父様はすごいすごいですね。そんなにたくさん木の実を集めるなんて、なかなか出来ませんよ」

「そりゃそうさ。私はすごい結鹿の父様なんだからな」

　結鹿はまた嬉しくなって、駆かけ出した。父は「こらこら、結鹿。茸が落ちる」と微苦笑を浮かべながら、ちゃんとついてきてくれた。手を繫つないだまま山を下る。

「父様、空も地面も真っ赤で、夕暮れのようですね」

「そうだね」

「父様、私の従い兄と弟この兄様はいつ来るのですか？」

「明日あしたか、明後日あさつてだよ」

「父様、私の従兄弟の兄様はいい男でしょうか？」

「どこで覚えたいんだい、そんな言葉。それに私以上の男など、滅多にいないぞ」

　結鹿は「そうでした」と言って笑った。父も笑った。

　それは半年ほど前のこと。

　父は都に行くという商人に、「兄に渡して欲しい」と、一通の文ふみを託した。

　その時はじめて、結鹿は父が村の生まれでないことを知った。

　父は全てを話してくれた。自分が都で生まれたこと、そこで帝みかどに仕えていたこと、仕事はとてもやりがいがあったが、思うところがあり、仕事を辞め一人ひとり都を飛び出してしまったこと、彷徨さまよった末、この村に辿たどり着いたこと。

　よく分からない部分もあったが、最後に父は「私は今、とても幸せだよ。そのことを都にいる兄に知らせたいんだ」と言って結鹿を強く抱きしめてくれたので、とても嬉しかった。

　一ひと月つきほど経ってから、返事は来た。半分は父を罵ば倒とうする言葉で埋うめ尽つくされていた。しかし、それは心配の裏返しだった。そして、母と結鹿には優しい言葉をたくさんくれた。結鹿は会ったこともない伯お父じのことをすぐに好きになった。

　文を読み終えた父は泣いていた。父はそのことを隠そうとしていたが、目もとや鼻が赤く、袖が濡ぬれていたので、すぐに分かった。しかし、母が「気づかないふりをしてあげて」と言うので、結鹿はそれに従った。

　それから兄弟は数回、文のやり取りをした。そして、つい先日の文で、老体の伯父に代わり、その息子が結鹿達に会いにくることが決まった。

　はじめて会う従い兄と弟このために、結ゆい鹿かは父と山に繰り出したのだ。

　成果は上々。家では母が包丁を研といで待っている。結鹿は身体からだが内側から弾はじけてしまうのではないかと心配になるほど、嬉うれしい気持ちで一杯だった。

　木立の間から村が垣かい間ま見えた。瞬しゆん間かん、父が籠かごを落とした。結鹿が立ち止まり振り返ると、腕を引かれ、抱きしめられた。

「父様？」

「ごめんな結鹿、急で悪いんだが、山にある御ご前ぜん様の社やしろに行ってくれ。夕刻には迎えにいくからね。でも、変な人が来たら、すぐに逃げなさい。村ではなく、山の中に。いいね？」

　父の瞳ひとみに真しん摯しな光を認めた結鹿は、頷うなずくことしかできなかった。

　すぐに山の中腹にある社に向かう。

　御前様の社は、大人が三人寝転がれば一杯になってしまう小さな社だ。そこに、村を治める一族の祖が奉まつられている。結鹿の母親は村長の末娘なので、この社の祭神は結鹿のご先祖様に当たるのだと、誰かに教えて貰もらった。

　昔はその祖が使っていたという三本の刀がご神体として奉まつられていたが、いつの頃か消えてしまい、今は何もない。

　それでも村人はこの社を代々大切にしてきた。

　その正面の出入り口にある階に腰を下ろし、結鹿は膝ひざを抱えた。

　嬉しいが全て飛んでいってしまった。

　膝の間に顔を埋うめ、結鹿は早く夕刻になって欲しいと思った。

　どれほど経ったか、結鹿には分からない。

　呻うめき声と、草木をかき分ける音が聞こえてきた。結鹿が顔を上げると、目の前で人が倒れた。村の男の人だ。近寄ろうとして、結鹿は気づいた。

　男は血だらけだった。左腕がない。右足も、妙みような方向に曲がっている。

　うつぶせで顔だけ上げた男は、血だらけの顔で結鹿を見上げた。しかし、その目はどちらも潰つぶされていた。

「あっ……」

「誰か、いる、のか？」

　途切れ途切れに男が問う。警戒している声だ。結鹿は拳こぶしを握りしめ、何とかその場に踏ふん張り、「結鹿です」と応えた。男が「結鹿ちゃん、か。よかった」と言って首から力を抜いた。

「早く、逃げ、なさい」

「逃げる？」

「妖あやかしだ。妖が、村、に……」

　そこで男は事切れた。

　気がつくと、結鹿は村に向かっていた。父の言葉が頭を掠かすめたが、足は止まらない。

　村を囲む塀へいが見えた。板で造られた簡素なものだ。その一部が腐り、子供が通れるだけの隙すき間まが出来ていた。結ゆい鹿かはそこから村に入った。

　そこには一足早い夕暮れが広がっていた。

　家々は炎に包まれ、道に転がる人々は血にまみれていた。甲かん高だかい笑い声が炎の合間に響く。

　結鹿の上に影が差した。

　見上げると、そこには妖あやかしがいた。背は家と同じくらい。人の四し肢しを持っているが、筋肉が異常なまでに膨ふくれ上がり、肌は青い。顔には牙きばだらけの口が二つ、大きな鼻が一つ、赤い目が三つ、黒い髪の間から角が三本、生はえていた。

　妖は笑った。笑いながら結鹿に手を伸ばす。

　結鹿の視界が赤く染まった。
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　うっすらと目を開いた結鹿は畳の上に横たわっていた。夜なのか辺りは暗い。しかし、鬼の血を継ぐ彼女の目には明暗など関係なく、天井に向かって伸ばされた手の先までよく見えた。それは幼い女めの童わらわのものではなかった。

　ゆっくりと手を下ろす。身体からだの中が熱い。視界がぼやける。

「懐なつかしいな、結鹿」

　声が聞こえた。

　首を動かすと、枕もとに鈴すず城しろがいた。「鈴城兄様」と結鹿は言った。思っていたよりも小さな声しか出なかったが、しっかりと届いたらしい。鈴城は「うん」と言って、横たわる少女の頰ほほに手を伸ばした。しかし、温もりが感じるほど近くで、手は止まり、引っ込められてしまった。

「夢を見ていました。伊い勢せの夢です」

「お前の生まれ故郷か？」

「はい、父様がいました……後は、よく覚えていません」

　瞼まぶたが重い。結鹿は目を閉じた。「結鹿？」と心配そうな兄の声が聞こえてくる。小さく笑って、「はい」と応えた。

「そういえば、おれ達がはじめて会った時も、こんな感じだったな。おれは大人の目を盗んで、お前を見にきたんだ。そしたらお前はうなされていた」

　結鹿はゆっくりと瞼を持ち上げた。

「お前は覚えていない。でも、気にするな。おれが覚えているから」

　呟つぶやいてから何かに気づき、鈴城は顔をうつむけた。

「偉そうなことは言えないな。おれはまた約束を守ることが出来なかった……あの雪の日と同じように。また、見てるだけだった……いや、それよりも悪いか。何も知らず、感情にまかせて突っ走った上、お前を巻き込んだ」

　鈴すず城しろの手が結ゆい鹿かの手を包み込む。上げられた鈴城の顔は今にも泣き出しそうだった。

「泣かないで下さい」

　声が届いたかどうか分からない。

　結鹿は涙を流しながら、兄の手を強く握りしめた。そうしなければ、兄が遠くに行ってしまいそうな、そんな気がしたのだ。

　悲しい予感にさらされながら、鬼の血を継ぐ姫ひめ君ぎみは闇やみに沈むように意識を失った。
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　月のない星夜。青い女によう房ぼう装しよう束ぞくをまとった女は、左さ京きよう四し条じよう四し坊ぼうにある、主あるじを失った屋敷の母も屋やにいた。

　ちぎれた紙が雪のように積もっている室内には、激しく争った跡が生々しく残っている。その間を女は想い人と鬼事をしている娘のような笑え顔がおが浮かべながら、滑すべるように駆かけていった。

　足を止めたのは、拳こぶし大の穴が穿うがたれた蔀しとみの前。

　しばらく穴を左目で凝視してから、女は蔀にすがりついた。相変わらず、右の瞼まぶたは下ろされたままだ。

「あぁ……可愛かわいい人……非ひ道どい人……大切な人……我を放って、一体誰と遊んでいるの？」

　女の左目に、不気味な光りが宿る。

　女は笑った。

「逃がさないわよ」
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　三日後の朝。結ゆい鹿かの熱はすっかり引いた。

　そのことを一番はじめに知ったのは凪なぎ子こだった。朝、友人の様子を確かめに来た際に、笑え顔がおで「おはようございます、凪子ちゃん」と言われ、歓喜の声と共に勢いよく友人に抱きつき、額ひたいをぶつけ合い、抱き合ったまま床に倒れ込んだ。

　その後、騒さわぎを聞きつけ室しつを訪れた晴せい明めいの口から、結鹿は事のあらましを聞かされた。その中には勿もち論ろん、右う近この衛え府ふの噂うわさも含まれていた。全て聞き終えたところで、結鹿は傍かたわらで一いつ緒しよに話を聞いていた凪子に、「ありがとうございます」と言った。凪子は泣きながら結鹿に抱きつき、「ごめんなさい」と言い続けた。

　午後。一人ひとりになった結鹿は頼より親ちかと鈴すず城しろに宛てた手紙をしたためた。感謝と、ほんの少し、無謀を責める内容の文ふみは、小さな白い狐きつね達によって、すぐ、二人の下もとに届けられた。

　頼親からはすぐに返事が来た。しかし、鈴城からの返事は来ないまま日は沈んでしまった。

　夜。結鹿は簀すの子こで輝く星々を凪子と共に眺ながめながら、数日前、熱に浮かされ、夢うつつに会った兄のことを思い出していた。いつもより優しかったが、とても寂さびしそうだったその顔が、胸を突き刺す。

「鈴城兄様は、私のことを怒っているのでしょうか？　だから、文を……」

「それは絶対にあり得ません。きっと、すぐに会えると思って、無ぶ精しようしているだけですよ」

　慰なぐさめてくれる凪子に心配をかけまいと、笑顔で「そうですね」と返した。笑顔が少し引きつっていたのか、凪なぎ子こは一いつ瞬しゆん、悲しそうな顔をしたが、言及はせず、「寒いから、もう中に入りましょう」と言って、結ゆい鹿かの手を取った。

　その日、二人は寄り添いながら、少し早めの眠りに就いた。




　次の日の昼過ぎ。狩かり衣ぎぬ姿で坂さかの上うえ家けに帰宅した結鹿は、そのまま自身に与えられた西にしの対たいではなく、滋しげ範のりと鈴すず城しろが暮らす、東ひがしの対たいに向かった。

「鈴城兄様」

　壁かべ代しろをめくり母も屋やに入る。

　しかし、そこには誰もいなかった。

　先ほどまで誰かが読んでいたらしい開かれたままの書物が、壁代と結鹿の間から流れ込んできた風に煽あおられる。その傍かたわらに置かれた碗わんからは、湯気が立っていた。

　たまたま席を外しているとも考えられるが、結鹿には幸か不幸か、ぼんやりと室しつの至る所に張られた真新しい札が視みえていた。

　鈴城が独自に創りだした札で、この札を持っている者は、この札が十枚以上張られた室内でのみ、合図一つで不可視の存在になれる。不可視になれるのは合わせて一いつ刻こくほど。範囲が限られる上、下準備が必要なので、ちょっとした悪戯いたずらや隠れ鬼ぐらいにしか使えないことから〝隠れ鬼〟と命名された。

　その札が使われている。それは無言の拒絶だった。

「どうして……」

　悲しみに顔を歪ゆがめながら、結鹿は室の中心まで移動した。

　胸もとで両手を握りしめ、視線を少し上げる。

「鈴城兄様」

　返事はない。しかし、室の空気が揺ゆれたように結鹿は感じた。

「文ふみにも書きましたが、晴せい明めい様から、全てを聞きました。私の噂うわさのことも、全て、晴明様は教えてくれました」

　そこで一度言葉を切り、結鹿は空気を吸い込んだ。

「お姿を見せて下さい。直接、お礼を言わせて下さい！　お願いします！　兄様！」

「出ていけ」

　小さな声だったが結鹿は聞き逃さなかった。

　札の影響で何ど処こから聞こえてくるのかは分からなかったが、結鹿は何となく振り返った。そこに鈴城がいるような気がしたのだ。

　影どころか気配もない。しかし、結鹿はその空間を見つめ続けた。

「兄様」

「出ていけ……出ていってくれ」

「兄様」

「頼むから、出ていってくれ！　今は、お前と向かい合うことが出来ない」

　声が震え、微かすかに鼻をすする音が聞こえる。

　結ゆい鹿かはうつむき、足取り重く、壁かべ代しろに近づいた。

「鈴すず城しろ兄様」

　壁代を握りしめる。

「この間、熱に浮かされていた私の枕もとで、私の手を握って下さいましたよね？　どんな話をしたのかは覚えていないのですが、その温かさだけは、よく、覚えています。とても、嬉うれしかった」

　ゆっくりと振り返る。誰もいない母も屋やに結鹿は微ほほ笑えみかけた。

「また、明日あした来ます。だから、泣かないで下さい。私を遠ざけないで下さい」




　柏手が一度鳴る。

　壁代の揺ゆれが収まり、簀すの子こを駆かけていく結鹿の足音が遠くなった室内に、柱や壁代に貼られた札が忽こつ然ぜんと現れ、先ほど結鹿が見つめていた空間に、手を合わせた鈴城が佇たたずんでいた。

「覚えているじゃないか、噓うそつきめ。それに、泣いていたのはお前の方だ」

　呟つぶやきは誰にも聞かれることなく空に溶けた。




　次の日も、袿うちきをまとった結鹿は昼過ぎに東ひがしの対たいを訪れた。しかし、鈴城はまた姿を隠し、会うことはおろか、言葉を交かわすことも出来なかった。

　更にその次の日。鈴城達の謹慎六日目。

「何だか、今日きようは騒がしいですね」

　用意されていた円座に腰を下ろし、白湯をすすりながら干し柿をつまんでいた結鹿は、寝しん殿でんの方を見て小首を傾かしげた。

「……滋しげ範のり兄上が言っていた。今日は客人が来るらしい。早く出ていけ」

　結鹿は何となく右前方を見て、微笑を浮かべた。

　食べかけの干し柿を口に放り込み、咀そ嚼しやくし、碗わんに残った白湯と共に嚥えん下げする。

　空になった碗の中を見つめ、ふと、目を閉じる。

「兄様、私、明日あしたは来ません」

「…………」

「待っています。西にしの対たいで。兄様が来てくれるのを」

　立ち上がり、結鹿は朗ろう々ろうと詠うたった。




　──　鈴すず鹿か山やま峰みねのもみじ葉ば心あり今ひとたびのみゆき待つなん　──




　柏かしわ手でが一つ鳴る。

　鈴すず城しろはため息を吐き出し、碗わんと干し柿が載っていた高たか坏つきを片付けた。

　高坏にはこんもりと干し柿が盛られていたが、見事完食されている。思わず、苦笑がもれた。

　円座もしまおうと振り返った鈴城は「えっ」と一歩後ずさった。

　いつの間にか円座には、貞さだ光みつが座っていた。

「よぅ、元気そうだな」

「お陰様で」

「そうそう。俺と保やす昌まさのお陰だもんな、一生感謝してくれていいぞ」

　笑い、貞光は立ち上がった。

「何の用ですか？」

「用ってほどの用はないな。ただ頼より親ちかと同じように、ふて腐れているだろうお前の顔を見にきただけだ」

「じゃぁ、もういいでしょう」

「はいはい。早く出ていけ、だろ？」

　鈴城の頰ほほに朱しゆが散る。飄ひよう々ひようと笑う貞光を睨にらみ付けると、「お～怖っ」と棒読みされた。

　馬耳東風と悟った鈴城は、貞光に背を向けた。頭に手が載せられる。

「……何のつもりですか？」

「いや、丁度いい位置にあったから」

　表情は見えないが、貞光が意地の悪い笑えみを浮かべていることは分かった。振り払おうとすると退けられるが、またすぐ載せられる。数回それを繰り返し、鈴城は大きなため息と共に諦あきらめた。

　貞光が「よしよし」と幼い童わらべにするように頭を撫なでる。不ふ愉ゆ快かいではないが、少々屈くつ辱じよくだった。

「それにしても、あんな見事な和歌をさらりと創って、さらりと残していくとは、さすが、『梨なし壺つぼの五人』に選ばれた坂さかの上うえ望もち城き殿の姪めいだな」

「あれは、貞てい信しん公こうの和歌を少し変えただけです」

「ていしんこー？」

「藤ふじ原わらの忠ただ平ひら殿の諡し号ごうです。元の和歌は、醍だい醐ご天皇に奏そう上じようされたもので、小お倉ぐら山やま峰みねのもみじ葉ば心あらば今ひとたびのみゆき待たなん。

　小倉山の紅葉もみじ、お前に心があるならば、天皇が来るまで散らないでくれ、とかいう意味です」

「じゃぁさっきの結ゆい鹿か姫の和歌の意味は、鈴すず鹿か山やまの紅葉には心があり、天皇が来るまでお待ちしています、ってところかな、天皇陛下？」

　鈴城が振り払う前に、貞光は手を退け、鈴城の手が届かない位置まで後退した。

　振り返った鈴城は激しい怒気がこもった瞳ひとみで貞光を睨み付けた。

　貞さだ光みつは微苦笑を浮かべながら側頭部を搔かいた。

「あのさ、お前の気持ちも分からないではない。守るはずが守られちゃ、男の面目丸潰つぶれだもんな。会わす顔取り繕うのに、時間もかかるさ」

「うるさい！」

「いいから少し聞け。でもな、こっちの想いが全て相手に伝わるとは限らないんだ。伝えたかったら言葉や行動で示した方がいいと思うぞ、俺は。少なくとも、格好いい面を作ってる暇があるなら、その分言葉にしろ。

　後悔は、先には出来ないし、頑張って作った面も、見せる相手がいなくなったら意味がないだろう？」

　鈴すず城しろは唇くちびるを真一文字に引き結び、うつむいた。力を込めすぎた拳こぶしが震えている。

「鈴城」

　顔を上げると、目の前に何かが飛んできた。反射的に摑つかむと、それはうずらの卵よりも一回りほど大きな、白く丸い玉だった。

「今日きような、この間の荒れ屋で保やす昌まさが保護した下男がやっと落ち着いたから屋敷まで送ってきたんだ。それで、それはその礼。綺き麗れいだろう？」

「はい」

「素直でよろしい。何でも、家宝らしい。勿もち論ろん、最初は断ったんだが、命の恩人に、どうしても受け取って欲しいと言われてな、仕方なく受け取ったんだ。でも、俺みたいな粗野な男が持っているよりも、可愛かわいい姫ひめ君ぎみの髪飾りとかになった方が、それも幸せだと思うんだよ。だからそれ、結ゆい鹿か姫に渡してくれ。快気祝いだ」

　鈴城が顔を上げると、目と鼻の先に貞光の顔があった。

「ちゃんと、仲直りしろよ」

　軽く鈴城の額ひたいを平手で叩たたき、貞光は「じゃぁな」と去っていった。

　見事な手形がついた額を撫なで、鈴城は玉を見た。その表面に迷子のような自分の姿が歪ゆがんで映った。
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「済みません」

　寝しん殿でんと西にしの対たいを結ぶ渡わた殿どので、背後から声をかけられた結鹿は足を止めた。

　聞き慣れない男の声だ。鈴城が客人が来ると言っていたのを思いだし、結鹿は念のため広げた扇おうぎで顔を隠しながら振り返った。

　そこには、見慣れてはいないが初対面でもない若い男がいた。

「あぁやはりそうだ。もしやと思ったのですが、この間、私の屋敷にいらした、安あ倍べの晴せい明めい様縁ゆかりの姫ひめ君ぎみですよね？」

　出会ったのはつい先日なので、結ゆい鹿かもすぐに記憶の糸を手た繰ぐることが出来た。

「……露つゆ春はる様、ですか？」

「はい。そうです」

　美しいが影を抱えた青年は、嬉うれしそうに笑えんだ。

「その節は、どうもありがとうございました」

「いえいえ。こちらこそ楽しい一ひと時ときを過ごせました。しかし、こちらにいらっしゃるということは、あなたは滋しげ範のり殿の妹の……」

「はい。結鹿と申します」

「そうでしたか。お噂うわさはかねがね伺うかがっております」

「噂、ですか？」

　一いつ瞬しゆん、数日前に晴せい明めいから聞かされた噂が脳のう裏りをよぎり、結鹿は表情を曇くもらせた。しかし、露春は結鹿の機き微びには気づかなかったらしい。笑え顔がおのまま頷うなずく。

「はい。あなたの琵び琶わの腕前は、女蟬せみ丸まるといっても過言ではないとお聞きしました」

「琵琶……ですか？」

　そこでやっと、露春は相手の戸惑いに気づいた。同時にその原因にも思い至り、苦い笑えみを浮かべる。

「〝姫殺し〟のお噂を耳にしたのですね」

「……はい」

「気休めにしか聞こえないとは思いますが、気になさることはないですよ。最近では、〝姫殺し〟は……その、蜘く蛛もの仕業という話が広まり、皆、姫のことは忘れかけていますから。人の噂などそんなものです」

「ありがとうございます」

　扇を少しずらし、結鹿は柔らかな笑みを浮かべた。

　露春も安あん堵どの息を吐く。

「ところで、本日はどういったご用件で？」

「いえ、大した用ではないのです。少し、晴明様にご相談したいことがあって、滋範殿に、場所を貸して頂いたのです」

「もしかして、この間お話ししていた夢のことでしょうか？」

　露春の顔から、一瞬、全ての感情が抜け落ちた。その瞳ひとみに、暗い影が広がる。結鹿は思わず息を吞のんだ。しかし、すぐにそれらは霧む散さんし、青年は曖あい昧まいに微ほほ笑えんだ。

「まぁそんなところです」

「そうですか」

　その時。寝しん殿でんの方から露春を探す滋範の声が聞こえてきた。

「そろそろ行かなければ。呼び止めてしまって済みませんでした」

「いいえ。またお話しできて、とても嬉うれしかったです。機会があったらぜひ、琵び琶わを聞きにきて下さい」

「えぇ。必ず。あっ、では指切りでも……」

　言いながら右手の小指を立て、露つゆ春はるは固まった。その顔が見る間に赤く染まる。

「済みません。その、何だか結ゆい鹿か姫は、どことなく妹に似ていて、年もその、近いので何だかその……」

　結鹿は露春の顔と小指を交互に見てから、小さく笑った。

　扇おうぎを畳み、右手の小指を差し出す。

「私が知っているのは、約束を違たがえると拳げん骨こつを一万、針を千本飲まなければなりませんが、よろしいですか？」

　露春は目を瞬しばたかせ、次いで笑えんだ。

「私のもおそらく同じなので、問題はありません」




　頼より光みつが簀すの子こに出ると、柱に背を預けた滋しげ範のりが西の渡わた殿どのを見つめていた。心なしかこめかみの辺りの血管が浮かび上がっているように見える。その視線の先を辿たどり、頼光は「あぁ」と納得した。

　一組の男女が小指を絡からめている。と聞けばつい艶つやっぽい場面を想像してしまうが、微ほほ笑えみあう男女の表情は無む邪じや気きで、幼子のままごとのような微笑ましさがあった。

　しかし、あまり見ていて楽しい光景ではない。

　頼光は苦笑を浮かべ、高こう欄らんに腰を下ろした。

「見なければいいのに」

「何が起こるか分からないだろう」

「当代の業なり平ひら公こうは、和歌を好み、楽をたしなむ、しかし、花を愛めでることはなし。そこらの美び姫きより身持ちが堅いと噂うわさで聞いたが、違うのかい？」

　横目で頼光を睨にらみ付けたが、微笑み返され、滋範は何だか自分が阿あ呆ほうのように思えてきた。

　ため息を吐き出し、身体からだごと頼光の方に向きを変える。

「晴せい明めい様の用意は全て終わったよ」

「ありがとう」

「〝夢ゆめ違ちがい〟をして欲しいそうだね。露春殿は」

　滋範は怒気を含んだ表情のまま頷うなずいた。

　内心でため息を吐き出してから、頼光は少し目を細めた。

「〝姫殺し〟と関係があるかも知れないというから来たけど、一体、どんな夢を視みたんだい？」

「言ってなかったか？」

「聞いていないから聞いているんだよ」

「それは済まないな。てっきり言ったと思っていた」

「それで、どんな夢なんだい？」

　渡わた殿どのの方に顔だけ向け、滋しげ範のりは呟つぶやくように告げた。

「妹の婿むこ殿が、蜘く蛛もに殺される夢だよ」




　時は一日遡さかのぼる。

　滋範は右う近この衛え府ふの片隅で事務仕事に追われていた。

　同じ室しつの隅では、手の空あいた年若い武官達が集まり、噂うわさ話に興じている。その声を滋範は聞くともなく聞いていた。

「昨日きのうは図ず書しよ寮りようで見かけた者がいたらしい」

「雅う楽た寮りようでも何人か見かけたらしいぞ」

「青い袍ほうをまとっているのだろう？」

「いや、青みの強い紫と私は聞いた」

「一体何の話だ？」

　後から加わった一人ひとりが問いかけると、「知らずの君きみだよ」と一人が応えた。

「あぁ、ここ数日、至る所に現れるという誰も見たことがない見み目め麗うるわしい文官か」

「年若い者を捕まえては顔をのぞき込み、『違う』と言って去っていくんだ」

「気味が悪いな」

「何でも、吐く息からは獣のような臭においがするらしい」

「私は血の臭いがすると聞いたぞ」

「もしかして、知らずの君は件くだんの蜘蛛なのではないか？」

「何？」

「姫ひめ君ぎみに飽き、今度は男を喰くらおうというのか？」

「まぁ確かに同じものばかり食べていては飽きもするが……」

「そうか？　好きなものならば、飽きなどこないだろう」

「いやいや。いくら好きなものでも、一ひと月つき続けば流石さすがに飽きる」

　話が食の話から女の話に変わる頃、滋範の仕事も一段落した。

　固まってしまった身体からだをほぐすため背筋を伸ばすと、視線を感じた。殺気や悪意はこもっていなかったが、妙みように気になってしまい、滋範はそちらに視線を向けた。するとそこには、文ふ箱ばこを抱え、簀すの子こに佇む露つゆ春はるがいた。

　露春は視線が合う前に慌あわてて立ち去ってしまったが、視線の主は彼で間違いなかった。

　少し考えてから、滋範は露春の後を追い、人ひと気けのないところで呼び止め、やんわりと問い詰めた。すると、露春は今にも泣き出しそうな顔で告げた。

「滋しげ範のり殿は、安あ倍べの晴せい明めい様とご親交があると聞いています。どうか、晴明様に私の〝夢ゆめ違ちがい〟を頼んで欲しいのです」

　〝夢違い〟とは、悪夢を吉夢に変えたり、正夢にならないように打ち払う呪のろいだ。つまり、悪夢を視みていることが前提となる。

　滋範は一旦露つゆ春はるを落ち着かせてから、近くにあった几き帳ちようで即席の室しつを設しつらえた。

　その中で、露春はとつとつと語りはじめた。




　露春には白しら露つゆという異母妹がいる。年は少し離れているが兄妹の仲は幼い頃からとてもよかった。特に、白露は兄のことをとても尊敬していた。何かある度に「兄様ほど優れたお方はおられないわ」というのが彼女の口くち癖ぐせだった。

　しかし、そんな彼女も年頃の姫ひめ君ぎみであることに相違なく、世の常として、婿むこを取ることになった。幸い、白露は見目も頭もよかったので、選び放題とは言い過ぎだが、そこそこ求婚者はいた。その中から、彼女は一番長い間、彼女に求愛し続けた藤ふじ原わらの義よし信のぶを選び、彼たっての願いで左さ京きよう四し条じよう二に坊ぼう、堀ほり川かわ沿いにある彼の屋敷に移り住んだ。去年の末のことだ。

　義信は藤原の姓を冠しているが、勢力争いとは無縁の傍ぼう流りゆうの出で、官位もそれほど高くはない。しかし、真ま面じ目めで優しい男だった。何より、彼は妹のことを本当に大切に想っていたので、露春も安心して妹を送り出した。

　けれども、それから二月と経たない間に、妹は体調を崩してしまった。

　薬やく師しは身体からだに異常はないと言う。そこで義信が何か思い当たることはないか白露に尋ねると、彼女は「兄様に会いたい」と応えた。

　義信からその話を聞いた露春は、如月きさらぎの半ば、妹に会いにいった。

　白露は兄の来訪をとても喜んだ。そして、寝付いていたのが噓うそのように甲か斐い甲が斐いしく兄の世話を焼きながら、しきりに「やはり、兄様が一番です」と言って、甘えた。

　夜は久しぶりに、兄妹水入らずの酒しゆ宴えんとなり、すすめられるままに酒を飲みながら、露春はそれとなく、「夫君がいるのだから、あまり私に甘えてはいけないよ」と白露をたしなめた。白露は少々不満そうな顔をしていたが、最後には「はい」と言ってくれた。

　安心した露春は一気に眠気に襲われた。

　気がついたのは深夜。喉のどの渇かわきを覚え、まず妹の名を呼んだ。しかし返事はなかった。誰かと声をかけたが、どうやら周囲に人はいないらしい。仕方なく、露春はふらつく足で簀すの子こに出た。簀子は白々と輝いていた。空を仰あおぐと立ち待ち月が出ていた。

　微かすかに残る酒気と月光に包まれ、露春はとても良い気分で簀子を進んでいった。

　その足が止まったのは寝しん殿でんの前。水音で、喉の渇きを思い出したのだ。露春は誰かいないかと辺りを見回し、庭に人影を見つけた。

　池の畔ほとりにこちらを向いて男が立っていた。義信だ。露春は声をかけようとして、異変に気づいた。義よし信のぶの腹から、黒く太い棒のようなものが突き出ていたのだ。

　義信の首が力なく前に倒れる。すると、大きな水音と共に、漆しつ黒こくの池の中から、巨大な蜘く蛛もが現れた。

　その足の一本が、義信の腹に刺さっている棒のようなものの正体と分かった瞬しゆん間かん、露つゆ春はるは絶ぜつ叫きようし、気を失った。

　しかし翌日、露春は寝しん殿でんの簀すの子こではなく妹と酒を飲んでいた室しつで目覚めた。そして現れた妹が告げたのは、義信の死ではなく、彼が重い病に罹かかったというものだった。

　露春は確信した。

　夢だったのだ。自分が昨晩見たものは義弟の病を暗示した夢だったのだ、と。




「たかが夢だが、されど夢だ。自分がそんな夢を見ていると義理の弟の耳に入ったら、更に症状が悪化するんじゃないかと思って、誰にも言えなかったらしい。でも、気になる。そんな折りに〝姫殺し〟の元凶が蜘蛛という噂うわさを聞き、不安が溢あふれ、私に泣きついた、というわけだ」

「うさんくさい話だね」

　滋範の話を大人しく聞いていた頼より光みつは、率直な感想を述べた。

　語り部は渋じゆう面めんで「私に言うな」と言って、幼なじみから少し離れた位置に座った。

「もっともらしいことを言っているけれど、一番肝心な部分が抜けている。いや、わざと抜かしているのか、考えないようにしているのか……」

「だから、私に言うな」

「でも、興味深い話ではあるね」

　闇やみを含んだ笑えみを浮かべ、頼光は立ち上がった。滋しげ範のりもそれに倣ならう。

　西の渡わた殿どのでは、再会を誓った一組の男女が、別れを告げていた。
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　深夜。美び姫きの姿をした晴せい明めいは、袿うちき姿で高こう欄らんに背を預け、簀子に直じかに座っていた。

　傍かたわらには灯台が二本置かれ、表を文字で覆われた紙が晴明を囲むように広がっている。その向こう側。微かすかに炎の灯あかりが届く闇やみの中には、鏡が据すえられていない鏡台が置かれていた。

　紙面の文字を追いながら、炎が空を舞う細かな塵ちりを飲み込む音に耳を傾かたむけていると、そこに、別の音が混じった。顔を上げると、鏡台の上に一頭の極彩色の蝶ちようが留まっていた。羽の中心にはめ込まれた目玉が晴明を映す。

「待たせたな」

　晴明は微苦笑を浮かべた。

「そうですね。また寝過ごされたのかと心配していました」

「お前もたいがいしつこいな」

　蝶ちようの黄おう玉ぎよくが少し揺ゆれる。ため息を吐いたのだ。

　晴せい明めいは傍かたわらに置いておいた盆を寄せ、載っていた提ひさ子げの中身を碗わんに注ぎ、「失礼します」と言ってから中身を呷あおった。心ここ地ち良い暖気に「ほう……」と思わず声が出た。頰ほほの赤みが増す。

「酒か？」

「いいえ、白湯です」

「身体からだを温めるなら、酒の方がいいだろう？」

「仕事中ですので」

　守もり平ひらは「そうだったな」と言って、羽を羽ばたかせた。

「仕事といえば、早速やってくれたな。ここ数日、宮きゆう中ちゆうはおろか、洛らく中ちゆうまで蜘く蛛もの噂うわさで持ちきりだ。姫ひめ君ぎみ達は蜘蛛に喰くわれた、とな」

　真白な喉のどをさらし、碗に残った白湯を飲み干した晴明は、「相も変わらず、お耳が早いことで」と笑えみ、二杯目を注いだ。

「何でも、今回の姫君が助かったのは、その父親である大だい納な言ごんの日頃の行いがよかったためらしいな」

「姫君の夫になる武官の想いが、奇跡を起こしたともいわれています」

「おや、それは仕入れていなかった」

　黄玉が震え、低い笑いがもれる。震えが収まるのを待ってから晴明は口を開いた。

「それで、今宵こよいは〝姫殺し〟に関係していると思おぼしき、新たな〝夢〟をお売り頂けるそうですが、一体どのような品ですか？」

「そちらはしっかりと仕入れてきたぞ。青い衣ころもを着た女の〝夢〟だ」

　碗に唇くちびるを当てたまま、晴明は軽く目を見開いた。一拍おいて、白湯が口内に流れ込む。それを飲み干してから晴明は問いかけた。

「その方が〝姫殺し〟と関係している、という根拠は何ですか？」

「その女の衣には、蜘蛛が背負っていた鏡とよく似た模様が施ほどこされているんだ。しかもその女は水路を利用して洛中に入り、常に水路を移動している。どうだ？　気になるだろう？」

　白湯を嚥えん下げした晴明は「確かに、気になりますね」と言って、少し目を細めた。

　守平は空に浮かび上がり、鏡台の上をゆっくりと旋せん回かいする。

「含みのある顔だな」

　晴明は微笑を浮かべ、散らばっている紙の一枚を手に取った。

　鏡台に戻った守平はふと、自分も晴明に質問があったことを思い出した。

「そういえば、晴明」

「はい」

　別の紙を手に取り、視線を走らせながら晴明が返事をする。

　一見すると聞いていないように見えるが、そうでないことを守もり平ひらは知っていたので続けた。

「父親が色々好き勝手に風聴しているが、本当のところ、姫ひめ君ぎみを助け出したのは一体誰なのだ？」

「頼より親ちか殿と鈴すず城しろ殿と結ゆい鹿か姫です」

　羽の目玉が震える。

「どういうことだ？　その三人はまだ未熟者だと聞いていたが？」

「はい。しかしながら、私達の目を盗んで巡回の真ま似ね事ごとをしていた時に怪異に出くわしてしまったのです。ただ、姫君を助けることは出来ましたが、その後、自分達が捕まってしまい、最終的には、貞さだ光みつ殿と保やす昌まさ殿が蜘く蛛もを追い払い、三人を助け出しました」

「無事なのか？」

　焦あせりの色を含んだ守平の声に、晴せい明めいは紙面から顔を上げた。

　笑えみを浮かべているが、どこか物悲しい様子に、守平は自身の問いかけを少し悔くいた。

「目立った外傷は誰も負ってはいません。ただ、結鹿姫が、使おうとしていた力を使うことが出来ず、高まった力を身体からだの中で解放してしまい、高熱を出しました」

「自らの力で傷ついたのか？」

　晴明は小さく、しかし重々しく頷うなずいた。

「妖あやかしの血がもたらす力とは、そういうものなのです。だからこそ、しっかりと自身の力を知り、操あやつる術すべを身に付けなければならないのです。自分のためにも、他人のためにも。そのことは守平殿もよくご存じでしょう？」

　小首を傾かしげ、晴明は目を細めた。

　天あま照てらす大おお神みかみの子孫である天皇家には、それを証明するように、時たま異能の才を持った子供が生まれる。

　守平もその一人ひとりだ。

　十数年前。守平の父であり、すでに故人である村むら上かみ天皇在位の頃。

　幼かった守平は奇き妙みような夢を見るようになった。眠ると自身の身体が浮かび上がるような感覚に陥おちいり、気がつくと紫色の靄もやがかかった都を見下ろしているのだ。人は人の形をした影にしか見えず、個人の邸宅と思おぼしき建物は黒い塊かたまりにしか見えない。都から出ようとすると紫色の壁が現れるので、仕方なく都の中を飛んでいると、時折、鮮やかな色彩が視界に飛び込んでくる。見ると、そこには必ず奇っ怪なものがいた。

　血まみれの衣ころもをまとい、角を生やして泣く女。烏からすの顔をした山やま伏ぶし。人と思しき影に巻き付く無数の蛇へび。

　見たくないと思っていても、視線がそれらを追いかけ、目が合うこともあった。

　そんな日が続く内に、守平は眠ることが怖くなり、ついには伏せってしまった。

　そこに村上天皇の命めいを受けた晴明が参上した。

　翁おきなの姿をした晴明は、人払いがされた室しつの中で守平に告げた。

「親しん王のう様。あなたには見けん鬼きの才があるのです」

「けんき？」

「妖あやかしを視みる力です」

「しかし、私は妖など視たことはない」

「親王様の見鬼の才は、蝶ちようの姿をしています。それは親王様が起きていらっしゃる時、都を飛び回り、夜、親王様がお眠りになると、お身体からだに戻り、親王様が目覚める前に再び飛び去っていくのです。親王様がご覧になる夢は、その蝶が視たものなのです」

「……では、私は異形なのか？」

「何な故ぜですか？」

「そんな力は普通の人間は持っていない。しかし、私は持っている。では、私は異形ではないか！」

　叫さけび泣きじゃくる守もり平ひらの前で、晴せい明めいは面を取り、本来の女の姿をさらした。

　水をかけられた小火のように守平は静まった。

「異形とは私のようなものを指すのです、親王様の場合は、異能の才と申します。確かにただ人にはない力です。しかし、怖がることはありません。妖といっても悪いものばかりではありません。現に妖の血を引く私も、この都のために働き、都に住む方々を守っております」

「しかし、中にはとても怖いものもいる」

「では、その場合は私に文ふみを下さい。懲こらしめて差し上げましょう」

　それから二人の奇き妙みような関係ははじまった。

　基本は文だが、時に晴明は誰にも内ない緒しよで様々な書物を持って、守平の室しつに現れ、様々なことを教えてくれた。

　その中で、一番守平の興味を引いたのは、不可視の存在であるはずの神や妖と、人との不思議な縁だった。

　本来、触れあうことはおろか、見つめ合うことすら出来ない存在が互いを大切に想い、子を為なすこともあるという。普段、自然の中で静かに、淡たん々たんと己の役目を全まつとうしている神と呼ばれるものまでも、人と同じような感情を持っていると知った時、守平は何故か泣いてしまった。

　霊れい狐こと人の縁が交じり、生まれた晴明は、自身と同じような境遇の子供達を一時的に預かり、力の使い方や、人の世での生き方を教えているという。

　その筆頭が源みなもとの頼より光みつとその直属の部下達だ。

　彼らは皆、人ではないものの血を継いでいる。一時期、晴明の家で寝食を共にしていたこともあり、今でも晴明を『母』と呼び、互いを『家族』『兄弟』と称する。

　そして、晴明の屋敷の隣に居を構える坂さかの上うえ家けもまた、数代前の先祖、田た村むら麻ま呂ろによって鬼と人の縁が結ばれた一族の一つだ。

　田村麻呂が妻にしたという鬼の名は鈴すず鹿か御ご前ぜん。天てん竺じくで生まれた真性の鬼であり、天女のごとき美しさと、神のごとき力を有していたと伝えられる。

　結ゆい鹿かはその血を一番色濃く継いだ子孫なのだ。

　自身を〝鬼〟と称し、悲しそうな顔をしていた女めの童わらわの顔が守もり平ひらの脳のう裏りをよぎる。

　あれ以来、二人は会っていない。晴せい明めいを介して文ふみを交わす程度だ。それでも、結鹿は未だ顔も知らない守平を周りにいる兄達と同じように慕したい続けている。

「結鹿は、大丈夫なのか？」

　声は小さく、様々な感情の間を彷徨さまよっているため震えていた。しかし、その根底にある結鹿に対する深い想いを感じ取った晴明は、柔らかな笑えみを浮かべた。

「凪なぎ子こ姫の懸けん命めいな看病のかいもあり、熱は三日ほどで引きました。心配はいりません」

「凪子というと、お前が今預かっている女童か。確か周す防おうの守かみ、清きよ原はらの元もと輔すけの娘で、母親が天てん狗ぐの」

「とても良い子ですよ。頭も趣味も良いです。少々ませていますが」

「そうか、それは将来が楽しみだな」

　言いながら、守平は鏡台から離れた。

　晴明は手にしていた紙を置き、その姿を目で追った。

「晴明。結鹿のことを頼む」

　悲しくも愛しげな苦笑が、晴明の唇くちびるを彩いろどる。

「頼より親ちか殿と鈴すず城しろ殿がどうして怪異に首を突っ込んだのか、分かりますか？」

　黄おう玉ぎよくを揺ゆらし、「いや」と守平は応えた。

　晴明の笑みが深まる。

「右う近この衛え府ふの噂うわさを聞いたからですよ。あなたと、同じように」

　異形の蝶ちようは闇やみに貼り付けられたように動きを止めた。

「あの子達は、大切な人のためならば、全力を尽つくせる子達です。今はまだ幼く、未熟ですが、このまま成長すれば、とても頼もしい都の守もり人びとと成るでしょう」

「彼らは、お前を越えられるか？」

　ゆっくりと羽ばたきを再開させながら、守平は軽い調子で問いかけた。

　美び姫きの目が閉じられる。長いまつげが白い頰ほほの上で輝く。

「その時、一番強いのは、その時を生きている者です。過去も未来も、今、起こっていることに直接手を出すことは出来ません」

「そうか」

　淡たん々たんと呟つぶやき、蝶は身をひるがえした。しかし、すぐにまた、ひるがえる。

「伝え忘れるところだった。ここ数日、蜘く蛛もは鏡を背負っていない」

　今度こそ、蝶は夜の闇やみに消えていった。

　気配が完全に去ってから、晴明は目を開け、一枚の紙を手に取った。

「しかし、彼らの時が来るのは、もう少し、先になりそうですね」

　呟つぶやきをこぼした唇くちびるには、微苦笑が浮かんでいた。
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　天皇家の財宝の管理などを任されている内く蔵ら寮りようの片隅。木立に四方を囲まれ、その蔵は建っていた。

　少々小振りだが、堅固で美しい蔵だ。軒のき下したには東西南北に、それぞれ青せい龍りゆう、白びやつ虎こ、朱す雀ざく、玄げん武ぶを中心とした彫刻が据すえられ、真っ平らな漆しつ喰くいの壁はわずかな光も反射して、淡く輝いているようにも見える。

　その扉が内側から開かれた。中から出てきた鈴すず城しろは陽光に目を細めながら、大きなため息を吐き出す。

「お疲れ様です」

　蔵の壁に寄りかかっていた頼より親ちかが声をかけると、鈴城は力なく振り返り、「何でお前がここにいる？」と言って、睨にらみ付けた。

「やっと謹慎があけた幼なじみの顔を見にきてはいけませんか？」

「お前だって謹慎していただろう。……おれを巻き込んだと思っているのなら殴なぐるぞ」

　頼親は「まさか」と壁から離れ、近くにあった手頃な大きさの石に腰を下ろした。

「確かに、あの噂うわさをあなたに教えたのは私ですが、行動を起こしたのはあなたの意思です。この件に関して、私に非はありません」

「ならばよし」

　偉そうに頷うなずき、鈴城は扉を閉め、錠じようをかけた上に札を貼った。

　頼親が身を乗り出す。

「ここが彼かの坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろ将軍が退治した鬼の首が並べられている、〝鬼の蔵〟ですか？」

「お前が想像しているよりも、中は地獄だぞ」

　扉に寄りかかり、鈴城は冗談なのか本気なのか、人の悪い笑えみを浮かべた。

　内蔵寮の敷地内にありながら、この蔵の存在を知っている内蔵寮所属の者はごくわずかしかいない。中に入ったことがある者は皆無だ。

〝鬼の蔵〟という通称の通り、この蔵の中には坂上田村麻呂を筆頭に、様々な武人の手によって退治された妖あやかしの骸むくろや、使っていた道具、武器が収められている。それらは天皇家の威光を世に知らしめるため、都の守りとするため、持ち帰られた。しかし、いくら骸や道具といえども、発する気は強く、ただ人では近づくことすら出来ない。目にしただけで命を落とした者もいるという。そのため、この蔵の管理は、鬼と神仏の加護を受けている坂さかの上うえ家けに一任されてきたのだ。

　鈴城の脅おどしを頼親は鼻で笑って一いつ蹴しゆうした。

「地獄が何です。忘れましたか？　私達兄弟は神かみ代よについて記された書物に、その名を残す黄よ泉み国の鬼の血を継いでいるのですよ」

「はいはい。凄すごい凄い。それで年下の姫に吹き飛ばされなければもっと凄い」

　如い何かにもどうでもいいといった口調と態度の鈴すず城しろに、頼より親ちかの顔が怒いかりに歪ゆがんだ。しかし、ぼんやりと遠くを見つめる幼なじみを見た瞬しゆん間かん、それは一気に冷めた。

　鈴城と同じように、東の方に視線を向ける。

「……貞さだ兄上から話は聞いています」

　鈴城を包む空気が、少し動いた。

「それで、昨日きのうは……愚問だと分かっています。応えも大体想像がついています。しかし、一応聞いておきます……結ゆい鹿か姫に会いにいったのですか？」

「前置きが長い」

「やはり、行かなかったのですね」

　頼親の呆あきれたと言わんばかりの視線を受け、鈴城は一度そっぽを向いてから、勢いをつけ、頼親を睨み付けた。

「そういうけどな。お前なら行ったのか？」

「行くわけないでしょう。私達の行動は、自己の欲求を満たすためのもので、確かに見ようによっては美談かも知れませんが、結果を踏ふまえた本質は笑い話です」

「なら、おれを責めるなよ」

「責めてはいませんよ。ただ、ちょっと羨うらやましいだけです」

「羨ましい？」

　頼親は微苦笑を浮かべた。

「私はあなたや凪なぎ子こ姫と違い、まだ、元気になった結鹿姫の姿を一度も拝見していないのですよ。直筆の文ふみは頂きましたが、不安は消えてくれないのです」

「あっ……」

　鈴城は慌あわてて口を手で塞ふさいだ。下へ手たな慰なぐさめは頼親の怒りを増長するだけだ。声に反応して鈴城を一いつ瞥べつした瞳ひとみには、すでに、気の弱い者ならば全身をすくませてしまうような冷たい怒気が宿っていた。

　頭に浮かんだ言葉を口内で嚙かみ砕くだき、胃に収めてから、鈴城は口から手を外した。

　頼親の訝いぶかしげな視線を感じたが、何も言われなかったので無視した。

「まぁ、明日あした、光みつ兄上が稽けい古こを行うそうなので、それまでの我慢ですけどね。嫌いやというほど元気な姿を見る予定です」

　言いながら頼親は立ち上がった。

「また盛大に吹き飛ばされろ」

「ひねくれた言こと祝ほぎとして受け取っておきます。では、私は仕事に戻ります」

　遠ざかる背中を見つめていると「言い忘れました」と言って、年若い武官は立ち止まった。首だけ振り返り、美しい笑えみを浮かべる。

「いつも言っていますが、不用意に結ゆい鹿か姫を泣かせたら殺します」




　頼より親ちかの姿が完全に見えなくなってから、鈴すず城しろは懐ふところから巾きん着ちやくを取り出した。口をゆるめて傾かたむけると、掌てのひらの上に貞さだ光みつから渡された玉が転がり出る。

「別に、仲なか違たがいをしたわけでも、泣かせたいわけでもないんだけどな」

　呟つぶやき、指先で玉を転がす。玉の表面はすぐに手の脂で汚れてしまった。それを袖で拭ぬぐっていると、足音が近づいてきた。

　顔を上げる。木立から見慣れない武官が現れた。何かを探しているのか、しきりに首を巡らせている。

「何かお探しですか？」

　玉を巾着に入れ、懐ふところにしまいながら鈴城が声をかけると、武官の肩がすくんだ。鈴城に全く気づいていなかったらしい。

　驚きよう愕がくの色に染められた瞳ひとみが鈴城に向けられる。しかし、瞬まばたき三回。武官の身体からだから余分な力が抜け、美形と称しても差し障さわりない顔に微苦笑が浮かんだ。

「いえ、ちょっと、知り合いを見かけたような気がして……その、私よりも少し年上の文官なのですが……」

「見かけていません」

「そうですか」

　呟くように応えた武官はため息を吐き出した。否、安あん堵どの息を吐いた。

　武官の衣ころもには、あちこちに葉っぱがついている。脇わき目めもふらず、木立の中を突き進み、その文官を追ってきた証拠だ。そんなに必死に探していたのに、本当は見つけたくなかったらしい。

　妙みような話だ。

　鈴城が小首を傾かしげていると、顔を上げた武官が改めて鈴城の顔を見て、軽く目を見開いた。

「あの、間違えていたら済みません。もしかして、坂さかの上うえの鈴城殿、ですか？」

「はい。そうですが」

「やはり。あっ、私は在あり原わらの露つゆ春はるといいます」

　その名前に、鈴城は覚えがあった。

「昨日きのう、家にいらっしゃった方ですか？」

「ご存じでしたか」

「お名前だけ」

「私も、鈴城殿のことはお名前だけ存じていたのですが、一目で分かりました。お噂うわさ通り、滋しげ範のり殿にそっくりですね」

「よく言われます。母は違うんですがね」

「では、お二人とも父君に似ているのですか？」

「いいえ。父曰いわく、私と兄は祖父に似ているそうです」

　鈴すず城しろはおろか、滋しげ範のりも祖父の顔を見たことはない。しかし、祖父に世話になったという人々は、兄弟の顔を見る度に、「お爺じい様によく似ている」と口にするので、どうやら本当らしい。

　露つゆ春はるは「そういうこともあるのですね」と何やら感心している。その顔に、ふと、憂うれいが飛来する。

「私達とは大違いですね」

「私達、ですか？」

「私と妹です。やはり異母兄妹なのですが、全然似ていないのです。そのせいで妹が変なことを言い出した時期もありました」

「そうですか」

　苦いものを口に含んだような露春の表情で、鈴城は大体想像がついた。

　おそらく、妹君は自分は母が別の男との間に作った子供なのだ、とでも言ったのだろう。事実、表向きは異母兄弟と言っておきながら、実は……という話は、たまにあると聞く。

「ところで、露春殿。ここがどこだか分かっていますか？」

　妙みような質問だが、鈴城は大真ま面じ目めだった。

　案の定、露春は少々不思議そうな顔をした。しかし、鈴城に「辺りを見て下さい」と言われ、言われた通り首を巡らすと、その顔から面白いように血の気が引いていった。

「えっ？　あっ、ここは一体……」

　小さくため息を吐き出し、鈴城は壁から離れた。

「この辺りは少々迷いやすくなっているので、私が内く蔵ら寮りようの出口までご案内しますよ」

「ありがとうございます」

　露春は丁寧に頭を下げた。

　拍ひよう子しに、露春の後方に佇たたずんでいた男の姿が鈴城の視界に飛び込んできた。

　距離はあるが、木立の陰からこちらを凝視しているその顔に、鈴城は見覚えがあった。

　忘れられるはずがない。

　男は笑えみ、呟つぶやいた。声は聞こえなかったが、口の動きで何と言ったのかは分かった。




「見つけた」




　男の姿が崩れる。鈴城は露春の手を引き、すれ違いざま額ひたいに札を貼はると、蔵の方に突き飛ばした。鈍にぶい音と「何ですか一体」という声を無視して、袖から更に札を取り出す。

　蔵の前の開けた大地に、赤黒い水たまりが現れ、それが瞬まばたき一回の後に、先日よりも一回り小さな、しかし十分巨大といえる蜘く蛛もに変わった。尻しりから出した糸の束を構え、こちらの隙すきをうかがう。

「あっ！」

　現れた蜘く蛛もを見て、露つゆ春はるはしゃがみ込んだまま後ずさった。

　蜘蛛の八つの目玉が一いつ瞬しゆん、露春の姿を追う。

「それを隙すきって言うんだよ！」

　吼ほえながら、鈴すず城しろは左手の札の束を斜め上空に、右手の札の束を水平に投げつけた。札はたわみもせず、一斉に糸の束と蜘蛛の顔に向かって飛んでいく。

　蜘蛛は糸の束をうねらせ、自身の顔の前に突き刺し、盾にした。右手が放った札は全て糸の束に埋うもれ、左手で放った札は、うねりの際に生じた風によって軌き道どうを反らされ、とんちんかんな方角に消えていく。

　鈴城は素早く、新たな札を取り出し構えた。

　蜘蛛の巨体が揺ゆれる。笑っているのだ。

「隙を突いたのに、その様ですか？」

「計算通りだ」

　鈴城は自信満々の笑えみを浮かべたが、蜘蛛には負け惜しみにしか聞こえなかったらしい。

　ゆったりと糸の束を地面から抜き、その先端を鈴城に向ける。

「別に今日きようは、君を殺しに来たわけじゃありません。私のものを返して貰もらいにきただけです。拾ったでしょう？　あの荒れ屋で。隠していても分かります。君を見た瞬しゆん間かんに確信しました。君です、君が持っている」

「うちは蜘蛛の糸を持って帰らなければならないほど生活に窮きゆうしていない」

　糸の束の先端が空を仰あおいだ。

「……大人しく返してくれていれば、怪け我がをせずに済んだのに」

　意味を問おうと口を開きかけた鈴城は、慌あわてて横に飛んだ。「遅い！」という蜘蛛の言葉と共に、地面の中から白い糸の束が現れた。空を仰いでいる束より細いが、鈴城の腕と同じくらいの太さがある。

　糸の束は素早く鈴城の身体からだに巻き付くと、当然のように尖った先端が、鈴城の眉み間けんに添えられた。足が空に浮く。

「あれに触れた罰ばつは見逃してあげますから、さぁ、早く返して下さい」

「本当に知らないんだが、知っていたとしても、誰がお前に返すか。自分の所行を思い出せ！」

「本当にうるさい」

　先端が、眉み間けんから口に移動する。鈴城が思わず口を噤つぐむと、蜘蛛は楽しそうに笑った。

　しかし、唐突に笑しよう声せいが止やむ。蜘蛛は空を仰いでいた糸の束を横手にある木立に向けて振り下ろした。数本の木が押し潰つぶされ、苦く悶もんの声を上げる。舞い上がった土つち埃ぼこりの中から、抜き身の刀を持った武官が駆かけ出してきた。滋しげ範のりだ。

　蜘く蛛もが糸の束に次の指令を下す前に、滋しげ範のりは蜘蛛との距離を詰めた。振り上げられる銀色の刃が、赤い目玉に映る。

「うるさいのはお前だよ！」

　滋範は躊ちゆう躇ちよなく、蜘蛛の首を切り落とした。鈍にぶい音と共に、首が地面に転がる。

　拘束していた糸がほどけ、しゃがみ込んだ鈴すず城しろは、抜き身の刃を携たずさえ、蜘蛛の首を冷たく見下ろす兄を見た。その手には一枚の札が握られている。

　先ほど鈴城が攻撃用の札と共に放った連絡用の札だ。

「兄上……」

「まだだ！」

　ふらつきながらも立ち上がり、近づこうとした鈴城を声で押しとどめ、滋範は刀をひらめかせた。その切っ先は過あやまたず蜘蛛の頭を突き刺すはずだった。しかし、刃が届く一いつ瞬しゆん前、二つに分かれた蜘蛛の身体からだは赤黒い液体と化し、地面に吸い込まれていった。その上に、原型が分からないほど切り裂かれた縹はなだ色いろの衣ころもが一枚、舞い落ちる。

　刀を引き、滋範は大きく舌打ちした。

「話よりも小さいから、全部じゃないな。一部か。しかし、貞さだ光みつの言う通り、凄すごい逃げ足だ」

　刀を鞘さやに戻しながら、滋範は忌いま々いましげに呟つぶやき、弟の姿を見て目を見開いた。

　鈴城は右肩を押さえ、うずくまっていた。袖から血が流れている。

「鈴城！」
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　滋範が鈴城を案じる声を遠くに聞きながら、露つゆ春はるは幽ゆう鬼きのように立ち上がり、無残な姿をさらす縹色の衣の前に立った。

　鈴城によって額ひたいに貼はられた札をむしり取る。現れたその顔に表情はない。

　ただ衣を見下ろす目だけが、最大限まで開かれ、目玉が今にもこぼれ落ちそうだった。

　ゆっくりと膝ひざを折り、衣に触れる。わずかに湿っていた。しかし、だからこそ芳かぐわしいが癖くせのある香の匂においが際立っていた。

　露春は足早にその場を立ち去った。
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　蜘蛛の糸が苦し紛まぎれに鈴城の肩につけた傷は、血の割に深い傷ではなかったが、大事を取って滋範と共に帰宅することになった。

　東ひがしの対たいの母も屋やで滋範の治療を受けながら、鈴城は何があったのか、全て包み隠さず話した。

「そうか。それで、本当に何も拾ってはいないんだな？」

「それどころじゃなかったよ。あの時は」

　鈴すず城しろの瞳ひとみに影が差す。色々と思い出してしまったのだ。

　滋しげ範のりは弟の頭に皺しわだらけになった札を置き、その上から軽く叩たたいた。

「お前はちゃんと成長している。以前のお前なら、私に救援を頼むなんてこと、思いつきもしなかっただろう？　上出来上出来。その調子だ」

　治療に使った薬や布などを盆に載せ、角つの盥だらいを抱え、滋範は立ち上がった。

「でもな鈴城。焦あせって一番大切なことを忘れるなよ」

「一番大切なこと？」

　行儀悪く足で壁かべ代しろをめくりながら、滋範は笑えんだ。

「最初の気持ちだよ。誰を守りたいと思ったのか、どういうふうに守りたいと思ったのか、それがきちんと実行できているか、常に問いかけ続けろ」

　鈴城は目を見開いた。

　そして、この数日間の自分の行動を思い起こす。

「おれ、何してたんだろう？」

　一人ひとりきりになった室しつに、呆けた呟きが響く。

　呟きが完全に空に溶けてから、鈴城は勢いよく立ち上がった。




　西にしの対たい。御み簾すが下ろされた母も屋やの中で、結ゆい鹿かは静かに書物を紐ひも解といていた。否、開いた書物を膝ひざの上に置き、ぼんやりとしていた。

　先ほど、鈴城が怪け我がを負ったため、滋範と共に帰宅したという知らせが届けられた。

　本当はすぐに会いにいきたかった。しかし、一昨日おととい、「待っている」と告げた結鹿の下もとに、結局兄は来なかった。それはつまり、まだ結鹿と顔を合わせたくないということだ。そんな状況で会いにいってもいいのかどうか。悩んでいる内に結鹿は動けなくなってしまった。

　書物に視線を落とす。

　文字が書かれているということは分かる。言葉も分かる。しかし、物語として頭に入ってこないので、少しも面白くない。

　琵び琶わを弾こうかとも思ったが、取りにいくのも何だか億おつ劫くうだった。

　ため息がこぼれる。

「鈴すず鹿か山やま、峰みねのもみじ葉ば心あり。今ひとたびのみゆき待つなん」

「一昨日から思っていたが、それは秋の和歌だろう。少し気が早いぞ」

　結鹿は全身がしびれるような感覚を味わった。

　不快ではないが、心ここ地ち良いとも断言できない。何だか胸が締め付けられ、心臓が妙みような音を立てている。頰ほほが真っ赤だと、見なくとも分かった。

「結ゆい鹿か」

　名前を呼ばれ、顔を上げる。

　御み簾すの向こうに鈴すず城しろが立っていた。何な故ぜか泣きたくなり、結鹿は泣いた。

　鈴城が慌あわてて御簾を上げ、母も屋やに入ってきた。

「おい、こら、泣くな！　おれが頼より親ちかに殺されてもいいのか？　それともそれが目的か？」

　言っていることの意味は分からなかったが、結鹿は首を左右に振った。袖で涙を拭ぬぐい、片かた膝ひざ立ちをしている鈴城を見上げ、微ほほ笑えむ。

「鈴城兄様、お帰りなさい」

「ただ今、結鹿」

　柔らかな声に結鹿の目からまた涙がこぼれた。鈴城が「あぁ～泣くな泣くな」と言って、袖で乱暴に涙を拭う。痛かったが、結鹿は何も言わなかった。

「鈴城兄様」

「何だ？」

「色々と、ありがとうございました」

　鈴城は天井を仰あおぎ、意味もなく辺りを見回してから妹を見た。

　その顔は欲しかったものを横から取られてしまった童わらべのように歪ゆがんでいた。

「先に言うな！　おれが言いづらいだろう！　年長者を立てろ！　どう致しまして！」

　兄の剣幕に、結鹿は数回瞬まばたきをしてから、とても楽しそうに笑った。

　そっぽを向いた鈴城の顔は、耳まで赤く染まっていた。

「あのさ、結鹿」

　結鹿の笑いと自身の赤みが収まってから、鈴城が少しうつむきながら妹を呼んだ。

「はい」

「その、さ……守ってくれて、ありがとう」

「いえ、でも、あれは……」

「黙だまって頷うなずいてろ」

　上目遣いに軽く睨にらまれ、結鹿は口を閉じ、頷いた。それを見届けてから、鈴城は視線を床に、正確には、結鹿の手に戻す。

　白く華きや奢しやな女の子の手だ。嫌いやというほど見慣れているし、触ったこともある。しかし、今日きようはいつもよりも小さく見えた。そして思う。自分達を助けるために、この手が無骨な小こ太だ刀ちを握りしめたのだ。

　想いが心から溢あふれ、四し肢しを駆かけ巡る。

　鈴城は心のまま、その手に触れようとした。

「あら？」

　指先が震える。鈴城はそっと手を戻し、「どうした？」と何気なく問いかけた。少し声が震えていたが、結ゆい鹿かには気づかれなかったので問題はない。

　結鹿は唇くちびるに指を当て、小首を傾かしげながら兄を見た。

「今、兄様の胸から何やら綺き麗れいな音が……」

「音？」

　訝いぶかしげな声に、澄んだ音が重なった。鈴すずの音ねによく似ているが、違う。音に聞き覚えはないが、思い当たる節があった鈴すず城しろは、懐ふところから巾きん着ちやくを取り出した。口をゆるめ、中身を取り出す。人差し指と親指に挟はさまれた白く丸い玉が、再び先ほどの音を奏かなでた。

　美しく珍しい物に、結鹿の瞳ひとみが輝く。

「これは？」

「貞さだ光みつ兄上から、お前へ宛てた贈り物だ。すっかり忘れていた」

「私に、ですか？」

　結鹿は不思議そうに数回目を瞬しばたかせてから、玉をのぞき込んだ。なめらかな表面に、一組の男女が映り込む。

「真珠によく似ていますね」

「微かすかに温かいんだ。ほら、手を出せ」

　素直に差し出された掌てのひらの上に、玉を載せる。

「本当に……温かいですね」

「生きているのかもな」

　少し意地の悪い笑えみを浮かべる鈴城に、結鹿は穏やかな笑みを返した。

「ありがとうございます。貞光兄様にも、急いで文ふみを書かなければ」

「そうだな。きっと喜ぶ。あっ、これもやるよ、これはおれから」

「ありがとうございます」

　巾着を受け取った結鹿は、その中に玉を入れた。

　幸せそうなその顔を見つめながら、鈴城は表情を引き締めた。姿勢を正す。

「なぁ結鹿」

「はい？」

　目が合う。頰ほほが赤らむのを感じ、鈴城は少しうつむいた。しかし、今、言わなければならない。思い切り息を吸い込み、吐き出す息に正直な想いを載せる。

「多分、これからもおれとか頼より親ちかは何度も失敗をすると思う。それで、何度も結鹿に迷惑をかけるかも知れない。でも、おれはお前の傍そばにいたいんだ。お前が自分自身を危ない抜き身の刃だと言うなら、おれはお前を守る鞘さやになるから、だから、お前も、傍にいてくれ」

　言い切った。肩で息をしながら恐る恐る鈴城が顔を上げると、結鹿は目を見開いていた。その瞳ひとみがゆっくりと細められ、満面の笑みに変わる。

「はい。私も、兄様達のお傍にいたいです」

　安あん堵どの息と笑えみが、鈴すず城しろの口からこぼれる。

　しかし、鈴城の心の平安は、そう長くは続かなかった。

「そうだ、鈴城兄様、私とても良いことを思いつきました」

「何だ？」

「今日きようは一いつ緒しよに寝ましょう」

「……はぁ？」

「前に滋しげ範のり兄様が仰おつしやっていたじゃないですか、昔はよく添い寝をした、と。私、元々は一人ひとりっ子だったので兄妹の作法というものはよく分からないのですが、とても楽しそうだと思っていたのです。それに、一緒に寝ると更に親密になれると、凪なぎ子こちゃんがお勧めしてくれた物語にも書かれていましたし……」

「阿あ呆ほう！　それは兄妹じゃなくて男女の場合だ！」

「兄妹も男女ですよ？」

「違う！　その……ともかく、違うんだ！」

　真っ赤な顔で手をばたつかせる鈴城に、結ゆい鹿かは目を伏せ、「鈴城兄様は私と親密になりたくないのですね」と悲しげな声で呟つぶやいた。

　鈴城は思いっきり、心の中で凪子をなじった。「一体どんな物語を勧めたんだ」と。

　柱の影で事の成り行きを見守っていた滋範が盛大に吹き出すまで、まだまだ未熟な兄妹の奇き妙みような攻防は続いた。
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　その日の夜。晴せい明めいの屋敷に集まった面々は、滋範の話を聞き寝しん殿でんの母も屋やを笑しよう声せいで満たした。

「それで、二人は今日一緒に寝てるのか？」

　一番大きな声で笑っていた貞さだ光みつが身を乗り出しながら滋範に問いかける。

　掌てのひらを口に当て、何とか笑いを治めた滋範は「いいや」と首を左右に振ってから、一同の顔を見回した。母屋に敷かれ畳の上には、美び姫きの姿をした晴明、頼より光みつ、滋範、貞光、保やす昌まさが円を描くように座っている。表情は様々だが、四対の瞳ひとみは、滋範に先を促すように輝いていた。

「どっちも引かなくて、最後の方は鈴城が涙目になってきたから、流石さすがに私も鈴城が哀あわれになってね。結鹿が眠るまで鈴城が傍そばにいる、という妥だ協きよう案を提案して、結鹿には納得して貰もらったよ」

「それは……また、きついですね」

　想像したのか、保昌の頰ほほが仄ほのかに上気する。

「そういう話を聞くと、妹が欲しくなるな」

　頼光の呟つぶやきを聞いてしまった貞光は、何ともいえない顔で主人を見た。

　場の空気を変えるため、晴せい明めいが小さく咳せきをする。

　緊張の糸が室に張り巡らされた。

「それで、滋しげ範のり殿。鈴すず城しろ殿は本当に何も拾ってはいないのですね？」

「はい」

　晴明は滋範の返事に頷うなずいてから、頼光に視線を向けた。

「親ちかも、何も拾っていないと言っていました」

「そうですか」

「しかし、蜘く蛛もは一体何を落としたのでしょうか？　わざわざ宮きゆう中ちゆうまで探しに来るなんて、よっぽど大切なものなのでしょうね」

　保やす昌まさの疑問に、晴明が「見当はついています」と応えた。

「守もり平ひら殿が新たに視みた〝夢〟の中で、蜘く蛛もは『鏡』を背負っていなかったそうです」

「じゃぁ、蜘蛛の奴やつは一番大切なものを落としたってことか？　どじだな」

　呆あきれを多分に含んだ声で、貞さだ光みつは呟つぶやいた。皆の心中を正確に代弁したその呟きに、晴明は微苦笑をこぼしてから、「貞光殿」と呼びかけた。

「はい」

「この間の姫ひめ君ぎみの屋敷は覚えていますね？」

「当たり前です」

「では、明あ日すにでも、何か拾ったか、あるいは見かけたか聞いてきて下さい」

「しかし、晴明様。その蜘蛛が落としたと思おぼしき『鏡』とは〝蛇へびの目玉〟のことですよね？　『鏡』ならともかく、〝目玉〟なんて、拾いますか？　普通」

「〝蛇の目玉〟が、そのままの姿をしているとは限らないのですよ、保昌殿」

「そうなのですか？」

　保昌だけでなく、貞光まで目を丸くした。

「〝蛇の目玉〟とは言うなれば、力の塊かたまりですから。守平殿が〝夢〟で視たように『鏡』の姿を模しているかも知れませんし、水晶や玉のようになっていても、不思議はありません」

「玉？」

「どうかしたかい、貞さだ」

　訝いぶかしげな視線を投げかけてくる頼より光みつに、貞光は首を左右に振りながら、「何でもない」と応えた。

「どちらにせよ、あのような場所にあったものをむやみに持っていくとは思えませんが、念には念を入れておいた方がいいでしょう。守平殿の〝夢〟では、最近、洛らく中ちゆうを青い衣ころもを着た女性が水路を使ってうろついているそうですし……」

「〝目玉〟の持ち主、ですか？」

　少し身を乗り出した保昌に、晴明は頷うなずいた。

「おそらくは。衣ころもの模様が鏡と同じと仰おつしやっていましたから。ところで頼より光みつ殿。綱つな殿と季すえ武たけ殿から連絡はありましたか？」

「いいえ」

「そうですか……では、自らの意思で来た、ということですね」

「つまり、まだ敵か味方か判断しない、ということですね」

　自身に続いて頼光が流れるように紡つむいだ言葉に、晴せい明めいは眉まゆ根ねを寄せた。

　会話が一いつ瞬しゆん止やむ。その隙すきを突くように滋しげ範のりは片手を少し挙げた。

「済みません、一つ、いいですか？」

　美び姫きは眉み間けんに寄っていた皺しわを伸ばしてから、滋範に視線を向け、「どうぞ」と先を促した。

「実は、鈴すず城しろが襲われた時、露つゆ春はる殿が一いつ緒しよにいたそうです。私が気がついた時にはもういませんでしたが」

「露春殿が……」

　顎あごに手を添え、晴明はほんの少し、痛ましげに瞼まぶたを伏せた。その側頭部を頼光が軽く指で突く。目を瞬しばたかせながら振り向いた美姫に、年齢不詳に見える青年は、無む邪じや気きな笑えみを浮かべて言った。

「母上、あまり一人ひとりで根こんを詰めない方がいいですよ。ここには使える息子が沢たく山さんいるのですから、存分にお使い下さい」

　晴明は微苦笑をこぼし、「ありがとう」と孝行息子の頭を撫なでた。
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　翌日。鈴城が東ひがしの対たいで目覚めると、枕もとに紙が置かれていた。

　流れるように優美な筆跡は、間違いなく結ゆい鹿かのものだ。一行、『稽けい古こに行ってきます』と書かれていた。まだ墨すみの香りが濃いので、書かれてからそんなに経ってはいないと分かる。

　鈴城は頭を搔かきながら、下ろされた御み簾すの向こうを見た。

　日が高い。もう昼を回っているらしい。今日きようは出仕を控えるように言われているので、こんな時刻まで寝ていても、誰も責めたりはしない。しかし、鈴城は何だか気恥ずかしかった。

　それというのも、昨晩は一睡も出来なかったのだ。

　一日二日の徹夜で体調を崩すほど、やわではない。兄妹や友人には及ばないが、身体からだは鍛きたえているし、武芸の腕もそこそこのものだ。

　しかし昨晩はいつもと勝手が違った。単純な睡魔との攻防ではなく、何だか色々な感情と、言うことをきかなくなりそうな自身の身体との戦いだった。熾し烈れつな戦だった。何とか勝利はしたものの、心身共に受けた被害は甚じん大だいで、深夜、自室に帰ってくると同時に、深い眠りに落ちた。

　相撲すもうに勝って勝負に負けたのだ。

　深いため息を吐き出しながら、鈴すず城しろは行動を開始した。

　傷口に当てられた布を交換し、狩かり衣ぎぬに着替えた頃、庭の方から大きな羽音が聞こえてきた。壁かべ代しろを上げると、階の下に片かた膝ひざ立ちの貞さだ光みつがいた。髪は炎のように赤く、背から生えた翼つばさは畳まれてもなお、圧倒的な存在感を放っている。

「どうしたのですか、貞光兄上。こんな真っ昼間から羽を出すなんて」

「済まん、鈴城！」

　叫さけぶように謝ると、貞光は頭を深く下げた。

　その姿は様になっているが、まとう空気がただ事ではない。

「貞光兄上？」

「俺の落ち度だ！　童わらべだって知ってることだっていうのに、全く俺は、人からひょいひょい物を貰もらって、あまつ、それをひょいひょい人に渡しちまうなんて、童以下だ！　でもな、昨日きのう晴せい明めい母から話を聞いた時点で、もしやと思っていたし、ほら、あれ、なんかこう輝いていて綺き麗れいだったから、凄すごくこう、心こころ惹ひかれて……」

「貞光兄上！」

「はい！　済みません！　言い訳しました！」

　鈴城は階を降り、居住まいを正した貞光の真正面まで移動した。

「どういうことか、ちゃんと説明して下さい」

「実は、この間助けた姫ひめ君ぎみと下男に、あの荒れ屋で何か拾わなかったか聞きにいったんだ。どうやら蜘く蛛もは、そこで『鏡』を……いや、〝蛇へびの目玉〟を落としたらしくてな。

　姫君には直接は聞けなかったが、拾ってないという返答だった。怪け我がした下男もそれどころじゃなかったって応えた。で、家で保護していたあの下男に聞いたら、はじめは知らないって言っていたんだが、どうも顔色がおかしくてな、ちょっと強く問い詰めたら、この間の玉がそうですって言うんだ」

「玉って、貞光兄上がくれた……あの？」

　貞光は深々と頷うなずいた。

「気がついたら目の前にあったらしい。その時は不幸中の幸いと持って帰ったんだが、後になって薄気味悪くなって、家宝とか、お礼とか言って俺にやっかい払いしたんだ。いや、そもそも、俺も疑うべきだったんだ。あんな下男が、あんな高価そうな物を持っているわけがなかったんだからな」

「じゃぁ……昨日、おれが蜘蛛に襲われたのは……」

「そうだ。あの玉のせいだ。あれこそ、夢売りが〝夢〟で視みた『鏡』……蜘蛛にとって一番大切な、〝蛇の目玉〟だったんだ。だからあの玉を……」

　貞光の言葉を聞き終える前に、鈴城は母も屋やの中に駆かけ戻った。

「鈴すず城しろ？」

　再び簀すの子こに姿を現した鈴城の両手には、大量の札が握られていた。それを袖や懐ふところにしまい込みながら鈴城は簀子を駆かけた。

「結ゆい鹿かが……結鹿が危ない。あいつのことだ、絶対、あれを身に付けているはずだ」

　その胴に腕が回され、足が空を踏ふむ。

　見ると、貞さだ光みつが不敵な笑えみで「こっちの方が速いだろう？」と言って、高こう欄らんを蹴けり、空に舞い上がった。
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　ゆったりと水が流れる川の下。音のない青い闇やみの中に女は座っていた。

　ひどく冷たい雰ふん囲い気きをまとった青い女によう房ぼう装しよう束ぞくの女は右頰ほほに手を添えた。その指の先。右の瞼まぶたは上がっていた。しかし、本来ならば漆しつ黒こくの瞳ひとみがあるべき場所に、目玉はない。それを確かめるように、這はい上がってきた白い指が一本、空洞内を彷徨さまよう。

「あぁ……可愛かわいい人……」

　水の中に、女の声が広がる。

　白目のない左の瞳から涙がこぼれ、すぐに川の水に流されていく。

　右の空洞からは赤い雫しずくが垂れ落ち、流れの中に朱しゆ色いろの細道をつくる。

　女は空洞に指を入れたまま、「痛い、痛い」と叫さけび、激しく身をよじった。

　川底の小さな石と泥を摑つかみ、水面を仰あおぐ。

「……我の、大切な人……非ひ道どい人……」

　血のついた指が水面を目指す泡と共に伸ばされる。

　不意に、狂気に染まりかけていた女の左目に光が灯ともった。

「……やっと、見つけた……」

　女は三日月のような笑みを浮かべた。




　堀ほり河かわ小路こうじの真ん中で、狩かり衣ぎぬをまとい、髪を後頭部で括くくった結鹿は足を止めた。

　いつの間にか、辺りは青い霧に包まれていた。周囲に視線を向けるが、人影はおろか、気配も物音もしない。ただ一つ、水が流れる音だけがよく聞こえた。

　堀河小路にはその名の通り、堀川という川が道に沿って流れている。都に住む人々の生活を支えている大切な運河だ。結鹿は、その川の中から自分に向けられる悪意に気づいた。

　腰に差している木刀を抜き、正眼に構える。

「どなたですか？」

　誰何すいかの声に応えるように、川の中心部分が盛り上がり、そこから青い女房装束をまとった女が現れた。両目は開かれているが、右の目玉はなく、赤い闇やみが顔をのぞかせている。左の目玉はあるが、白目がなく、こちらは濡ぬれた漆しつ黒こくが世界を映していた。

　水面に立つ。水の中から出てきたというのに、風に靡なびく髪は、一本も濡れていない。

「……やっと会えた……可愛かわいい人……大切な人……非ひ道どい人……」

　女はうっとりとした表情で右手を伸ばした。




「抱きしめてあげましょう。深く深く。もう決して離れないように。我の目玉ごと！」




　女を中心に水面が波立ち、一ひと際きわ大きな波が女の姿を隠した。直後。波の間に青い鱗うろこを持つ、巨大な蛇へびが現れた。

「蛇……水すい神じん……まさか、あなたは……」

　結ゆい鹿かの声は水音によって砕くだかれた。

　蛇は大きく裂けた口を開き、真っ赤な口内と、長く細い舌をさらしながら、先ほどの女の声で、「可愛い人」と言いながら、動どう揺ようしている結鹿に頭から突っ込んできた。

　確かな殺意を感じ、結鹿は気を引き締め、横に飛んだ。しかし、いつの間にか地面がぬかるんでいたため、足を滑すべらせ派手に横転した。その背の後ろ。ぬかるんだ大地に蛇の頭が突き刺さる。衝しよう撃げきで結鹿の身体からだは大地を転がり、全身が泥だらけになった。

　顔についた泥を払いながら立ち上がると、頭上に影が差した。見上げずに後ろに飛ぶが、かかとが泥に沈んでしまい、ほんの少し間に合わなかった。蛇の頭部が結鹿の腹部から下にのしかかり、彼女の身体を地面に叩たたきつける。

「あっ……」

「我を置いていった非道い人……さぁ我の胸に帰りなさい」

　蛇の頭が身体を這はい上がり、発育途上の胸の上で止まった。その左目に苦く悶もんの表情を浮かべる男装の姫ひめ君ぎみが映り込む。息が出来ない結鹿は全力で身じろいでいた。

　蛇は目を細め、「いけない子ですね」と呟つぶやくと、おもむろに口を開いた。牙きばの向こうから現れた細く長い舌の先が結鹿の顔の真上で止まる。

「言って分からないのならば、あなたも我と同じ苦しみを味わうべきです」

　自らの右目に向かってくる舌を睨にらみ付けながら、結鹿は唇くちびるを嚙かみしめた。身体の内側に〝力〟が生じる。暴れ出す寸前まで膨ふくらんだ〝力〟を結鹿は一気に解放した。〝力〟は銀色の雷となり、その身体から迸ほとばしる。雷は一いつ瞬しゆんの内に、蛇の巨体を包み込んだ。

「ギャァァァァァァッ！！！！！」

　蛇の巨体が大きくのけぞる。結鹿は咳せき込みながらも素早く立ち上がり、痛む身体に鞭むちを打ち、川から離れた。

「おのれ、おのれ……どうして、どうして……」

「えっ……？」

　結ゆい鹿かの足が止まる。油断なく蛇へびを視界に捉とらえていた目が大きく見開かれた。

　蛇は泣いていた。左目からは透明な、右目からは血の混じった赤い涙を流しながら、頭を左右に振り続けていた。よく見ると、その胴体は傷だらけだった。鱗うろこがはげている箇所もある。

「我は……あの子を……あの子が……我の……」

　呟つぶやきながら、蛇はゆっくりと倒れていった。

「あっ！」

　思わず駆かけ寄った結鹿の前で、盛大なしぶきが上がる。

　それが収まると、辺りに立ちこめていた青い霧が晴れた。大地のぬかるみも消え、人影や気配、物音が戻ってくる。その中に、貞さだ光みつと鈴すず城しろがいた。

「結鹿！」

「結鹿姫！」

　泥だらけの男装の姫ひみ君ぎみは、兄達に笑え顔がおを向けてから、もう一度川を見た。

　何事もなかったように、川は静かに流れ続けていた。
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「そんなことがあったのか」

　頼より光みつの屋敷。その寝しん殿でんの母も屋やの中。結鹿から堀ほり河かわ小路こうじでの出来事をあらかた聞き終えた頼光は、顎あごに指を添え、難しい顔をした。

　二人は少し距離を置き、結鹿は円座に、頼光は畳に座して向かい合っている。

　身を清め、狩かり衣ぎぬも交換し、すっかり綺き麗れいになった結鹿は、ためらいがちに「あの……」と声を上げた。

「どうかしたのかい？」

「いえ、もしかして、あの蛇の君きみは、その……」

　そこで一度口を閉じ、膝ひざの上に置いた拳こぶしを握りしめる。

「〝姫殺し〟と何か関係があるのですか？」

「どうして……いや、晴せい明めい様から、話は聞いているんだったね。では、隠し立てしても無む駄だだろう。そうだよ。その蛇の君こそ、蜘く蛛もが背負っていた『鏡』、つまり、〝蛇の目玉〟の真の持ち主であり、蜘蛛の主あるじだろうね」

　口調も表情も優しいが、頼光の瞳ひとみには鋭するどい光が宿っていた。もし、今、目の前に先ほどの蛇が現れ、その必要があるのならば、彼は何のためらいもなく、蛇を滅ぼすだろう。

　兄達が抱える、優しい闇やみの片へん鱗りんを感じながら、結鹿は自身の思いを口にした。

「……彼女は、少し正気を失っていました。しかし、とても悲しい目をしていました。まるで、迷子になった我が子を探す母のような目をしていました。身体からだもぼろぼろで、本来持っている力の、半分も出せてはいなかったと思います。それでも彼女は、私に向かってきました。自らの身を顧かえりみずに。だから、私はとても、彼女が〝姫殺し〟を命じたとは思えません」

「非ひ道どい目に遭わされたのに、蛇へびの君きみを許すのかい？」

　瞳ひとみの光を和らげ、少々意地の悪い笑えみを浮かべながら頼より光みつが問いかけると、男装の姫ひめ君ぎみは頰ほほを仄ほのかに染め、視線をそらしながら応えた。

「私も……その……思いっきり反撃してしまいましたから、お相子です」

　結ゆい鹿かの師し匠しようの一人ひとりであり、その実力を熟知している頼光は、目を丸くした。

「思いっきり反撃したのかい？」

「はい。あの、でも、ちゃんと蛇の君が耐えられる程度に抑えました……抑えるように、頑張り、ました。それに、彼女が私を襲ったのは、おそらく、私が彼女の〝目玉〟を持っていたからだと、先ほど鈴城兄様から聞きました。それに彼女は、私を誰かと間違えているようでしたし……」

　言いながら、結鹿は頼光の手もとに視線を向けた。その手の中には、昨日きのう、結鹿が兄から貰もらった白い玉の姿をした〝蛇の目玉〟入り巾きん着ちやくが収まっている。

　視線に気づいた頼光は、巾着を握りしめた。

「まぁ、真相は綱つなと武たけが帰ってくれば分かるから、結ゆいは一ひと先まず、鈴すずと……そうだな、親ちかもつけよう。皆で晴せい明めい様の屋敷に行きなさい。そろそろ帰宅なさるはずだから」

「何な故ぜですか？」

「先ほど思いっきり反撃した、と言っていただろう？　この間のこともあるし、念のため、看みて貰いなさい」

「大丈夫ですよ？　何ど処こも痛くありませんし、熱っぽくもありません」

　心配をかけまいと言葉を重ねる結鹿に、頼光は微苦笑をこぼし立ち上がると、男装の姫君の前に片かた膝ひざをついた。

「大丈夫じゃないのは私の方だよ。過保護と笑ってくれてもいい。好きで結のことを心配しているのだから」

　頭を撫なでる。心ここ地ち良いのか、結鹿の表情が少しゆるんだ。

　頼光は手を頰に移動させた。

「私達も後で行くから、晴明様のお屋敷で良い子にしていなさい。お願いだよ」

　至近距離で見つめ合い、睦むつ言ごとのように囁ささやく。艶なまめかしい雰囲気にまだまだ未熟な姫君は、顔を真っ赤に染めながら、漂う甘い空気から逃れるように、何度も頷うなずいた。

「二人は東ひがしの対たいにいるから、迎えにいってあげなさい。仲良くね」

「はい」

　頼光が手を引くと、結鹿はそっと溜めていた息を吐き出した。頰が熱い。熱を払うように軽く手で叩たたいてから、立ち上がり、「失礼致しました」と言って室しつを後にした。




　一人ひとり残された頼より光みつは、元の位置に座り直すと、目を閉じ、耳を澄ました。

　少し離れた場所から、頼より親ちか、鈴すず城しろ、そして結ゆい鹿かの声が聞こえてくる。中ちゆう門もんを抜け、門をくぐり、道に出たのを確認してから、目を開くと、先ほどまでは誰もいなかった御み簾すの前に、青年と少年がいた。

　二十代前半と思おぼしき青年は、背の高い可愛かわいらしい姫ひめ君ぎみという形容がしっくり来る外見をしている。

　結鹿よりも二、三歳上と思しき少年の方は絵か彫り物か。とても生身とは思えない美び貌ぼうの右半分を黒い布地で作られた眼帯で隠していた。

「お帰り、綱つな、武たけ」

「ただ今、戻りました」
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　頼光の直属の部下である青年、渡辺わたなべ綱は淡く微ほほ笑えみながら応え、少年、卜うら部べ季すえ武たけは軽く頭を下げた。

「今、じゃないだろう。済まないね、待たせてしまって」

「いいえ。貞さだ光みつから大体の事情は聞いています。これ以上結鹿姫を巻き込みたくない、という頼光様の気持ち、分かります」

「ありがとう、綱つな。それで、晴せい明めい様からの依頼は達成できたのかい？」

「はい。晴明様の読み通り、眷けん属ぞくに蜘く蛛もがいる、〝目玉〟をなくした水すい神じんはいました」

「詳くわしく、話して貰もらえるかな？」

　綱が傍かたわらの季すえ武たけを見ると、少年は小さく頷うなずき、頼より光みつの前に座った。綱もその斜め後ろに腰を下ろす。

　細く、長く、息を吸ってから、季武は口を開いた。

「まず、はじめに申し上げておきます。結ゆい鹿か姫の思っている通り、彼女は、〝姫殺し〟を命じてはいません」

「蜘蛛が勝手に暴走した、ということか」

「はい。だからこそ、眷属達は私達に全てを教えてくれました」

　季武は笛の音のように澄んだ静かな声で、淡たん々たんと続けた。

「彼女の名前は青あお姫ひめといいます。小さな川の守護をしている、青い蛇へびの水神です」




　それは如月きさらぎに入った数日後に起こったという。

　事を起こした蜘蛛は、皆から芥あくた丸まると呼ばれていた。元々は青姫が治める川の畔ほとりに巣をかけ暮らす蜘蛛の一匹に過ぎなかったのだが、同種の蜘蛛よりも一回り小さく、動きも何ど処こか鈍にぶいこの蜘蛛のことを青姫は小さな頃から静かに見守っていた。

　その頃は、この蜘蛛を眷属にする気など微み塵じんもなかったのだが、ある日。心ない人間がこの蜘蛛を川に投げ捨てた。何が起こっているのか、これから何が起こるのか。流されながらただ戸惑い、死にゆく蜘蛛の様子に、青姫は哀あわれを感じ、気がつけば蜘蛛を助け、自らの血を分け与え、眷属としていた。

　芥丸という名前は、この時、青姫がつけた。

　青姫は芥丸に様々なことを一から教えた。「まるで赤子を育てる母のようだ」と他の眷属が笑った。少し拗すねているような声こわ音ねに、今度は青姫が笑った。

　芥丸はみるみる成長し、人間にも姿を変えられるようになった。他の眷属に引けを取らない力も得た。

　青姫は芥丸の成長をとても喜び、自身が治める川の中にある、小さな淵ふちを任せることにした。

　そのことを告げると、芥丸も喜び勇んだ。しかし、これが過ちのはじまりだった。

　五年としない内に、芥丸は塞ふさぎ込むようになった。誰がわけを聞いても言わず、せっかく会いにきてくれた青姫のことも追い返してしまう。

　おかしいと思いながらも、更に五年が経った。

　そして、五十年が経った今年。如月きさらぎのはじめ。芥丸が治める淵に一人ひとりの女が身を投げた。

　よくあることではないが、今までなかったわけでもない。青姫も他の眷属達も、その出来事を特別視していなかった。

　身投げから三日後。同じ村の男達が変わり果てた娘を見つけ、遺体を引き上げた。

　男達の野太い悲鳴が響く。

　引き上げられた女の骸むくろは目がえぐり取られていた。更に、肉がむしり取られている箇所がいくつもあった。怯おびえる男達の前で、淵ふちから顔を出したのは巨大な蜘く蛛もの頭だった。

　芥あくた丸まるが、女を喰くったのだ。

　青あお姫ひめが駆かけつけた時には、女の身体からだはほとんど骨しか残ってはいなかった。

　そして、血の味を覚え、肉の感触を知り、絶望を体内に取り込んでしまった芥丸は、もう神の眷けん属ぞくではなくなっていた。

　半狂乱となり襲いかかってくる芥丸と青姫の攻防は、三日三晩続いた。

　加勢しようとした他の眷属は、ことごとく芥丸の餌え食じきとなった。

　四日目の朝。青姫は芥丸を追い詰めた。後はその首を切れば全てが終わるはずだった。

　しかし、彼女はためらってしまった。

　その瞬しゆん間かん、芥丸は青姫の目玉を奪い、逃げ去ったのだ。




「傷だらけのまま追いかけようとする青姫を残った眷属達で何とかなだめました。しかし、私達が訪れる数日前に、青姫は彼らを振り払い、芥丸を追いかけていってしまったそうです」

　季すえ武たけが口を噤つぐむと、室しつは重い沈ちん黙もくに包まれた。

　頼より光みつは巾きん着ちやくを目の高さまで上げた。

「力は、どれだけ手に入れるか、ではなく、どう使うかが大切なのだけれどね」

　巾着を放る。軽い音を立てて、それは季武の手の中に吸い込まれるように落ちた。

「夜を待って、晴せい明めい様の所に行く。それまで身体を休めなさい」

　綱つなと季武は深々と頭を下げた。
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「結ゆい鹿か、何ど処こか痛くなったらすぐに言うんだぞ」

「おぶっていきましょうか？」

「何でお前がおぶるんだよ。妹をおぶるのは兄の役目だろう」

「文官は黙だまっていて下さい。転んだりして結鹿姫に怪け我がをさせたら殺しますよ」

　頼光の屋敷を出る前から、自身を挟はさんで繰り広げられる舌戦に結鹿は困惑していた。右には鈴すず城しろ、左には頼より親ちかが陣取り、それぞれが結鹿がまとう狩かり衣ぎぬの袖をしっかりと握りしめているので、離れることも出来ない。

　この間の一件に加え、先ほどの蛇へびの君きみ襲撃が、兄様達を過保護にしてしまったらしい。

　心配されるのは、心苦しいが、嬉うれしくもある。しかし、往来で、しかも歩きながら言い争いを続けさせるわけにはいかない。つい先ほども、すれ違う人とぶつかりそうになったのだ。

　結ゆい鹿かは兄達の袖を引っ張った。

　二対の瞳ひとみが同時に妹分の姫ひめ君ぎみに向けられる。

「どうした、結鹿」

「どうかしましたか、結鹿姫」

「あの、鈴すず城しろ兄様、頼より親ちか兄様、ここは往来ですから、ちゃんと前を見て歩きましょう？」

　困ったように小首を傾かしげる結鹿に、二人は少し目を見開いてから、自信満々な笑えみを浮かべた。

「大丈夫ですよ、私は普段からきちんと鍛きたえているので、転んだりはしません」

「おれだって、無ぶ様ざまに転んだりはしない」

　そして、二人は舌戦を再開した。

　小さなため息を吐き出し、結鹿は進行方向を見た。

　明るい陽光に照らし出された土つち御み門かど大おお路じは、とても広々としている。一ひと先まず、すれ違う人や、迷惑そうな顔をしている人は見受けられないので、結鹿は胸をなで下ろした。

　しかし、すぐに奇き妙みようなことに気づいた。

　再び袖を引っ張る。顔を向けた兄達に、小さな声で「おかしくありませんか？」と告げる。

「何がだ？」

「人がいません」

　三人の足が止まった。頼親が目だけ動かし辺りを見回す。

「……確かに、いませんね」

「いつからだ？」

　鈴城の問いに、応えられる者はいなかった。

「先ほど、蛇へびの君きみと一戦を交えた時もこんな感じでしたが、あの時は青い霧きりが出ていました」

「霧など出ていませんよ」

「別口、か？」

「幸い、晴せい明めい様の屋敷まで後少しです。駆かけ抜けますか？」

「そうだな」

「あっ。人が……」

　二人が結ゆい鹿がの視線を辿たどると、晴明の屋敷の先。坂さかの上うえ家けの門前に袿うちき姿の女が一人ひとり、こちらに背を向けて佇たたずんでいた。

　声が聞こえたのか、ゆっくりと女が振り返る。その顔を見て、結鹿は驚いた。

「白しら露つゆ様？」

　鈴城が結鹿の耳もとに口を寄せ、小声で問う。

「知り合いか？」

「在あり原わらの業なり平ひら公こうの子孫の方です」

「在原？　ということは、露つゆ春はる殿の……」

「はい。妹君です」

　白しら露つゆは結ゆい鹿かの顔をまじまじと見つめながら、数歩、前に出た。

「あら、あなたは男の子のような格好をしているけれど、確か……晴せい明めい様の……」

「はい。その節はお世話になりました」

「お名前は……確か、お教え頂いていませんよね？」

「そうですね。あの時は名乗れずに済みませんでした。私は結鹿と……」

　突然、頼より親ちかと鈴すず城しろは結鹿をかばうように前に出た。袖は解放され、鈴城の手は結鹿の口を覆い、頼親の手は木刀に添えられている。

「兄様？」

　掌てのひら越しのためくぐもっていたが、戸惑っていることは正確に伝わったらしい。頼親が小さな声で「彼女の足もとを見て下さい」と言った。

　言われた通り、白露の足もとに視線を転じさせた結鹿は息を吞のんだ。

　影がない。

　白露は三人の様子に気づいていないのか、結鹿の名前を舌の上で丹念に数回味わってから、「覚えました」と言って晴れやかに微ほほ笑えんだ。可愛かわいらしい笑えみだが、妙みような凄すごみがある。結鹿は無意識に、兄達の衣ころもを握りしめた。

「お前、こんな所で何をしている？」

「あぁ、忘れるところでした。ありがとうございます。実は、私、あなたを待っていたのですよ。坂さかの上うえの鈴城殿」

「どうしておれの名前を知っている？」

　訝いぶかしげな鈴城に、白露は笑みを深めた。

「大だい内だい裏りで名乗ったでしょう？　私の兄様、在原露春に。全て聞いていたのですよ。彼が」

　一いつ瞬しゆん目を見開いた鈴城は、白露を見み据すえたまま、背後の結鹿にも聞こえないほど小さな声で頼親に話しかけた。

「おい。おれが飛び出したら、結鹿を連れて晴せい明めい様の屋敷に行け」

「本気ですか？　囮おとりならば、私が行きますよ」

「あっちはおれに聞きたいことがあるはずだから、すぐには殺さないだろう。でも、お前はそうじゃない。死にたくはないだろう？」

「……病やみ上がりなのですから、無茶はしないで下さいね」

　根底にある心配の色を見透かし、鈴城は笑みをこぼした。

「善処する」

「お話は終わりましたか？」

　白しら露つゆの問いかけと共に、鈴すず城しろは宣言通り、飛び出した。素早く袖に手を入れ、札を取り出し、放つ。札は真まっ直すぐ白露に向かっていったが、娘はその場から動かず、足の代わりに口を動かした。

「もうお分かりのようですが、用件を述べますと、今日きようは、あなたが持っている彼の宝物を返して貰もらいにきたのです。しかし……」

　地面が波打つ。体勢を崩した鈴城が視線を落とすと、そこには蜘く蛛もの巣が広がっていた。

　白露の足もとがたわみ、糸の壁が出現する。札は全てその壁に受け止められた。

「あなたはお持ちではないようなので、作戦を少し、変更することにしました」

　崩れる壁の向こうで、白露は妖よう艶えんに笑えんだ。

　直後。

「結ゆい鹿か姫！」

　頼より親ちかの悲痛な声が鈴城の鼓膜と心を震わせた。




　鈴城の手が口から外され、頼親に腕を摑つかまれた結鹿は、すぐに兄達が何をしようとしているのか悟った。そして、それに従うことにした。

　札を放つ兄の姿を目に焼き付け、頼親と共に晴せい明めいの屋敷に向かって駆かける。

　門は開かれていた。先を行く頼親の片足が敷居を越えるのと同時に、背後から独特な香こうの香りが結鹿の鼻び腔こうをくすぐった。

　唐突に結鹿は思い出した。自分はこの香りを何度もかいでいる。




　──それは、凪なぎ子こと行った在あり原わら家けで。白露の衣ころもから。

　──それは、兄達の後を追っていった辻つじで。現れた女おんな車ぐるまから。

　──そして、廃屋で対たい峙じした蜘く蛛もの衣からも、同じ香りがしていた。




「結鹿」




　香りに続いて届いた若い男の声が、結鹿の意識と身体からだを絡からめ取り、動きを封じる。その事実に愕がく然ぜんとする前に、腹部に何かが巻き付いた。見なくとも分かる。蜘蛛の糸だ。

　違和感を感じ、頼より親ちかが振り返る。結鹿は唇くちびるを嚙かみしめながら、何とか力を振り絞り、自身の腕を摑む彼の手を払った。身体が後ろに引き寄せられ、柔らかく温かなものに受け止められる。

　二の腕を摑まれ、肩に何かが載せられた。見ると、男が笑えんでいた。

　蜘蛛だ。

「ここは私の巣。逃げられませんよ」

　いつの間にか結鹿の全身に絡みついていた糸が、一気に彼女を締め上げた。

「結ゆい鹿か姫！」

　頼より親ちかの悲痛な声を聞きながら、結鹿は意識を失った。
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　真昼。土つち御み門かど大おお路じの真ん中で、牛ぎつ車しやが止まった。

　乗っていた翁おきなの晴せい明めいと滋しげ範のりが、顔を見合わせ小首を傾かしげる。

「雨う暗あん」

　晴明が名を呼ぶと、前方の御み簾すが上げられた。顔をのぞかせた小こ舎人どねり童わらわの雨暗が、真剣な表情で「お降り下さい」と言う。

　理由はすぐに分かった。目と鼻の先にある晴明の屋敷の前。門を塞ふさぐように年若い武官と文官がうつむき加減に佇たたずんでいる。

「頼親、鈴すず城しろ。結鹿はどうした？」

　頼より光みつからの知らせで、三人が連れ立って晴明の屋敷に向かったことを知っていた滋範は、二人に近づきながら単刀直入に問う。

　二人は結鹿の名前を聞いた瞬しゆん間かん、身体からだを震わせ、そのまま土下座した。

　地面すれすれまで下げられた顔から透明な雫しずくが垂れ落ち、土の色を変える。顔は見えないが、二人が泣いていることは明白だった。

　そして、姿が見えない結鹿。

　胸中にわき上がった苛いら立だちを滋範は築つい地じにぶつけた。鈍にぶい音に、道行く人々が一度、足を止める。しかし、築地にはひび一つ入ってはいなかった。

「滋範殿」

「……壊れないと知っているから、殴なぐったのです」

「確かに、あなた達のために強化はしてありますが、それでも、回を重ねればいつか壊れます。壊れれば、あなたの手も無事では済みません。控えて下さい」

　やんわりとした晴明の声が、滋範の気持ちを静めた。

　赤くなった拳こぶしをもう片方の手でさすりながら、弟達を見る。

　微動だにしていない。変わったことといえば、涙の跡が増えたくらいだ。

　晴明は二人の前に片かた膝ひざをついた。

「頼より親ちか殿、鈴すず城しろ殿。あなた達は私達に、何を頼みたいのですか？」

　上げられた二人の顔は、涙と鼻水と涎よだれで凄すごいことになっていた。晴明は懐かい紙しを取り出し、それらを綺き麗れいに拭ぬぐい取った。すると、屈くつ辱じよくにまみれながらも、諦あきらめずに最善の手を探し続ける男の顔が現れた。

　小さく震えているが、強い響きを持った二つの声が応える。

「お願いです。力を、貸して下さい」

　晴せい明めいは満足そうに頷うなずいた。
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　冷たい風が頰ほほを撫なでる。結ゆい鹿かはゆっくりと目を覚ました。

　ぼんやりとしたまま数回目を瞬しばたかせる。鮮明になった視界に、真っ赤な薄すすき野原が映り込んだ。驚いて身を引こうとしたが、首から下は動かず、唯一、動いた頭が後ろにある何か硬いものに思い切りぶつかった。

　不幸中の幸いか、その痛みで結鹿の意識ははっきりとした。痛みに耐えながら、辺りを見回す。そこは蔀しとみが下ろされた母も屋やの中だった。薄野原と思ったものは、乱雑に置かれた大量の灯台の炎。結鹿は柱の高い位置に括くくり付けられ、それらを見下ろしていた。

　肩から足首まで、白い糸に覆われているため、自分の身体からだがどうなっているのか視覚的には分からないが、先ほど柱にぶつけた後頭部以外は痛まないので、怪け我がはないらしい。

　逃亡の障害は糸だけだ。

「力を使えば……」

　呟つぶやきを責めるように、隣からうなり声が聞こえてきた。目を凝らすと、先ほどは気づかなかったが、隣の柱にも白い糸に包まれた蛹さなぎのようなものが、くっついていた。うな垂れている横顔に、結鹿は覚えがあった。

「露つゆ春はる様……」

　妻つま戸どが開いた。赤い西日がわずかな間、室しつに差し込む。

　軽い足音を立てながら結鹿の前にやって来たのは、白しら露つゆだった。

　とても嬉うれしそうな笑えみを浮かべている。

「気がつきましたか、結鹿姫。いいえ、鬼おに姫ひめ様とお呼びした方がいいかしら？」

　さざ波のような小さな笑しよう声せいをこぼし、灯台の間を舞うように移動する。

「白露様、これは一体……」

「これ？　あぁ、兄様のことね。思っていたよりも余裕がおありなのね、人様のことを心配するだなんて」

　言いながら、拘束された露春の足もとにすがりつく。その顔には妖よう艶えんな女の笑みが浮かんでいた。

「兄様ったら、昨日きのう、凄すごい面相でここに来たの。そしてこう仰おつしやったわ、『逃げるぞ、白露』って。私が『どうして？』と問うと、慌あわてていたのでしょうね、『ここは危険だ。蜘く蛛もが義よし信のぶ殿の衣ころもをお前の匂においのする衣を、ともかく、ここは危険だ』と、同じことを何度も繰り返していました。そんな兄様も素敵ですが、少々やかましかったので、事が終わるまで静かになって頂いたの」

　兄を包む糸に口付け、白露は笑った。それはとても明るい笑声だったが、彼女の顔は泣いているようにも見えた。

「愚おろかな兄様。世間にばかりに目を向けて、私の現うつつを見ようとはしなかった。私の想いを知ろうとはしなかった。憎にくい人、非ひ道どい人。でも、とっても可愛かわいい人」

「彼女と私はよく似ている」

　声と共に、開かれた妻つま戸どから男の姿をした蜘く蛛もが現れた。

「だから、私はあなたを受け入れたのよ。芥あくた丸まる様」

「そうですね。そして、私も、だから君を選んだのです。白しら露つゆ殿」

　見つめ合う男女の瞳ひとみには、同じ色のほの暗い炎が宿っていた。

　息を止め、その光景を見ていた結ゆい鹿かに、蜘蛛が近づいてくる。

「そろそろ日が沈みます。約束の刻限が近い」

「約束？」

「君の兄君と交かわした約束ですよ。君と私の宝物を交換して貰もらうのです」

　優しい微ほほ笑えみに、水音が重なった。男の胴が不自然に伸び、美しい顔が結鹿の顔をのぞき込む。

「五人目を喰くえなかった上、あれをなくしてしまった時はどうしようかと思いましたが、世の中はうまくできていますね。君のような極上の餌えさを手に入れることが出来た。これでやっと、私は青あお姫ひめ様と一つになれる。長かった……本当に、長かった」

「青姫様？」

「私の想い人ですよ。私の宝物。でも、決して手には入らない御方。だから、私は彼女と一つになることにしたのです」

「……〝目玉〟の、持ち主ですか？」

「正解。君は本当に頭がいいですね」

　男の手が結鹿の襟えりもとにかかる。結鹿は表情を強こわ張ばらせた。蜘蛛は笑った。

「あぁ、力を使わない方がいいですよ。この糸は、露つゆ春はる殿に繫つながっていますから。これでも、私は君のことをとても警戒しているのです。抜かりはありません」

　耳みみ障ざわりな音をたて、狩かり衣ぎぬと下にまとった衣ころもが胸の中程まで引き裂かれる。その辺りを覆っていた糸が舞った。白く未熟な胸もとに、蜘蛛の手が触れる。結鹿は必死に声を抑えた。悔くやしさと羞しゆう恥ちで頰ほほは赤く、目もとには涙がにじんでいる。

　蜘蛛の嘲ちよう笑しようが胸もとを撫なでた。手が衣を押し退のけ、結鹿の首筋を男の眼前にさらす。

「そう。そうやって静かにしていれば、殺しはしません。少し、血を貰うだけです」

　赤い舌が味を確かめるように首筋を這はう。

　結鹿の頰を涙が伝うと同時に、蜘蛛の鋭い牙きばがその首筋に突き刺さった。

　血をすする不気味な音を白露は恍こう惚こつとした笑えみを浮かべながら聞いていた。
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　黄昏たそがれ時が終わり、都に夜が訪れる。

　灯あかりがなければ、人は歩くことすら困難になる不ふ穏おんな頃。

　文官の束そく帯たいをまとった鈴すず城しろは何の灯りも持たず、闇やみに覆われた辻つじに立っていた。

　昼間。結ゆい鹿かを手に入れた蜘く蛛もはそのままかき消えた。残った女も、「坂さかの上うえの鈴城。日没後。三さん条じよう大おお路じと堀ほり河かわ小路こうじが交わる辻に、一人ひとりで来て下さい。彼の宝物を持って」と言い残すと、地面に張り巡らされていた蜘蛛の巣と共に、溶けるように消えていった。

　その時のことを思い出しながら、鈴城は懐ふところの辺りに触れた。堅い感触が指先に当たる。

　怖いほど、気持ちは凪ないでいた。息を吐き出す。

　堀河小路を松たい明まつを持った中年の男が北上してきた。下男のようだ。怯おびえているのか、足もとがおぼつかず、額ひたいからは脂汗が止めどなく流れ落ち、襟えりを濡ぬらしている。

　鈴城と少し距離を取り、男は止まった。

「坂上鈴城殿、ですね？」

　震え、掠かすれた声で男が問う。鈴城が頷うなずくと、「品は？」と言った。懐から巾きん着ちやくを取り出し、口をゆるめて中身を掌てのひらに転がす。現れた白い玉を見て、男は小さく頷いた。

「では、私の後に続いて、こちらに」

　一定の距離を保ったまま、二人は二町ほど歩いた。

　男は堀河小路沿いに建つ、屋敷の中に入っていった。

　鈴城の足が門の手前で止まる。男が戸惑いながら振り返ると、正装した文官は小さな声で何か言っていた。

「お急ぎ下さい。早くしなければ、私は……」

「入ってもよろしいでしょうか？」

「はい。どうぞ。そうして下さい」

　軽く頭を下げ、鈴城は門をくぐった。

　開け放たれた中ちゆう門もんを抜け、南庭に出る。鈴城は左手で鼻から下を覆った。視線を巡らせることなく、そこかしこに散らばっている人間だった肉片を目視することが出来た。

　腐っているもの、新しいもの、鮮度は様々だが、皆、苦く悶もんの表情を浮かべている。

「使用人のなれの果てです」

　鈴城の方に身体からだごと向き直った男が、震える声で告げた。

「逃げようとした者、言うことをきかなかった者、襲いかかった者、全て殺され、このように屍しかばねをさらしています」

「義よし信のぶ殿もこの中にいらっしゃるのですか？」

　口を開いた男の頭が、首から落ちた。

　噴き出した血の中で、白い糸が煌きらめく。蜘く蛛もの糸だ。男の首に巻き付いていたらしい。だからこそ、男は始終怯おびえていたのだ。

　とっさに後ろに飛んでいたので、血まみれになることはなかったが、見ていて気持ちの良い光景ではない。顔をしかめた鈴すず城しろの前で、頭を失った男の身体からだが倒れた。松たい明まつは血の海に飛び込み、その役目を放棄する。

　しかし、光源に困ることはなかった。松明と入れ違いに、庭を囲むように配置されていた大量の篝かがり火びが一斉に炎を灯ともしたのだ。

「義よし信のぶ様は池の中にいらっしゃいますよ。あの男には冷たい水の中がお似合いですから」

　昼のように明るくなった庭に、白しら露つゆの声が響く。

　声の主は、庭の真ん中にいた。女によう房ぼう装しよう束ぞくで着飾っている。傍かたわらに佇たたずむ芥あくた丸まるも、文官の束そく帯たいをまとっていた。

「おれ一人ひとりを招くのに、随分派手なことをするんだな。周りの連中が集まってきたらどうするつもりだ？」

「大丈夫。結界を張ってあります」

　応えながら、芥丸は空を指差した。

　意識を二人に向けたまま、仰あおぎ見ると、屋敷を包み込むように蜘蛛の巣が張り巡らされていた。よく見れば、大地にも、築つい地じにも糸が張り付いている。

「盛大だな。さぞかし疲れただろう」

「これくらい盛大な方がいいでしょう。今日きようは私とあの御方の、所ところ顕あらわしなのだから」

「あの御方？」

「ずっとずっと……狂ってしまうほど慕したい続けた、この世で一番尊く、美しく、大切な御方です。白露殿の協力もあり、今日、やっと私は彼女と結ばれる。叶かなわぬ想いを遂げられる」

「お前の頭の中で、か？」

　鈴城は口の端を上げ、意地の悪い笑えみを浮かべた。

　しかし、芥丸は気分を害した風もなく、「違います」といっそ穏やかな表情で首を横に振った。

「真実、私達は一つになるのです。あの御方は私に、私はあの御方になる」

「勝手にしろ。それより、結ゆい鹿かを返せ！」

「いいでしょう」

　芥丸は後ろを向き、一度しゃがみ込んでから立ち上がり、再びこちらを向いた。

　その腕の中に、糸に包まれた結鹿がいた。

　芥丸は結鹿の顔が鈴城にもよく見えるように身体を傾かたむけながら、「こちらに」と言った。

　懐ふところから巾きん着ちやくを取り出し、早くも遅くもない足取りで、鈴城は芥丸に近づいた。

　真昼のような庭の真ん中で二人は対面する。白露は嬉うれしそうに二人の様子を眺ながめていた。

「では」

　先に、芥あくた丸まるが結ゆい鹿かを地面に下ろし、手の届かない距離まで下がる。

　鈴すず城しろが結鹿に駆かけ寄ると、結鹿は小さく呻うめいた。気を失っているだけのようだ。

　一ひと先まず、安あん堵どの息をつく。

「さぁ、玉を……」

　顔を上げると、芥丸が腕を広げていた。鈴城は巾きん着ちやくを空に向かって投げた。

　芥丸が空を仰あおぎ、目を見開く。

「はい、ごめんよ」

　巾着を片手に、翼つばさを広げた褐かち衣え姿の貞さだ光みつは歯を見せて笑った。

「芥丸様！」

　白しら露つゆの声に芥丸は慌あわてて視線を鈴城に向けた。

　しかし、先ほどまで鈴城と結鹿がいた場所にはもう誰もいなかった。白露が芥丸の袖を引き、中ちゆう門もんの方を指差す。

　見ると、そこには文官束そく帯たいをまとった翁おきなの晴せい明めいがいた。両隣には武官束帯をまとった頼より光みつと滋しげ範のりが刀を構えている。更にその後ろには、武官束帯の頼より親ちかと、褐衣姿の季すえ武たけもいた。

　そこに鈴城と、褐衣姿の綱つなに抱き上げられた結鹿、最後に翼を畳んだ貞光が加わる。

　歩み出た晴明が、静かな視線を芥丸と白露に注いだ。

「終わりにしましょう。芥丸殿。白露殿」

　白露は芥丸から離れ、小首を傾かしげた。

　その顔にはとても嬉うれしそうな笑えみが浮かんでいる。

「あなたは誰ですか？」

「名前くらいで、私を縛ることは出来ませんよ。あなた達は私の真実を知らないのですから」

「そんな無ぶ粋すいなことは致しません。純粋な好奇心で聞いただけです」

「では、名乗りましょう。安あ倍べの晴明と申します」

「まぁあの有名な陰おん陽みよう師じ様でしたか。しかし、おかしいですね。私はあなたをお招きした覚えはありませんよ。どうやってこの屋敷に？」

　小さく、晴明は笑んだ。

「いいえ、お招き頂きましたよ。鈴城殿と一いつ緒しよに」

　首を元の位置に戻し、白露は「あぁ」と言って一度手を叩たたいた。

「門の前で言ってらっしゃったのは、皆様のお名前だったのですね。まぁまぁ童わらべだまし。引っかかってしまいましたけど」

　笑いながら、白露は芥丸の周りを舞うように回った。

　芥丸はそんな白露を静かに見つめていた。女によう房ぼう装しよう束ぞくの姫ひめ君ぎみはふと蜘く蛛もの前で立ち止まり、翁を見た。

「ねぇ晴せい明めい様。あなたは仰おつしやいました。終わりにしましょう、と。私達が何をしたのか、あなたは知っているのですか？」

「大体は」

「では教えて下さいな。私達は一体、何をしたのですか？」

　晴明は少し目を細めた。しかし、小さくため息を吐き出し、言う。

「〝姫殺し〟です」

　大きな物音がした。

　晴明が視線を向けると、寝しん殿でんの簀すの子こにしゃがみ込んだ露つゆ春はるがいた。

　その顔色は青というよりも白く、濁にごっていた。
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　闇やみに染まった母も屋やの中。乱雑に立ち並ぶ灯台の下で、露春は目を覚ました。

　身体からだがだるく、空腹を訴える。しかし、そんなことは些さ事じだった。

「白しら露つゆ？」

　妹の名を呼び、辺りを見回す。力が入らない足を叱しつ咤たして立ち上がると、身体に白い糸のようなものが無数にこびりついていた。それがとても不ふ愉ゆ快かいで、取り払いながら妹を探す。

　はじめは、何な故ぜ、こんなに必死になって妹を探しているのか思い出せなかった。

「そうだ、蜘く蛛も、衣ころも……」

　大だい内だい裏りで鈴すず城しろを襲撃した蜘蛛。残された衣は、義よし信のぶのものだった。しかも、そこから香った香こうは、彼の妹のものだった。間違いようがない。

「白露が、危ない」

　蜘蛛は白露の傍そばにいる。大切な妹が喰くわれてしまう。

　そう思った露春は、あの日、義信の屋敷に駆かけ込んだ。そして、庭でぼんやりとしていた妹を連れ出そうとした。しかし、そこで、彼の記憶は途切れている。つまり、まだ妹を救い出せていないのだ。

「白露が、危ない」

　真剣に、うわごとを繰り返し、灯台を倒しながら妹を探していると、外から話し声が聞こえてきた。見ると、蔀しとみの間から光が差し込んでいる。誘われるように、露春は妻つま戸どから簀すの子こに出た。庭が見通せる場所に出ると、沢たく山さんの人影が見えた。

「では教えて下さいな。私達は一体、何をしたのですか？」

　探し求めた妹の声が響く。駆かけ出そうとした露春の足を続く翁おきなの声が絡からめ取った。

「〝姫殺し〟です」

　無ぶ様ざまに倒れ込む。痛みを無視して露春は、身体を起こした。
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「晴せい明めい様、噓うそですよね？」

　簀すの子こを這はい、高こう欄らんにすがりつきながら、露つゆ春はるは声を絞しぼり出した。目の焦しよう点てんは合っていない。

「白しら露つゆが、白露はそんな、人を殺すことなど出来ません。私が少し擦すり傷を作っただけで泣くような子なのですよ？　そんな子が、四人も人を殺すだなんて……」

「本当ですよ」

　応えたのは晴明ではなく、白露本人だった。

　細められた瞳ひとみに今にも崩れてしまいそうな兄の姿を映し、笑えみを深める。

「ついでに、義よし信のぶ様を殺したのも私です。使用人達を殺したのも私です。正確には、殺させた、ですけどね」

　前触れもなく、露春の目から涙がこぼれた。

「そんな……どうして……」

「愚問ですよ、兄様」

　白露は合わせた手に頰ほほを寄せた。

「兄様のために決まっているじゃありませんか」
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「白しら露つゆ」

「義よし信のぶ様ったら非ひ道どいんです。兄様ほどではないけれど、優しく、誠実なお方だと思っていたのに、私だけだと言いながら、鬼おに姫ひめにも文ふみを出していたのですよ？　それも、私をこの屋敷に引き取った後に。彼は私と、兄様の信頼を裏切ったのです。死に値する大罪でしょう？　怒いかりのあまり寝込んでしまった床の中で、あぁ、どうすれば彼に罪を与えられるのか、そんなことばかり考えていました。そうしたら、呼ばれたのです」

「白露」

「呼ばれる声に誘われて堀ほり川かわに行くと、そこに、芥あくた丸まる様がいらっしゃったのです。彼は私に言いました。『私は望みを叶かなえるために、力をつけるために、女の目玉が欲しいのです。手伝ってくれるのならば、君の望みも叶えてあげましょう』と。その手を取るのに、ためらいなどありませんでした。そして、芥丸様は義信様を殺してくれた」

「白露」

「目玉を取る姫ひめ君ぎみも私が選びました。四人の姫達は、皆、自分の父親が認めた殿方と結婚する予定だったのですよ。それによって、殿方達の出世も約束された」

「白露」

「ずるいですよね。妻の父親の身分が高ければ、夫の身分も簡単に上がるんですよ。ずるいです。許せません。兄様を差し置いて、凡ぼん庸ような男が先に出世するなんて」

「白露」

「鬼姫は、まぁ殺すほどではないので、罪を被って頂こうかと思って。ほら、どうせ、鬼姫なんですから、きっと遅かれ早かれ、人の四人や五人、殺してしまうと思うんです」

「…………」

　高こう欄らんにもたれかかり、うつむき、露つゆ春はるは動かなくなった。

　そんな兄を白露は真まっ直すぐ見つめていた。その顔には笑えみが刻まれているが、何の感情も浮かんではいなかった。

　露春の顔が持ち上がる。兄妹の視線が絡からみ合った。




「化け物」




　弱々しい声でそれだけ告げると、露春は全てを拒否するように、意識を失った。

　白露は晴れやかな笑え顔がおで兄の言葉を受け止めた。

　その後ろで芥丸が高らかに笑い出した。




　芥丸の身体からだの輪郭が崩れ、瞬まばたき三回、現れた蜘く蛛もは、今までと少し様子が違っていた。

　もし、この蜘蛛が荒れ屋に現れていたら、荒れ屋の母も屋やを支える柱は全て砕くだけていただろう。それ程の巨大さだった。腹の色は変わらず、闇やみを溶かした青だが、そこに赤いまだら模様がついている。

　何より、その八つの赤い瞳ひとみには今までにない狂気にも似た光が宿っていた。

「何だ？」

　貞さだ光みつが訝いぶかしげな声を上げると、綱つなの腕の中で「血……」と意識を取り戻した結ゆい鹿かが呟つぶやいた。

「あの蜘く蛛もは、私の血を飲んだのです」

「何だと」

　目を見開いた滋しげ範のりは、結鹿の胸もとがさらされていることに気づいた。

　衣ころもをめくり、首筋を見る。そこには太い針を刺したような傷が、無数についていた。元から白い肌が、更に白くなっている。

　滋範は胸もとが見えないように衣を合わせ、歯がみした。

「綱、先に帰って結ゆいの手当を」

　幼なじみの肩を叩たたきながら、頼より光みつが指示を出す。綱はそれに従おうとした。

「無理ですよ」

　しゃがれた男の声が告げる。蜘蛛の声だ。

　同時に、無数の糸の束が一同に襲いかかった。

　綱以外、皆、各おの々おのの獲物を手に取る。晴せい明めいと鈴すず城しろは札、頼光、滋範、頼より親ちかは刀、貞光は長刀、季すえ武たけは槍やりで糸を防ぎ、避ける。

　その間に、綱は中ちゆう門もんに向かって駆かけたが、途中で引き返した。

「どうした？」

　滋範が糸の束を粉々に切り刻みながら問う。綱は首を左右に振り、「結界が強化されています。出られません」と告げた。

　思わずこぼした舌打ちに、貞光の「やばい！」という叫さけびが重なる。

「貞さだ、どうした！」

「とられた！」

「違います。返して貰もらっただけです」

　愉ゆ悦えつを含んだ蜘蛛の声に、一同が視線を向けると、八つの赤い目玉の前を先ほどまで貞光が持っていた巾きん着ちやくが落ちていった。玉を入れていた巾着だ。

　蜘蛛はわざわざ一同に見えるように、糸にくるんだ〝蛇へびの目玉〟である白い玉を掲げて見せた。

　耳みみ障ざわりな歓喜の声の中、玉は糸に吞のまれていく。

　糸の動きが止やんでから、どれほどの時が経ったのか。それは起こった。

「ヒギャッ！」

　蜘蛛の丸々とした腹の一部が不自然に盛り上がる。それを皮切りに、至る所が盛り上がり、膨ふくれあがる。そしてその度に、蜘く蛛もは苦く悶もんの声を上げた。

　中なか島じまに避ひ難なんしていた白しら露つゆは、目の前の光景が信じられず、半狂乱に叫さけんだ。

「どうして？　もう、〝目玉〟を取り込めるほどの力を得たはずなのに……っ！」

「済みません」

　冷静な声に振り返ると、眼帯をした美少年が憂うれい顔がおで佇たたずんでいた。季すえ武たけだ。

「あれは、私の〝目玉〟です」

「何を言っているの？　〝目玉〟をそうひょいひょい外せるわけがないでしょう？」

　苛いら立だったような白露に、季武は眼帯をめくって見せた。

　そこには確かにあるべき〝目玉〟がなかった。白露の顔から血の気が引く。身体からだを震わせ、後ずさりながら問う。

「あなたは、何なのですか？」

「私は貴き船ふねの祭神の分霊である白はく蛇じやの血を継ぐものです」

　白露は「そんな……」と呟つぶやき、その場にしゃがみ込んだ。

「それで、このまま見ていれば、後は季武の〝目玉〟があいつを喰くらってくれるのか？」

　長刀を手にしたまま、貞さだ光みつが季武の肩に腕を回す。

　白蛇の息子は頷うなずいたが、その表情は厳しかった。額ひたいには、微かすかに脂汗が浮かんでいる。

「その手はずだったのですが……」

「ですが？」

「気を抜かない方がいいです。私の〝目玉〟が喰われる可能性も十分、あり得ます」

「そんなに力をつけていたのか？」

　貞光は慌あわてて季武の肩から腕を退けた。翼つばさを広げ、長刀を構える。季武もそれに倣ならった。

「ならば、ここは最後の慈悲を与えるべきかな」

　蜘く蛛もの正面。貞光と季武の話を聞くともなく聞いていた頼より光みつは、刀を正眼に構え、静かに笑えんだ。

　その瞳ひとみが、赤く染まり、刀に銀色の雷が生じる。

「楽に滅ぼしてあげよう」
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　芥あくた丸まるの意識は、急速に薄れつつあった。

　身体からだが熱い。傷みはない。ただ熱い。

　このまま何もしなければ、自分はどうなるのか、考えることも出来なかった。

　その時、声が聞こえた。




「楽に滅ぼしてあげよう」




　意識が行きよりも速く、帰ってきた。




　──冗談ではない！　滅びないために力をつけたのだ！

　──青あお姫ひめ様と一つになるために、力をつけたのだ！

　ただの蜘く蛛もだった頃から、ずっと彼女を見つめていた。

　その頃は、触れあうことも、会話を交かわすことも出来なかったが、彼女が自分を見ているというだけで、心が躍おどった。人の手によって川に放られたあの日。死の淵ふちにいながら想ったのも彼女のことだった。死ぬのならば、その前に一目、彼女を見たいと想った。

　願いは叶かなえられた。

　彼女の眷けん属ぞくとなり、触れあうことも、会話を交わすことも出来るようになった。はじめはそれだけで満足していたが、欲という箱には底も蓋ふたもなかった。気がつけば、誰よりも彼女の傍そばにいたいと想うようになっていた。

　だからこそ、力をつけた。淵を任された時は本当に嬉うれしかった。彼女に少し近づけたように思えた。しかし、それは違っていた。

　淵を任されてから、改めて、彼女と自身の間にある埋うめることの出来ない力の差を知った。

　このままでは誰よりも彼女の傍にいたいという願いが叶うことはない。

　どうすればいいのか？

　そう思い悩んでいる時だった。一人ひとりの女が淵に飛び込んだ。理由は分からない。ただ、その女は彼女によく似ていた。手の届かない彼女に、よく似ていたのだ。

　手を伸ばした。大きく見開かれた瞳ひとみに映る自分の姿に、身体からだが震えた。歓喜だ。

　気がつけば、人の姿になり、女を強く抱きしめていた。皮ひ膚ふが破れ、血がこぼれ、骨が砕くだけた。しかし、そんなことはどうでもよかった。頰ほほに手を添え、顔を上げさせる。見開かれたままの目玉は、とても美しかった。手で取り出し、口に含むと、とても、とても甘かった。

　まるで、彼女と口付けをしているような錯覚に囚とらわれた。吞のみ込むと、とても満ち足りた気分になった。しかし、それもすぐに霧む散さんした。試しに、肉をかじってみたら、また少し、満ち足りたが、すぐに霧散してしまう。

　そして、気づいた。

「あぁ……君きみは青姫様ではないのだった」

　しかし、気づいた。

「そうか、青姫様を食べてしまえばいいのですね」

　そうすれば、彼女とずっと一いつ緒しよにいられる。欲を満たすことが出来る。

　──そして、やっとの思いで、彼女の片目を手に入れることが出来た。

　──そして今。後一歩で、彼女と一つになれるのだ。彼女の〝目玉〟を取り込めるのだ。

　──滅びるわけにはいかない。

　──では、どうすればいいのか？




　芥あくた丸まるは八つの目玉を動かした。そして見つけた。

　極上の餌えさを。
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　明確な意思を持って、蜘く蛛もは一番顔に近い足の片方を振り上げ、勢いよく振り下ろした。

　辺りに土煙が舞い上がり、一同の視界を一いつ瞬しゆん、塞ふさぐ。

　その時。

「あっ！」

　驚きよう愕がくに満ちた綱つなの声が上がった。すぐに貞さだ光みつが翼つばさで風を起こし、土煙を払う。

　結ゆい鹿かを抱えた綱の前。

　頼より親ちかは刀を振り下ろしていた。その足もとで、赤く染まった糸の束が転がり、ほぐれる。

　鈴すず城しろは頼親の前に立っていた。その腹には、糸の束が突き刺さり、貫通していた。

　ゆっくりと、鈴城が倒れる。頼親は友の名を叫さけんだ。
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　結鹿は全てを見ていた。

　結鹿を狙ねらった糸の束が鈴城の身体からだを貫つらぬくのを。それでも勢いが止まらなかった糸の束を頼親が切り落としたのを。

　綱の腕の中で、全て視みていた。そして、思い出した。

　四年前、妖あやかしに襲われかけた結鹿を父母がかばい、冷たくなっていったあの日のことを。

　倒れる鈴城の姿が、父母に重なる。叫ぶ頼親の姿が四年前の自身に重なる。




　──いや。




　絶ぜつ叫きようが結鹿の口から迸ほとばしり、その身体を天から落ちた銀色の雷が包み込んだ。
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「綱つな、親ちか、離れろ！」

　腕の中を呆ぼう然ぜんと見つめていた綱は、頼より光みつの言葉で正気を取り戻した。丁寧に、しかし素早く雷の塊かたまりとなった結ゆい鹿かを大地に下ろし、動かない鈴すず城しろを背負い、混乱している頼より親ちかの手を摑つかんでその場を離れる。

　雷が弾はじけ、一同の視界が一いつ瞬しゆん白く染まった。

　光が引くと、そこには銀色の雷を全身に絡からませた年若い鬼き女じよが一人ひとり、静かな微笑を浮かべ、佇たたずんでいた。

　ゆったりとした純白の衣ころもに、萌もえ黄ぎ色の長なが袴ばかまを穿はき、薄うす紅こう梅ばいの領ひ巾れを肩から垂らしている。

　瞳ひとみは鬼灯ほおずきのように赤く、額ひたいからは、三日月のような純白の角が二本、生はえ、うっすらと開かれた唇くちびるの間から、牙きばがのぞいた。背を覆う漆しつ黒こくの髪が、風もないのに揺ゆらめく。




「大だい通つう連れん、小しよう通つう連れん、釼じん明みよう」




　詠うたうように、鬼女は自らの武器達を呼んだ。瞬まばたき一回。その右手に黄金色の大おお太だ刀ちが現れ、左手に銀色の太刀が現れ、腰に漆黒の小こ太だ刀ちが現れる。

　鬼女は地を蹴けった。舞うような動作だったが、その身体は蜘く蛛もよりも高く高く飛び上がり、刃の煌きらめきが星と同化する。

　空を蹴ける。鬼き女じよの身体からだは帚ほうき星ぼしのように尾を引き、蜘く蛛もの背中に向かって落ちていった。

　落ちながら、鬼女は刃を振り下ろした。
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　澄んだ音が一度響く。

　蜘蛛の身体が縦二つに裂けた。断末魔が響き、大量の赤黒い液体が庭に広がる。

　鬼女は再び空を蹴けり、動かなくなった蜘蛛の傍かたわらに降り立った。何も履いていない彼女の足もとだけは、液体が蒸発し、その白い肌を汚すことはなかった。

　刀を握りしめたまま、鬼女は白しら露つゆを見た。

　しゃがみ込んだまま呆ぼう然ぜんとしている娘を見て、美しい笑えみを浮かべ、身体の向きを変える。

「結ゆい鹿か！」

　鬼女の動きが止まった。笑みを消し、ゆっくりと声のした方を見る。

　そこには頼より親ちかの肩を借りながら、鬼女の方に近づいてくる鈴すず城しろがいた。その手には札が握られている。

「結鹿。もう、終わりだ」

　鬼女は何も言わず、ただじっと鈴城と頼親を見比べていた。

「刃をしまえ」

　言いながら、鈴城は札を鬼女の額ひたいに貼はり付けた。すると、銀色の雷が見る間に札に吸収され、瞬まばたき三回、三本の刀は消え、鬼女は狩かり衣ぎぬをまとった結鹿に戻った。

　鈴城と頼親は笑みを浮かべた。結鹿も微ほほ笑えみ、そのまま二人に向かって倒れ込んだ。二人は眠る結鹿を抱きとめ、そのまま自らも、意識を手放した。

　赤黒い液体に、三人の身体が落ちる。

　拍ひよう子しに、結鹿の額に貼られた札が剝はがれ、四つの光の玉に変わった。

　一つは鈴城の上に落ち、その身体に溶け込んで消え、他の三つは大地に落ち、丸まり眠る子犬へと姿を変えた。
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「白露」

　一部始終を見ていた白露は、緩かん慢まんな動作で顔を上げた。

　露つゆ春はるがいた。死人のような顔で、震えながら、それでも気丈に妹を見下ろしている。白露は居住まいを正し、視線で先を促うながした。

「私は、考えていた。先ほどのお前の言葉や、お前が行ったことの意味を」

　膝ひざの上に載せられた白露の手に力がこもる。その瞳ひとみは道に迷った童わらべのように揺ゆれていた。

「悪い夢だと思いたかった、でも、全ては現実なんだね」

　何も言わず、首すら振らず、白露は兄の言葉を待った。

　反面、その胸は今にも飛び出してしまいそうなほど脈打っていた。

「私は分かっていたんだ。とっくに気づいていたんだ。でも、認めたくなかった。お前は無関係だと思い込もうとしていた。……いや、違うな。私はお前をかばっていたのではなく、自分をかばっていたのか」

「兄様」

　白しら露つゆは兄の足に身を寄せた。

　露つゆ春はるが顔を向けると、白露は無む邪じや気きな笑え顔がおを浮かべ、兄を見上げた。

「兄様。忘れないで下さい。あなたのために、ここまでする女は私だけです。だって、私は知っているのです。兄様が夜は寝る間も惜おしんで学問に励んでいたことを、下男よりも早く起きて、剣術の稽けい古こをしていたことを。兄様は至高の存在なのです。だから、私の罪など忘れて、偉くなって下さいね。あなたが罪悪を感じることはないのです。全ては私の罪なのだから」

　言い切ると同時に、先ほどの蜘く蛛もと同じように、白露の背が縦に裂け、血が噴き出した。

　痛みはない。ただ、薄れていく意識の中で、白露は昔のことを思い出していた。

　生母を失い、父に引き取られたあの日。兄は笑顔で白露を受け入れてくれた。そのことが、ただ嬉うれしかった。一いつ緒しよに遊んだ日は、とても楽しかった。闇やみが怖くて眠れない夜、添い寝してくれた身体からだは温かかった。そんな中、いつの間にか生まれてしまった、報むくわれない想い。




　──報われては、いけない想い。




「白露！」

　兄が自分を呼んでいる。その腕で、力強く白露の身体からだを抱きしめている。

　笑えみを浮かべ、白露は露春の頰ほほに手を伸ばした。




「露春様。お慕したい、しております。ただ一人ひとりの女として、あなただけを永久に」




　露春の顔が、驚きよう愕がくに染まる。

　悪戯いたずらが成功した童わらべのような笑みを浮かべ、白露は息を引き取った。
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　赤黒い海の中を小さな蜘蛛が漂っていた。

　芥あくた丸まる、という名前がよく似合う、小さな蜘蛛だ。その身を二つに裂かれながらも、微かすかに残っていた意識の片隅で、同胞の死を知る。

　堀ほり川かわで出会った女。

　目があった瞬しゆん間かん、二人は互いが『同じ』であることを知った。

「先に、逝いきましたか……」

「あなたと共鳴していたとはいえ、彼女はただの人ですから」

　目の前の海が盛り上がり、そこから青い女によう房ぼう装しよう束ぞくをまとった女が現れた。青あお姫ひめだ。白目のない両目に、無残な蜘く蛛もが映り込む。

「青姫、様」

　蜘蛛の声が震える。

「やっと見つけましたよ。我の可愛かわいい人」

　鱗うろこに包まれた手が、丁寧に、蜘蛛を海から掬すくい上げる。

　冷たい掌てのひらに、蜘蛛は身をすり寄せた。青姫の口から母性に溢あふれた笑えみがこぼれる。

「さぁ眠りなさい。我の胸の中で。ゆっくりと」

「青姫様」

　冷たい唇くちびるが蜘蛛に触れる。

　二つに裂けていた身体からだは一つに繫つながり、小さな蜘蛛は、美しい青年に姿を変えた。

　青年の腕が、水すい神じんを抱きしめる。水神も青年の背に腕を回す。

「ずっと……ずっと、こうしたかった。私があなたを抱きしめたかった。青姫様」

「芥あくた丸まる」

「あなたの傍そばに、一番傍に、いたかった」

「芥丸」

　青年の姿はみるみる小さくなり、やがて乳ち飲のみ子になった。青姫の二本の細い腕が、その身体を離すまいと絡からみつく。乳飲み子も母の衣ころもを握りしめる。

「お休みなさい。可愛い人……」

　母の腕に力がこもる。乳飲み子は満ち足りた笑みを浮かべながら、母の胸に溶けて消えた。

　辺りを覆っていた赤黒い海が青姫の周りから徐々に透明な水に変わり、地に染み込んでいく。

　空になった腕を見つめ、青姫は静かに涙をこぼした。

「想っていました、あなたのことを。あなたが望む形ではないけれど……大切でした」

　自身を抱きしめるように、腕を絡からめる。

「芥丸……あなたと出会えて、我は幸せです……」

　応える声の代わりに、温かな風が吹いた。

　天上では満月というには細く、上じよう弦げんの月と称するには肥えた月が、地上を見るともなく見つめていた。
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　ある卯う月づきの半ば近く。人払いがされた清せい涼りよう殿でん、昼御座ひのおまし。

　東ひがし廂びさしに設しつらえられた畳と褥しとねの上で晴せい明めいの話を聞き終えた守もり平ひらは、碗わんに入った白湯を飲み干してから、「そうか」と呟つぶやき、探さぐるような視線を翁おきなの晴明に向けた。

「それで。いつから、白しら露つゆが怪しいと思っていたのだ？」

　晴明は白湯を一口、嚥えん下げした。

「彼女だけを怪しいと思っていたわけではありませんが、早い段階から、彼女は候補に上がっていたのは事実ですね」

「何な故ぜ？」

「姫ひめ君ぎみ達が殺されたのは、皆、昼間。これは協力者が昼間ならば自由に動けるということです。この時点で、昼間は出仕しなければならない殿方は候補から外しました」

「休んだのかも知れないぞ」

「〝姫殺し〟が起こった日に限って休んでいる者がいれば、すぐ噂うわさになります」

　守平は「なるほど」と本気なのか冗談なのか、よく分からない口調で言った。

「次に、殺された姫君達の共通点です」

「干え支とではないのか？」

「他にもあったでしょう？」

「彼女達が将来ある男と結婚するはずだったから、か？」

「そうです。しかも、その将来がある男達は、皆、右う近この衛え府ふに所属していました」

「何？」

　ほんの少し、青年は身を乗り出した。

「まだ通っていなかったので、姫君が殺されても大げさに嘆なげく者はいなかったようです。だからこそ、この奇き妙みような一致に周りは気づかなかったのです」

「しかし、そうなると白露はそんな情報を何ど処こから手に入れたんだ？」

「女の情報網は恐ろしい、ということです」

　守平は何も言わず、厳しい表情で座り直した。

「そして、極めつけはあなた様の夢です。川から流れてきた蜘く蛛もの行ゆく方えがすぐに分からなくなった、と仰おつしやった」

「確かに、言ったな」

「つまり蜘蛛は川を使って都に入り、すぐに協力者の屋敷に招かれた、ということです」

「藤ふじ原わらの義よし信のぶの屋敷は、堀ほり川かわのすぐ傍そばだったな」

「そういうことです。確信したのは露つゆ春はる殿の夢の話を聞いたからですがね」

「……白しら露つゆは、兄のために蜘く蛛もに協力したのか？　兄を出世させるために」

　翁おきなは首を左右に振った。

「詮せん索さくするのは、無ぶ粋すいなことです」

「しかし……」

「彼女の死に顔は安らかでした。全てを覚悟した上での死だったのです」

「蜘蛛が彼女を道づれにしたのではないのか？」

　白湯を飲み、揺ゆれる水面に姿を映し、晴せい明めいは苦く笑えんだ。

「芥あくた丸まる殿と白露殿は、よく似ていました。どちらも、本当に大切に想う相手の横に立つことは叶かなわなかった。だからこそ、少しでも、相手の心に自分を刻みたかったのでしょう」

　手て酌じやくで注いだ白湯の湯気を顎あごの辺りに感じながら、守もり平ひらは少し目を細め、外に視線を送った。

「私は、非ひ道どい男だな」

「御ぎよ意いにございます」

「晴せい明めい」

　冗談めかした恨うらみがましい目で青年は翁を睨にらんだ。しかし、晴明は真ま面じ目めな顔でそれを受け止めた。

「あなた様は、たった一人ひとりの姫ひめ君ぎみの醜しゆう聞ぶんを晴らすためだけに勅ちよく命めいを下したのですから、十分に非道い男です」

　守平の顔に苦笑がにじむ。

「言わないでくれよ。私は別に、横に並びたいと思っているわけではない。何ど処こでもいいんだ。あの子が笑え顔がおでいてくれるのならば、何処でも、な」

「そういう想いもありますね。そして想いとは時に人を強くも、愚おろかにもします」

「諸もろ刃はの剣つるぎ、か。面白いな」

　呟つぶやき、守平は袖から真っ白な結び文ふみを取り出し、晴明に差し出した。

「遅くなって済まない、と言い添えてくれ」

　恭うやうやしく文を受け取り、翁は女の声で「御意にございます」と言った。

　守平は白湯を呷あおり、「はぁ」と盛大なため息を吐いた。

「酒が飲みたい」

　袖の陰で、晴明は微苦笑をこぼした。
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　さらされた白い鈴すず城しろの腹に凪なぎ子こは遠えん慮りよなく手を這はわせる。その頰ほほは仄ほのかに上気しているが、殿方の裸を見たから、ではなく、先ほど聞いた話の興奮が、まだ冷めやらぬだけだ。

「ここに穴が空いたのですか？　でも、傷一つありません。凄すごい凄い」

「叩たたくな」

　痛くはないが、徐々に赤くなってきた自身の腹が流石さすがに不ふ憫びんに思え、鈴すず城しろは凪なぎ子この手を摑つかんだ。女めの童わらわは口をとがらせ不平をあらわにしたが、あっさりと手を引いた。

「でも、どうして無事だったのですか？　こう言っては何ですが、致命傷だったのでしょう？」

　衣ころもを整えながら鈴城は庭を見た。

「多分。結ゆい鹿かの力を封じた札のお陰だって、晴せい明めい様が言っていた。ほら、おれも一応鈴すず鹿か御ご前ぜんの子孫だから、恩恵に預かったんだろうって」

「……結鹿ちゃん、鬼になったそうですね」

　凪子は鈴城の視線を辿たどった。そこには木刀で綱つなと打ち合う結鹿がいた。男装の姫ひめ君ぎみが二人、息のあった剣舞を披ひ露ろうしているような、美しい光景だ。

「なったよ。滋しげ範のり兄上の話じゃ、二度目らしい」

「二度目？」

　鈴城は頷うなずいた。

「四年前。滋範兄上が結鹿の生まれた村に辿り着いた時、結鹿は鬼になっていたらしい」

　それは凄すさまじい光景だったと、滋範は鈴城に語った。

　家は焼け落ち、人は死に絶えた村の中で、自身の背丈よりも大きな太た刀ちを振り回し、幼い鬼き女じよは泣きながら妖あやかしを滅していたという。

　足もとにいる、虫の息の両親を守るため、力の制御が出来なくなり、自らの力で身の内を焼きながら、鬼女は戦い続けた。

「結鹿は覚えていないらしいけどな。だから未だに、妖を滅したのは滋範兄上だと思っている」

　鈴城は視線を少し動かした。そこでは、頼より光みつと滋範が他の面々を指差しながら、何か話し合っている。おそらく、この後、どのような稽けい古こをさせるべきか決めているのだろう。

　ふと、滋範がこちらを見た。込められ怒気に、鈴城はそっと目を伏せた。知らず、兄を睨にらみ付けていたらしい。

「そういえば、どうでした？」

「どうでした、って、何が？」

　訝いぶかしげに凪子を見ると、女童は頰ほほに手を添え、うっとりとしていた。

「勿もち論ろん、鬼になった結鹿ちゃんです」

　鈴城は目を瞬しばたかせてから、また結鹿を見た。

　口もとが自然とほころぶ。

「すごく、綺き麗れいだった」

　沈ちん黙もくが二人を包む。妙みように思った鈴城が凪子を見ると、彼女も鈴城を見ていた。

　至近距離で目が合う。と、女童は吹き出した。

「何だよ！」

「いいえ、ただ、そうですね」

　目め尻じりに浮かんだ涙を指で払い、凪なぎ子こは大人びた笑えみを浮かべた。

「やはり、殿方は愚おろかで可愛かわいいですね」

　鈴すず城しろは「何だそれ」と、思いっきり首をひねった。




「そこまで！」

　頼より光みつの声が響く。

　階の一番上に並んで腰かけていた鈴城と凪子の下もとに、結ゆい鹿かが駆かけ寄ってきた。その足もとには、薄い茶、白、黒の子犬がじゃれついている。

「鈴城兄様、本当に大丈夫ですか？」

　今にも泣き出しそうな顔で見上げてくる妹に、兄は苦笑を返した。

「大丈夫だよ。まぁ念のため、明日あしたまでは大人しくしてるから安心しな」

　安あん堵どの表情を浮かべる結鹿を凪子は自身の隣に誘った。結鹿が腰を下ろすと、足もとにじゃれついていた子犬達も、階に行儀良く並んで座った。

　鈴城と結鹿に挟はさまれた凪子が白い犬の眉み間けんの辺りを突く。犬は大人しくしていた。

「これが大だい通つう連れんですか？」

「白い子は小しよう通つう連れんです。大通連は、茶色の子。光が当たると、金色に見えるんですよ。黒い子は釼じん明みよう。ちなみに、皆、女の子です」

　結鹿は名前を呼んだつもりはないが、子犬達は律りち儀ぎに返事をした。尻尾しつぽが千切れんばかりに振られている。

「よかったですね、鈴城様。皆、女の子ですって」

「知ってるし、どうしておれに言うんだよ」

　妙みように明るい笑え顔がおの凪子に、鈴城は嫌いやなものを感じ、後ずさろうとしたが少し遅かった。身を乗り出した女めの童わらわが、耳もとで囁ささやく。

「だって、犬とはいえ、自分以外の男が結鹿ちゃんと同どう衾きんしているなんて、嫌でしょう？」

「凪子！」

　女童は歓声を上げながら素早く身をひるがえし、結鹿に抱きついた。

　鈴城は振り上げた拳こぶしをしばらく空で震わせてから下ろした。

　理由は分からないが、何やら楽しそうな友人と兄を見て、結鹿は小さく笑った。ふと、そこに寂さびしげな色が混ざる。

「鈴城兄様」

　そっぽを向いてしまった鈴城の背中に、凪子の頭を撫なでながら、結鹿は静かに声をかけた。

　わずかに含まれた哀あい愁しゆうに、鈴城は振り返った。

「いつかで構いません。一いつ緒しよに露つゆ春はる殿のお屋敷に行きましょう」

　鈴すず城しろは目を見開いた。

　在あり原わらの露つゆ春はるは公おおやけには病死したことになっている妹夫婦の喪もに服し、出仕を控えている。

　はじめこそ死人のようだったが、日に日に、生気を取り戻しつつあるという。

「私、琵び琶わをお聞かせすると約束したのです。破ったら、拳げん骨こつを一万回、針を千本飲まなければならないので、ぜひ、聞いて頂きたいのです」

「それじゃぁ仕方ないな」

　右みぎ膝ひざの上に肘ひじを置き、掌てのひらに顎あごを載せながら、鈴城は言葉通りの笑えみを浮かべた。

　結ゆい鹿かは安あん堵どの息をつき、柔らかな笑みを返した。そのうっすらと膨ふくらみ出した胸に頰ほほを寄せながら、凪なぎ子こが口を開く。

「それにしても、白しら露つゆ様が怪異に関わっていたなど、未だに信じられません。少々変わっていましたが、多くの人を殺あやめさせていたようには見えませんでしたし……」

「想いは見えませんからね。でも、誰もが抱えているのです。そして、そこから願いが生まれ、それが主あるじを動かす力になるのでしょう」

「力、ですか？」

　抱きついたまま、凪子は友人を上目遣いに見た。結鹿は小さく頷うなずいた。

「それは純粋な力だったり、権力だったり、富だったりと色々ですが、問題は、その力をどう使うかです。力があっても、それを使えなければ、意味がありません。願いを叶かなえるどころか、様々なものを傷つけてしまいます」

「白露様や、芥あくた丸まる様のように……ですか？」

「そうですね。きっとお二人は求める力と、その使い方を少し間違えてしまったのでしょう。……間違えてしまうほど、長い間、想いを抱え続けたのでしょうね」

　女めの童わらわは男装の姫ひめ君ぎみの胸に顔を埋うめ、難しい顔で言った。

「想いがいつの間にか、重しに変わっていたのかも知れませんね。何だか、少し怖いです。誰だって、〝姫殺し〟の元凶になり得る、ってことでしょう？」

「でも、力は誰かを傷つけるだけのものではありません。使い方さえ知っていれば、守ることも出来るのです。……受け売りの受け売りですけどね」

　そう言って、結鹿ははにかんだ笑みを浮かべながら、凪子の頭を優しく撫なでた。

「おぉ～い。お喋しやべりもいいけど、早く水をくれ。瓶かめに首を突っ込むぞ」

　言いながら、やって来た貞さだ光みつは高こう欄らんに腰かけた。共に来た季すえ武たけは階の真ん中、隅に落ち着く。凪子は慌あわてて結鹿から離れ、水を注いだ碗わんを結鹿、貞光、季武の順に渡した。

　少し遅れて、保やす昌まさが駆かけてくる。

「何ですか、皆でまた今回の怪異のことで盛り上がっていたのですか？」

「保昌様は丁度宿直で、一番肝心な場面に参加なさらなかったそうですね」

　意地の悪い笑みを浮かべながら凪子は碗を差し出した。

　保やす昌まさは唇くちびるを嚙かみしめ、碗わんと女めの童わらわを数回見比べてから、「大人は大変なんですよ」と言って碗を受け取り、階の一番下に陣取った。あまり大人とは言えない態度だったが、その背中がとても寂さびしそうだったので、皆、何も言わなかった。

　人ひと心ここ地ちついていると、綱つなを伴ともなった頼より光みつと滋しげ範のりが笑え顔がおで階の下までやってきた。

　年長組は少々質たちの悪い笑みだと気づいたが、あえて口を噤つぐんだ。

「結ゆい」

「はい、何ですか？」

　頼光は背後を指差した。その先には中なか島じまがあり、その真ん中に頼より親ちかがいた。

「決闘を許可する。行ってきなさい」

　結ゆい鹿かは軽く目を見開いた。しかし、すぐに表情を引き締め頷うなずくと、立ち上がった。

　遠ざかる友人の背を見つめながら、全員に水を配り終えた凪なぎ子こがため息を吐き出す。

「本当に、懲こりないですね」

「頼親はおれと少し違うんだ」

　結鹿が置いていった碗を手に取り、鈴すず城しろは続けた。

「結鹿が抜き身の刃なら、おれは鞘さやになってあいつを止める。でも、頼親は、自らが抜き身の刃になってあいつを止める気なんだ」

　凪子は目を瞬しばたかせた。

　貞光が「そういえば」と声を上げる。

「お前達が助けた姫ひめ君ぎみがいるだろう？　その姫君。駆かけ落ちしたって」

　水を吐き出すという醜しゆう態たいをさらした者はいなかったが、保昌は盛大にむせた。季すえ武たけは碗を傾かたむけた体勢で固まり、階の傍そばに佇たたずむ頼光、滋範、綱は、平然と水を飲み続けた。

「相手は襲われた時一いつ緒しよにいた下男らしい。元々幼なじみで、気になっていたのが、今回、助けられて一気に想いの炎が燃え上がったんだと」

「まぁよくあるお話ですが、現実でそれを実行するとはなかなかですね」

　碗の中身を飲み干した綱の意見に、季武が首しゆ肯こうする。

「それがどうしたというのですか？」

　水を含んでいなかったため、被害を受けなかった鈴城が問うと、貞光は頭を搔かきながら、「いやさ」と笑った。

「相手を想う気持ちっていうのは、凄すごいよな。ってだけの話し」

「あっ飛びます」

　凪子の声に続き、水音と結鹿の自責の叫さけびが庭に響き渡った。










　　　後書き（と、言う名の注意書きです）




　今では昔のことです。とある学生が卒業論文で平安時代を舞台にした小説を書こうとしていました。しかし……あぁ、何ということでしょう！　その学生は、平安時代のことをよく知らなかったのです！　漫画やゲームで得た（片寄った）知識はありましたが、そのまま使うわけには参りません。資料を読もうにも、その学生は読むのが遅いので、読んでいる間に提出日が来てしまいます。

　悩み苦しんでいた学生を救ったのは、ある先生の一言でした。




「平安時代を実際に見た人はいないのだから、その時代は、想像で書いてもいいんだよ」




　実際は少し違ったかも知れませんが、学生は自分の脳内で自分に都合のいいように変換しました。つまり、『平安時代＝ファンタジー☆』という公式を創り上げたのです！

　こうして学生は、自分が思い描く平安時代を舞台に、何とか提出日ギリギリで小説を書き上げました。

　……そうです。この時書かれた小説こそ、本作、『平安鬼姫草子～神ながら神さびせすと～』の元になったものです。

　はじめまして、おはようございます。作者の黒くろ狐きつね尾お花ばなです。

　後書きに何を書こうか迷った末、本作品……ではなく、その元になった別の作品の誕生秘話（笑）を徒つれ然づれと書き綴つづってみました。

　改めて、簡単に本作の紹介をさせていただきます。

　本作は、平安中期を舞台にした妖あやかし物ものです。出てくる比率は圧倒的に男が多いです。が、主人公は題名の通り、鬼娘な女の子です。他に、おませな幼女、妖よう艶えんな熟女、危ない妹など、各種（？）取りそろえております。実在人物も結構出てきます。色々な民話や伝説もちょこちょこ取り入れているので、探してみるのも一興かも知れません。

　ただし、先にも書きましたが、平安時代を舞台にしていると言っても、作者のいいように変えられているので、本書で得た知識をそのまま人様に伝授するのはとても危険です。五行の解釈などは、偉大なる吉よし野の裕ひろ子こ様の著作などを中心に、これまた作者が都合のいいところを都合がいいように解釈しているので、注意が必要です。

　ちなみに、平安時代の資料として一番活躍して下さったのは、作者と、作者の兄が高校で使っていた『国語便覧』です。ありがとう、『便覧』！　重宝しています！　暇つぶしにも最適です！

　そんなこんなで、本作品は大量の爆弾を抱えていますが、作者にとっては可愛かわいい我が子。皆様に、少しでも愛していただければ、親冥みよう利りに尽つきます。




　それでは。次回があることを願い、様々な方々に感謝しつつ、本日はこの辺りで失礼致します。

　ではでは。





黒くろ狐きつね尾お花ばな
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黒くろ狐きつね尾お花ばな

栃木県の県庁所在地で生まれ、同県の南部で育った、生粋の内陸っ子。黒キツネ（イヌ科）と名乗りながら、十干十二支は丙トラ（ネコ科）。平安時代や妖怪に興味を持ったのは高校生の頃。……と思っていたが、学生時代、幼い頃好きだった絵本は『牛若丸』。愛読書は『おばけのはなし②』だったことを思いだし、三つ子の魂百まで。と言うことわざを痛感しながら、現在も資料と向かい合っている。
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イラスト／さらちよみ

世田谷区在住イラストレーター兼漫画家

ちよみっていうな＞＜







[image: ]









[image: ]電撃文庫





平へい安あん鬼おに姫ひめ草そう子し




～神かみながら神かみさびせすと～








黒くろ狐きつね尾お花ばな





発　行　　　　2015年11月26日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2010 OBANA KUROKITSUNE





※2010年10月10日発行の電撃文庫『平安鬼姫草子 ～神ながら神さびせすと～』初版に基づき制作








[image: ]



item/image/p083.jpg
YI2QONCI 40

<RRES i

)

\Al\

-






item/image/p281.jpg





item/image/t001.jpg





item/image/p081.jpg





item/image/t003.jpg
3

R
-
P
=

[ ]





item/image/t002.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p115.jpg





item/image/p239.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/dengeki-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p031.jpg
@
N
7
2]
o
Lz






item/image/hyou4.jpg





item/image/p068.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/p269.jpg





item/image/gaiji-kugiri.png





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		始、



		一、



		二、



		三、



		四、



		五、



		終、



		後書き（と、言う名の注意書きです）



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p057.jpg
(==
W </

23

Z — _— \)
—
: V/\
| \mv <N\ ~






item/image/p253.jpg
BNV AN






item/image/p139.jpg





item/image/k002.jpg
T

| QUi

i

w?.fotm.i.ﬂﬁo 8

AR IRUEDN \;,‘ :
B0 HIHE o0 (UG 1 A IR SV S ie°
) [ 2

Vi

20857,

SRR R
L EDH LS SEIRES O
’ ®





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/k005.jpg
#é!\\ 011

~ 033
— 085
— 171

~ 203

E.\ 255

%%\ 289






item/image/photo.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/p201.jpg





item/image/t005.jpg





item/image/t004.jpg
©
v

9 ®






item/image/t007.jpg
HFE





item/image/p169.jpg





item/image/t006.jpg





item/image/p009.jpg
QAUO LA _

%vu -
i NN FUOA0A6 5






